
PDF issue: 2025-07-04

北米・ハワイ漂流奇談(その1)

MIYANAGA, Takashi / 宮永, 孝

(出版者 / Publisher)
法政大学社会学部学会

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
社会志林

(巻 / Volume)
60

(号 / Number)
2

(開始ページ / Start Page)
192

(終了ページ / End Page)
114

(発行年 / Year)
2013-09
(URL)
https://doi.org/10.15002/00021161



192（1）

北米・ハワイ漂流奇談（その一）

は
じ
め
に

風
波
に
身
を
ま
か
せ
て
、
海
上
を
た
だ
よ
う
こ
と
を
“
漂
流
”
と
い
う
。
が
、
そ
れ
は
生
か
ら
死
に
む
か
っ
て
の
海
難
者
の
不
可
抗
力
の
闘
い
で
も
あ
っ
た
。
こ
ん
に
ち

な
お
も
世
界
中
で
海
難
事
故
が
ひ
ん
発
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
命
を
お
と
す
人
は
多
い
。

本
稿
は
、
主
と
し
て
江
戸
時
代
に
太
平
洋
上
で
強
風
と
大
波
と
に
よ
り
難
破
し
、
北
米
や
ハ
ワ
イ
群
島
に
流
れ
つ
い
た
り
、
あ
る
い
は
太
平
洋
上
で
外
国
船
に
救
助
さ
れ
、

ハ
ワ
イ
群
島
の
一
つ
“
オ
ア
フ
島
”
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
日
本
漂
民
の
奇く

し
き
運
命
と
そ
の
後
の
生
活
に
つ
い
て
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
無
事
本
国
に
帰
還
で
き
た
も

の
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
り
、
大
半
は
海
底
の
も
く
ず
と
消
え
た
。

宮

永

　

孝

北
米
・
ハ
ワ
イ
漂
流
奇
談

（
そ
の
一
）

は
じ
め
に

一
　
　
奥
州
・
若
宮
丸

二
　
　
安あ

芸き
の

国く
に

（
現
・
広
島
県
）・
稲
若
丸

三
　
　
尾
張
・
宝
順
丸

四
　
　
尾
張
・
督と

く

乗
じ
ょ
う

丸ま
る

五
　
　
備
前
児こ

島じ
ま

（
現
・
岡
山
県
南
東
部
）
の
漁
夫
ク
エ
モ
ン
、
ヒ
ロ
（
ハ
ワ
イ
島

東
部
）
に
上
陸

六
　
　
日
本
漁
船
（
船
名
未
詳
）
の
オ
ア
フ
島
漂
着

七
　
　
越
後
国
（
現
・
新
潟
県
）
の
船
（
船
名
未
詳
）
オ
ア
フ
島
に
漂
着

八
　
　
越え

っ

中ち
ゅ
う（

現
・
富
山
県
）・
長
者
丸

九
　
　
土
佐
・
漁
船
（
船
名
な
し
）
の
漂
流

十
　
　
摂
津
（
現
・
大
阪
の
北
部
と
兵
庫
県
東
部
）・
栄（

永
住
）寿

丸

十
一

　
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
、
太
平
洋
上
で
和
船
（
船
名
未
詳
）
を
発
見

十
二

　
紀
州
・
天て

ん

寿じ
ゅ

丸ま
る
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帰
国
組
は
、
い
っ
た
ん
牢
に
入
れ
ら
れ
た
の
ち
、
取
調
べ
が
お
こ
な
わ
れ
公
式
調
書
を
と
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
口く

ち
が
き書

」（「
口こ

う

上
じ
ょ
う

書し
ょ

」
と
も
い
う
）
が
そ
れ
だ
が
、
そ

の
口
書
に
も
と
ず
い
て
、
奉
行
書
の
お
白
洲
で
、
役
人
に
よ
っ
て
吟ぎ

ん

味み

が
お
こ
な
わ
れ
る
。

吟
味
は
ま
ず
、
漂
民
の
身
元
の
確
認
に
は
じ
ま
り
、
漂
流
か
ら
帰
国
す
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
聞
か
れ
る
。
と
く
に
役
所
が
も
っ
と
も
懸
念
し
た
の
は
、

─

一
　
キ
リ
ス
ト
教
の
道
に
入
ら
な
か
っ
た
か
。
ま
た
人
か
ら
信
仰
を
勧
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
。

一
　
武
器
な
ど
を
持
ち
帰
ら
な
か
っ
た
か
。

一
　
外
国
に
お
い
て
商
売
を
や
ら
な
か
っ
た
か
。

と
い
っ
た
点
で
あ
っ
た
。

漂
民
ら
は
外
国
に
お
い
て
教
会
を
見
学
し
て
い
る
ば
あ
い
が
多
く
、
中
に
は
入
信
し
、
洗
礼
を
う
け
た
者
も
い
る
。
が
、
か
れ
ら
は
そ
れ
ら
の
事
実
を
ひ
た
す
ら
隠
そ
う

と
し
た
。

漂
民
の
外
国
に
お
け
る
実
体
験
を
、
書
物
に
ま
と
め
た
も
の
が
“
漂
流
記
（
譚た

ん

）”
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
か
な
ら
ず
し
も
船
乗
り
の
こ
と
ば
を
直
接
伝
え
た
も
の
で
は
な

く
、
書
き
手
や
編
集
者
の
こ
と
ば
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
ば
あ
い
が
多
い
。
そ
の
た
め
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
て
よ
む
必
要
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

海
上
を
人
や
荷
な
ど
を
載
せ
て
は
こ
ぶ
も
の
を
船
と
い
う
。
が
、
江
戸
時
代
の
大
き
な
荷
船
を
俗
に
“
千せ

ん

石ご
く

船ぶ
ね

”
と
か
“
弁べ

ん

才ざ
い

（
財
）
船ぶ

ね

”
と
よ
ん
だ
。

そ
う
い
っ
た
和
船
の
構
造
の
概
要
を
つ
ぎ
に
の
べ
て
み
よ
う
。
千
石
船
（
弁
才
船
）
は
、
も
と
も
と
波
お
だ
や
か
な
瀬
戸
内
海
を
中
心
に
発
達
し
た
沿
岸
航
海
用
の
荷
船

だ
と
い
う
。
こ
の
船
の
基
本
構
造
は
、

「
航

か
わ
ら

（
敷し

き

・
丁

ち
ょ
う

と
も
い
う
）」

と
呼
ば
れ
る
厚
い
船
底
板
を
根
幹
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
幅
の
ひ
ろ
い
外
板
を
組
み
あ
わ
せ
、
内
側
か
ら
た
く
さ
ん
の
船せ

ん

梁り
ょ
う（

西
洋
型
船
で
い
う
“
竜キ

ー
ル骨

”）
を
入
れ
て
横
強
度
を
も
た
せ
た
も
の
で
あ
る
。

船
の
動
力
は
、
風
で
あ
る
。
取
は
ず
し
式
の
帆
柱
に
つ
け
た
帆
（
四
角
形
の
麻
布
）
が
、
風
を
う
け
て
船
を
進
ま
せ
る
。

舵か
じ

も
引
き
あ
げ
式
な
の
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
船
体
の
割
合
か
ら
す
れ
ば
、
ひ
じ
ょ
う
に
大
き
な
も
の
で
樫か

し

（
材
は
か
た
く
、
弾
力
が
あ
る
。
船
舶
用
）
で
で
き
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て
い
る
。
舵だ

柄へ
い

の
下
側
に
、

「
羽は

ね

板い
た

」（
舵
面
）

と
呼
ば
れ
る
も
の
が
付
い
て
い
て
、
そ
の
面
積
は
約
三
坪
（
た
た
み
六
畳
に
匹
敵
）
も
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
巨
大
な
舵
を
そ
な
え
て
い
て
も
、
い
っ
た
ん
大
時し

化け

に
遭
う
と
破
損
し
、
そ
れ
が
漂
流
の
原
因
と
な
っ
た
。

荷
は
船
倉
の
ほ
か
“
胴
の
間
上
”
に
も
多
量
に
つ
み
上
げ
た
か
ら
、
船
体
の
大
き
さ
の
わ
り
に
は
積
載
能
力
が
高
か
っ
た
。
甲
板
は
水
を
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
出
来
て
い

な
い
か
ら
、
波
を
か
ぶ
る
と
船
内
に
水
が
入
っ
た
。
時
化
の
と
き
は
、
船
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、

荷に

打う

ち
（
積
荷
を
海
中
に
投
棄
す
る
）

帆
柱
の
切
断

な
ど
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
髪
を
切
っ
て
、
そ
れ
を
船
内
の
神
棚
に
そ
な
え
、
神
仏
の
加
護
を
祈
願
し
た
（
石
井
謙
二
「
註
記

　
漂
流
船
覚
え
書
」『
日
本
庶
民
生
活
史
料

集
成

　
第
五
巻

　
漂
流
』
所
収
、
三
一
書
房
）。

航
海
の
方
法
。

千
石
船
は
、
岸
沿
い
や
島
づ
た
い
を
航
海
し
た
。
陸
上
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
を
目
標
と
し
て
走
航
し
た
。
こ
れ
を
“
地
乗
り
”
と
か
“
沖
乗
り
”
と
い
う
（
小
林
茂
文

「
漂
流
と
日
本
人
」）。

山
の
頂

い
た
だ
きや

岩	

大
き
な
樹
木	

建
物

島と
う

歟し
ょ
う　

　
　
　
　
岬

み
さ
き

　	

断
崖

神
社
の
鳥
居	

灯
ろ
う

　
　
　
　
常

じ
ょ
う

夜や

灯と
う

（
一
晩
中
と
も
し
て
お
く
灯
火
）

装
備
と
し
て
は
、

─
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磁じ

石し
ゃ
く　 

（
和
磁
石

─
十
二
支
の
十
二
方
位
を
し
る
し
た
も
の
で
、
夜
間
や
雲
霧
ち
ゅ
の
航
海
で
用
い
る
）

測
天
儀
（
太
陽
や
星
の
高
度
を
計
る
も
の
）

測
量
器
（
陸
か
ら
の
距
離
を
計
る
も
の
）

日
時
計

　
望
遠
鏡

な
ど
を
用
意
し
、
先
人
が
作
成
し
た
航
路
図
や
写
図
を
も
つ
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
と
く
に
海
図
を
も
た
な
か
っ
た
。

江
戸
時
代
に
は
じ
つ
に
海
難
が
多
か
っ
た
。
そ
の
じ
っ
さ
い
の
件
数
を
し
る
し
た
史
料
は
な
い
が
、
年
に
数
百
隻
か
ら
千
隻
以
上
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。

幕
府
や
諸
藩
は
、
米
や
物
産
（
正
月
用
品
）
を
江
戸
に
回
送
し
、
金
を
調
達
し
た
。
船
の
運
行
が
盛
ん
な
の
は
、
米
の
収
穫
や
年
貢
米
の
取
り
た
て
が
お
わ
る

─

十
一
月
か
ら
十
二
月
（
太
陽
暦
の
十
二
月
、
一
月
）

で
あ
る
。
が
、
こ
の
時
期
は
気
候
が
わ
る
く
、
い
ち
ば
ん
海
難
が
多
か
っ
た
（
須
藤
利
一
編
著
『
船
』
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
和
四
十
三
年
七
月
）。

要
す
る
に
“
大
西
風
”
と
呼
ば
れ
る

─
真
冬
の
北
西
季
節
風
（
日
本
海
や
北
太
平
洋
の
中
緯
度
地
帯
に
吹
く
）
が
、
漂
流
を
発
生
さ
せ
る
い
ち
ば
ん
の
元
凶
で
あ
っ
た
。

運
よ
く
外
国
に
漂
着
す
る
ま
で
、
た
い
て
い
半
年
以
上
か
か
っ
て
お
り
、
と
き
に
一
年
以
上
も
か
か
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
漂
流
の
発
生
と
も
う
ひ
と
つ
密
接
な
関

係
が
あ
る
の
は
海
流
で
あ
る
。

“
黒く

ろ

潮し
お

”
は
、
日
本
近
海
を
流
れ
る
最
大
の
海
流
で
あ
り
、
暖
流
の
一
つ
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
台
湾
の
東
方
に
源
を
発
し
、
そ
の
幅
は
一
五
○
キ
ロ
か
ら
三
○
○
キ

ロ
ほ
ど
で
、
厚
さ
は
数
百
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
流
速
は
、
時
速
二
キ
ロ
か
ら
四
、
五
キ
ロ
で
あ
る
。
色
は
濃
い
“
紫
色
”
で
あ
る
の
で
、

「
桔き

梗
き
ょ
う

水み
ず

」

「
黒
瀬
川
」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

千
石
船
は
、
い
っ
た
ん
こ
の
“
大
西
風
”
に
よ
っ
て
吹
き
流
さ
れ
、
か
つ
“
黒
潮
”
に
乗
っ
た
ら
さ
い
ご
、
広
い
太
平
洋
に
む
か
う
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
は
絶
望
的
な
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漂
流
の
は
じ
ま
り
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
幕
末
に
な
り
、
太
平
洋
を
漁
場
と
す
る
外
国
の
捕
鯨
船
や
中
国
へ
む
か
う
商
船
の
往
来
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
ら
の
船
に
救
助
さ
れ
る
難
波
船

が
多
く
な
っ
た
（
倉
嶋
厚
「
気
象
学
か
ら
み
た
漂
流
記
」）。
外
国
船
と
出
会
う
こ
と
は
僥

ぎ
ょ
う

倖こ
う

で
あ
り
、
万
に
ひ
と
つ
の
可
能
性
し
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

漂
流
民
が
将
来
し
た
も
の
。

幸
運
に
も
帰
国
で
き
た
漂
民
は
、
な
に
よ
り
も
み
ず
か
ら
見
聞
し
た
異
国
で
の
生な

ま

の
体
験
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
外
国
の
風
土
や
風
俗
（
衣
、
食
、
住
い
や
行
事
）
に

は
じ
ま
り
、
国
家
形
態
や
政
事
、
技
術
、
言
語
な
ど

─
海
外
知
識
ぜ
ん
ぱ
ん
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
が
、
為
政
者
が
帰
還
者
の
知
識
を
積
極
的
に
活
用
す
る
の
は
、
嘉

永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
ペ
リ
ー
来
航
後
の
こ
と
と
い
う
（
小
林
茂
文
「
漂
流
と
日
本
人
」）。
当
時
、
為
政
者
が
い
ち
ば
ん
欲
し
た
の
は
、
西
洋
型
帆
船
の
建
造
術
や
航
海

術
と
い
っ
た
、
人
間
生
活
に
役
に
た
つ
じ
っ
さ
い
的
な
技
術
で
あ
っ
て
、
外
国
事
情
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
還
し
た
万
次
郎
（
ジ
ョ
ン
万
）
や
彦
蔵

（
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ヒ
コ
）
の
ば
あ
い
、
異
国
に
お
け
る
生
活
様
式
の
ほ
か

─

政
治
形
態
（
大
統
領
制
度
）	

　
議
会
（
民
主
）
政
治

訴
訟
制
度	

　
海
上
保
険
制
度

交
通
・
通
信
制
度
（
蒸
気
船
、
汽
車
、
電
信
）

な
ど
の
情
報
を
伝
え
て
い
る
。

幕
府
は
世
界
の
主
要
各
国
の
う
ご
き
や
事
件
を
、
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
提
供
し
て
く
れ
る
風ふ

う

説せ
つ

書が
き

に
よ
っ
て
知
っ
て
い
た
か
ら
、
異
国
の
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
に
大
き
な

関
心
を
し
め
さ
な
か
っ
た
。

水か

夫こ

の
ほ
と
ん
ど
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
読
み
書
き
が
で
き
な
か
っ
た
上
に
、
外
国
語
の
素
養
が
な
か
っ
た
か
ら
、
異
国
を
正
し
く
認
識
し
た
り
、
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
万
次
郎
や
彦
蔵
は
現
地
に
お
い
て
学
校
教
育
を
う
け
て
い
た
か
ら
、
当
時
の
日
本
人
と
し
て
は
卓
絶
し
た
英
語
力
や
理
解
力
を
も
っ
て
い
た
。

万
次
郎
は
じ
ぶ
ん
が
将
来
し
た
航
海
術
の
翻
訳
を
命
じ
ら
れ
、『
亜（

ア
メ
リ
カ
）

美
理
加
合
衆
国
航
海
学
書
』（
安
政
四
年
［
一
八
五
七
］
六
月
）
を
完
成
し
た
し
、
そ
の
語
学
力
と
航

海
術
を
買
わ
れ
て
咸
臨
丸
に
乗
り
組
み
、
ふ
た
た
び
渡
米
し
た
。



（6）187

彦
蔵
も
語
学
力
を
買
わ
れ
、
帰
国
後
、
米
国
領
事
館
の
通
訳
と
な
っ
て
活
躍
す
る
が
、
辞
任
し
た
の
ち
わ
が
国
最
初
の
新
聞
『
海
外
新
聞
』
を
発
刊
し
た
り
、
大
蔵
省
会

計
局
に
出
仕
し
た
り
、
製
茶
の
輸
出
商
と
な
っ
た
り
、
蒸
気
に
よ
る
新
式
精
米
所
を
は
じ
め
た
り
し
、
実
業
家
の
道
を
あ
ゆ
ん
だ
の
も
海
外
で
培
っ
た
知
識
に
刺
激
さ
れ
て

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
が
、
商
才
が
な
か
っ
た
も
の
か
、
こ
と
ご
と
く
商
売
に
失
敗
し
た
。
し
か
し
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ヒ
コ
は
、
わ
が
国
の
新
聞
文
化
の
礎

い
し
ず
えを

き
ず
い
た
人
と
し

て
、
そ
の
名
は
不
朽
の
も
の
と
な
っ
た
。

本
稿
で
取
り
あ
げ
る
の
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
遭
難
船
の
ば
あ
い
で
あ
る
。

一
　
奥
州
・
若
宮
丸

（
寛
政
五
年
［
一
七
九
三
］
十
二
月
、
仙
台
沖
で
漂
流
し
、
文
化
元
年
［
一
八
○
四
］
十
六
名
ち
ゅ
う
四
名
帰
国
）

ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
中
の
孤
島
に
漂
着
。
ロ
シ
ア
＝
ア
メ
リ
カ
会
社
の
総
支
配
人
に
親
切
に
さ
れ
る
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
、
ヤ
ク
ー
ツ
ク
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
、
モ
ス
ク
ワ
を

経
て
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
へ
送
ら
れ
、
ロ
シ
ア
で
八
年
間
く
ら
す
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
に
拝
謁
す
る
。
露
艦
で
軍
港
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
を
出
帆
。
イ
ギ
リ
ス
、
ブ
ラ
ジ

ル
、
ホ
ル
ン
岬
を
経
て
太
平
洋
に
出
、
ハ
ワ
イ
諸
島
（
オ
ア
フ
島
？
）
に
寄
港
。
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
に
寄
り
、
ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ
フ
と
と
も
に
四
名
が
長
崎
に
到
着
。
日
本

人
初
の
世
界
一
周
。

二
　
安あ

芸き

国
（
現
・
広
島
県
）・
稲
若
丸

（
文
化
三
年
［
一
八
○
六
］
一
月
、
下
田
沖
で
漂
流
し
、
文
化
四
年
［
一
八
○
七
］
六
月
、
八
名
ち
ゅ
う
三
名
帰
国
）

ア
メ
リ
カ
商
船
に
救
助
さ
れ
、
オ
ア
フ
島
の
ホ
ノ
ル
ル
に
上
陸
し
、
四
ヵ
月
ほ
ど
く
ら
す
。
の
ち
マ
カ
オ
、
広
州
、
バ
タ
ビ
ア
を
経
て
長
崎
に
到
着
。

三
　
尾
張
・
宝
順
丸
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（
天
保
三
年
［
一
八
三
二
］
十
一
月
、
鳥
羽
沖
で
漂
流
し
、
約
一
年
後
ワ
シ
ン
ト
ン
州
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
半
島
の
ア
ラ
バ
岬
付
近
に
漂
着
。
乗
組
員
十
四
名
の
う
ち
、

漂
流
ち
ゅ
う
に
十
一
名
が
死
亡
し
、
三
名
だ
け
が
生
き
残
っ
た
が
、
帰
国
し
な
か
っ
た
）

四
　
尾
張
・
督と

く

乗
じ
ょ
う

丸ま
る

（
文
化
十
年
［
一
八
一
三
］
十
月
、
遠
州
灘
で
漂
流
し
、
文
化
十
三
年
［
一
七
一
六
］
九
月
、
十
四
名
ち
ゅ
う
二
名
帰
国
）

漂
流
し
て
四
十
八
日
後
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
沖
で
ア
メ
リ
カ
商
船
に
よ
っ
て
救
助
さ
れ
る
。
生
存
者
三
名
は
、
ノ
バ
・
イ
ス
パ
ニ
ア
（
現
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
）
の
村

に
上
陸
。
の
ち
ア
ラ
ス
カ
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
を
経
て
、
薩
摩
・
尾
張
の
漂
民
六
名
と
合
流
し
（
生
存
者
三
名
の
う
ち
一
名
は
死
亡
）、
ロ
シ
ア
船
で
エ
ト
ロ
フ
島
の
は
ず
れ

に
上
陸
。

五
　
備
前
児こ

島じ
ま

（
現
・
岡
山
県
南
東
部
）
の
漁
夫
ク
エ
モ
ン
、
ヒ
ロ
（
ハ
ワ
イ
島
東
部
）
に
上
陸
。

六
　
日
本
漁
船
（
船
名
未
詳
）
の
オ
ア
フ
島
漂
着
。

（
天
保
三
年
［
一
八
三
二
］
十
一
月
、
オ
ア
フ
島
の
ワ
イ
ア
レ
ア
ち
か
く
に
漂
着
し
、
ホ
ノ
ル
ル
に
廻
船
ち
ゅ
う
、
バ
ー
バ
ー
ス
岬
で
難
破
。
生
存
者
四
名
）

七
　
越
後
国
（
現
・
新
潟
県
）
の
船
（
船
名
未
詳
）
オ
ア
フ
島
に
漂
着
。

（
天
保
五
年
［
一
八
三
四
］
某
月
、
生
存
者
七
名
、
の
ち
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
経
由
で
日
本
に
送
還
さ
れ
る
）

八
　
越
中
（
現
・
富
山
県
）・
長
者
丸
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（
天
保
九
年
［
一
八
三
八
］
十
一
月
、
金
華
山
沖
で
漂
流
し
、
天
保
十
四
年
［
一
八
四
三
］
五
月
、
四
名
が
帰
国
し
た
［
う
ち
一
名
、
江
戸
で
病
死
］）

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
諸
島
付
近
で
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
に
救
助
さ
れ
、
の
ち
生
存
者
六
名
は
、
同
国
の
捕
鯨
船
に
分
乗
さ
せ
ら
れ
る
。
マ
ウ
イ
島
、
ハ
ワ
イ
島
、
オ
ア
フ
島
に

上
陸
。
漂
民
・
平
四
郎
、
オ
ア
フ
島
で
病
死
。
の
ち
生
存
者
五
名
は
、
イ
ギ
リ
ス
船
で
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
に
む
か
い
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
、
シ
ト
カ
（
ア
ラ
ス
カ
）
を
経
て
、
ロ
シ

ア
船
で
エ
ト
ロ
フ
島
に
上
陸
。

九
　
土
佐
・
漁
船
（
船
名
な
し
）
の
漂
流

（
天
保
十
二
年
［
一
八
四
一
］
一
月
、
足あ

し
ず
り摺

岬
の
沖
で
漂
流
し
、
嘉
永
四
年
［
一
八
五
一
］
一
月
、
五
名
ち
ゅ
う
三
名
帰
国
）

鳥と
り

島し
ま

（
現
・
南
鳥
島
）
に
漂
着
し
、
約
半
年
後
に
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
に
救
助
さ
れ
る
。
生
存
者
五
名
は
オ
ア
フ
島
の
ホ
ノ
ル
ル
に
上
陸
。
う
ち
一
名

─
万
次
郎
（
の

ち
の
ジ
ョ
ン
万
）
は
、
船
長
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
に
む
か
う
。
漂
民
・
重
助
は
、
ク
ー
ラ
ウ
（
オ
ア
フ
島
）
で
病
死
。
の
ち
万
次
郎
ら
三
名
は
、
嘉

永
四
年
（
一
八
五
一
）
十
一
月
琉
球
に
上
陸
し
、
の
ち
帰
国
。

十
　
摂
津
（
現
・
大
阪
の
北
部
と
兵
庫
県
東
部
）・
栄 （永

住
）寿

丸

（
天
保
十
二
年
［
一
八
四
一
］
十
月
、
犬
吠
埼
の
沖
で
漂
流
し
、
弘
化
二
年
［
一
八
四
五
］
十
二
月
、
十
三
名
ち
ゅ
う
四
名
帰
国
）

太
平
洋
上
で
ス
ペ
イ
ン
の
密
貿
易
船
に
救
助
さ
れ
、
十
三
名
ち
ゅ
う
七
名
は
、
メ
キ
シ
コ
領
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
南
部
の
サ
ン
・
ル
カ
ス
岬
に
捨
て
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
七

名
は
サ
ン
・
ホ
セ
で
く
ら
す
。
初
太
郎
と
善
助
は
マ
サ
ト
ラ
ン
（
港
町
）
を
へ
て
マ
カ
オ
に
む
か
う
。
途
中
、
オ
ア
フ
島
の
ホ
ノ
ル
ル
に
寄
港
。
こ
の
と
き
土
佐
の
漂
流
民

四
名
と
会
う
。
初
太
郎
の
み
マ
カ
オ
で
下
船
し
、
ア
メ
リ
カ
の
宣
教
師
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ェ
ル
ズ
の
世
話
に
な
る
。
の
ち
乍ツ

ア
ー
プ浦

に
お
も
む
き
善
助
と
会
う
。
乍
浦
よ
り
他
の

日
本
漂
民
ら
と
い
っ
し
ょ
に
帰
国
の
船
に
分
乗
す
る
。
サ
ン
・
ル
カ
ス
岬
で
捨
て
ら
れ
な
か
っ
た
漂
民
ら
は
、
船
が
座
礁
し
た
と
き
逃
亡
す
る
。
が
、
そ
の
後
の
消
息
は
不

明
。
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十
一

　
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
、
太
平
洋
上
で
和
船
（
船
名
未
詳
）
を
発
見

（
弘
化
四
年
［
一
八
四
七
］
三
月
〜
四
月
、
北
緯
四
二
度
、
東
経
一
五
○
度
の
地
点
で
、
日
本
の
難
波
船
を
発
見
。
生
存
者
は
四
名
。
ホ
ノ
ル
ル
に
上
陸
し
た
も

の
か
）

十
二

　
紀
州
・
天て

ん

寿じ
ゅ

丸ま
る

（
嘉
永
三
年
［
一
八
五
二
］
一
月
、
伊
豆
沖
で
漂
流
し
、
嘉
永
五
年
［
一
八
五
四
］
十
二
月
、
十
三
名
ち
ゅ
う
五
名
帰
国
）

厳
冬
の
北
太
平
洋
上
で
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
「
ヘ
ン
リ
ー
・
ニ
ー
ラ
ン
ド
」
号
に
救
助
さ
れ
る
。
漂
民
六
名
は
ロ
シ
ア
の
官
憲
に
ひ
き
わ
た
さ
れ
る
。
四
名
は
ア
メ
リ
カ

の
捕
鯨
船
二
隻
に
分
乗
さ
せ
ら
れ
、
の
こ
り
五
名
は
ア
オ
フ
島
の
ホ
ノ
ル
ル
に
上
陸
す
る
。
こ
の
と
き
万
次
郎
と
そ
の
仲
間

─
五
右
衛
門
、
寅
右
衛
門
、
伝
蔵
ら
と
会
う
。

の
ち
五
名
は
、
ア
メ
リ
カ
船
で
香
港
に
む
か
い
、
さ
ら
に
上
海
に
い
た
り
、
そ
こ
か
ら
川
船
で
乍
浦
に
お
も
む
く
。
乍
浦
で
他
の
日
本
漂
民
六
名
と
い
っ
し
ょ
に
な
り
、
帰

国
す
る
。

＊

旧
称
を
サ
ン
ト
イ
ッ
チ
諸
島
と
い
っ
た
ハ
ワ
イ
諸
島
は
、
太
平
洋
上
の
楽
園
の
異
名
を
と
り
、
こ
ん
に
ち
世
界
中
か
ら
観
光
客
が
あ
つ
ま
る
島
と
し
て
な
じ
み
が
深
い
。

こ
の
諸
島
は
ち
ょ
う
ど
太
平
洋
の
ま
ん
中
に
位
置
し
、
北
緯
一
八
・
五
七
度
か
ら
二
二
・
一
度
、
西
経
一
五
四
・
四
九
度
か
ら
一
六
○
・
三
三
度
に
お
わ
る（

1
）。

　

全
島
の
総
面
積
は
一
六
、
七
五
五
平
方
キ
ロ
で
あ
り
、
日
本
の
四
国
よ
り
や
や
小
さ
い
。
ハ
ワ
イ
諸
島
は
、
大
小
八
つ
の
島
と
無
数
の
小
さ
な
無
人
島
か
ら
成
っ
て
い
る
。

東
京
か
ら
州
都
の
ホ
ノ
ル
ル
ま
で
約
五
三
○
○
キ
ロ
を
距
て
て
い
る
。
こ
の
諸
島
の
な
か
で
三
番
目
に
大
き
い
オ
ア
フ
島
が
、
こ
れ
か
ら
述
べ
よ
う
と
す
る
話
の
中
心
と
な

る
。日

本
人
と
ハ
ワ
イ
民
族
と
の
接
触
は
、
日
本
移
民
が
は
じ
ま
っ
た
明
治
十
八
年
［
一
八
八
五
］
よ
り
も
さ
ら
に
古
い
時
代

─
鎌
倉
時
代

─
正

し
ょ
う

嘉か

二
年
（
一
二
五
八
）、

オ
ア
フ
島
の
マ
カ
プ
ー
岬

ポ
イ
ン
ト（M

akapu Point

）
に
二
度
ほ
ど
日
本
の
船
ら
し
い
も
の
が
漂
流
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
っ
て
い
る（

2
）。

つ
い
で
文
永
七
年
（
一
二
七
○
）
に
、
マ
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ウ
イ
島
カ
フ
ル
イ
（K

ahului

）
に
「
マ
マ
ラ
」
と
呼
ぶ
船
が
漂
着
し
た
。
が
、
そ
の
船
に
は
、
男
三
名
、

女
二
名
が
乗
っ
て
い
た
。
こ
の
船
の
船
頭
は
「
カ
ル
イ
キ
ア
マ
ン
」（
軽
井
喜
衛
門
の
転て

ん

訛か

と
も
考
え
ら

れ
た
が
、
土
人
語
で
「
難
波
船
」
や
「
漂
流
小
人
」
の
意
ら
し
い（

3
））

と
い
い
、
男
た
ち
は
剣
を
も
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
日
本
人
（
お
そ
ら
く
琉
球
人
）
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う（

4
）。

同
船
の
船
頭
や
水
夫
の
皮
膚
の
色
は
、
黒
く
は
な
か
っ
た
と
い
い
、
の
ち
土
着
人
と
結
婚
し
、
色
の
黒

く
な
い
種
族
の
祖
先
と
な
っ
た
と
い
う（

5
）。

　

日
本
側
の
史
料
に
現
わ
れ
た
最
初
の
ハ
ワ
イ
諸
島
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
い
ま
か
ら
約
二
百
年
前
の
文

化
元
年
（
一
八
○
四
）
に
、
諸
島
中
の
い
ず
れ
か
の
島
に
寄
港
し
た
ロ
シ
ア
艦
ナ
デ
ジ
ュ
ダ
号
に
乗
っ
て

い
た
仙
台
漂
民
四
名
の
見
聞
録
で
あ
る
。

一
　
奥
州
・
若
宮
丸

水
主

　
津
太
夫
（
宮
城
郡
寒さ

風ぶ

沢さ
わ

浜
　
善
五
郎
せ
が
れ
）
…
…
…
…
…
六
十
一
歳

同
　
儀
兵
衛
（
桃
生
郡
深
谷
室

む
ろ
の

浜は
ま

　
源
三
郎
せ
が
れ
）…
…
…
…
…
…
四
十
四
歳

同
　
左
平
（
宮
城
郡
寒
風
浜

　
長
九
郎
せ
が
れ
）
…
…
…
…
…
…
…
…
四
十
三
歳

同
　
太
十
郎
（
桃
生
郡
深
谷
室
沢

　
？
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
十
五
歳

注
・
年
齢
は
文
化
二
年
（
一
七
○
五
）
当
時
の
も
の
。

こ
の
四
名
は
寛
政
五
年
癸

み
ず
の
と
う
し丑

十
一
月
二
十
七
日
（
一
七
九
三
・
一
二
・
二
九
）、
牡ほ

鹿し
か

郡
石

い
し
の

巻ま
き

の
沖

船
頭
（
運
航
の
責
任
者
）・
平
兵
衛
に
雇
わ
れ
、
同
所
の
米
沢
屋
平
之
丞
の
持
船
「
若
宮
丸
」（
八
百
石
積

み
、
御
米
、
御
用
木
な
ど
を
積
ん
で
い
る
）
に
乗
り
、
石
巻
を
出
帆
し
江
戸
に
む
か
っ
た
。
若
宮
丸
に
は

オアフ島のホノルルの風景
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船
頭
・
平
兵
衛
以
下
、
十
六
名
が
乗
組
ん
で
い
た
が
、
こ
の
船
は
塩し

お

屋や

岬
の
沖
で
南
西
の
大
風
や
や
ぐ
ら

0

0

0

を
こ
わ
す
ほ
ど
の
大
波
と
遭
い
遭
難
し
た
。

十
二
月
一
日
に
舵
を
折
ら
れ
、
船
が
危
く
な
っ
た
の
で
帆
柱
を
切
断
し
、
積
荷
を
す
て
、
乗
組
員
は
も
と
ど
り
（
髪
の
毛
を
頭
の
う
え
に
束
ね
た
所
）
を
切
っ
て
神
仏
に

救
い
を
も
と
め
た
。
船
は
北
西
の
季
節
風
に
吹
き
流
さ
れ
た
ま
ま
、
太
平
洋
上
を
あ
て
も
な
く
漂
流
を
つ
づ
け
た
。

長
く
苦
し
い
漂
流
生
活
は
、
早
く
も
六
ヵ
月
を
過
ぎ
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
の
夏
も
五
月
の
こ
ろ
、
よ
う
や
く
雪
を
い
た
だ
い
た
北
海
の
孤
島

─
オ
ン
デ
レ
ッ
ケ

島
（
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
中
の
ウ
ナ
ラ
ス
カ
島
）
の
近
く
に
た
ど
り
着
い
た
。

こ
の
島
は
断だ

ん
が
い崖

絶
壁
に
か
こ
ま
れ
た
島
だ
っ
た
の
で
、
船
を
た
や
す
く
そ
こ
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
船
を
捨
て
る
こ
と
に
し
、
米
三
俵
と
手
廻
り

品
を
小
舟
に
積
む
と
、
十
六
名
も
そ
れ
に
乗
り
移
っ
た
。
よ
う
や
く
草
木
も
は
え
て
い
な
い
荒
涼
た
る
砂
浜
を
み
つ
け
た
の
で
そ
こ
に
上
陸
し
た
。

や
が
て
人
煙
を
も
と
め
て
進
む
う
ち
に
、
ま
ず
二
、
三
の
人
影
を
発
見
し
た
。
つ
い
で
三
十
名
ほ
ど
の
島

民
が
や
っ
て
来
た
が
、
か
れ
ら
は
鳥
の
羽
や
毛
皮
を
身
に
つ
け
て
い
た
。
島
民
は
思
い
の
ほ
か
親
切
で
あ
り
、

食
物
（
タ
ラ
の
よ
う
な
魚
）
や
水
な
ど
を
く
れ
た
。
魚
の
ほ
う
は
枯
草
を
燃
や
し
、
煮
て
た
べ
た
。
同
年
六

月
八
日
、
船
頭
平
兵
衛
は
腫
気
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
の
で
砂
地
に
葬
っ
た
。

そ
の
後
の
十
六
名
の
日
本
漂
民
の
動
向
を
年
代
順
に
し
る
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

一
行
十
五
名
は
、
オ
ン
デ
レ
ッ
ケ
島
に
約
十
ヵ
月
滞
在
し
、
こ
の
間
島
民
や
ロ
シ
ア
＝
ア
メ
リ
カ
会
社
の

総
支
配
人
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
バ
ラ
ノ
フ
（
一
七
四
七
〜
一
八
一
九
）
ら
の
世
話
に
な
っ
た
。

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
…
…
四
月
バ
ラ
ノ
フ
の
舟
に
乗
せ
ら
れ
オ
ン
デ
レ
ッ
ケ
島
を
出
帆
し
、
カ
ム
チ

ャ
ッ
カ
に
寄
っ
た
の
ち
、
六
月
末
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
到
着
。
当
時
、
同
地
は
戸
数
二
百
ほ
ど
の
村
で
あ
っ
た
。

漂
流
民
ら
は
役
人
の
取
調
べ
を
う
け
た
の
ち
、
三
班
に
分
け
ら
れ
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
送
ら
れ
た
。

当
時
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
は
戸
数
二
千
ほ
ど
の
シ
ベ
リ
ア
第
一
の
町
で
あ
り
、
一
行
は
丸
本
小
屋
に
泊
め
ら

れ
、
パ
ン
や
豚
肉
な
ど
を
食
べ
た
（
荒
川
秀
俊
編
『
異
国
漂
流
記
集
』）。

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
…
…
ヤ
ク
ー
ツ
ク
で
亡
く
な
っ
た
市
五
郎
を
除
い
た
十
四
名
は
、
イ
ル
ク
ー
ツ

ク
に
集
合
し
、
以
後
約
八
年
間
こ
の
町
で
く
ら
し
た
。

千石船の図
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享き
ょ
う
わ和

三
年
（
一
八
○
三
）
…
…
三
月
上
旬
、
生
残
っ
た
十
三
名
は
、
総
督
よ
り
、
ロ
シ
ア
の
首
都
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
に
連
れ
て
ゆ
く
、
と
言
い
わ
た
さ
れ
た
。
か
れ
ら
は

ラ
シ
ャ
の
服
、
股
引
、
靴
な
ど
を
支
給
さ
れ
、
雪そ

車り

に
乗
っ
て
出
発
し
た
。
旅
は
つ
ら
い
も
の
で
あ
り
、
雪
車
の
う
え
で
食
事
を
と
り
、
排は

い

泄せ
つ

の
と
き
以
外
は
下
り
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
出
発
の
翌
日
、
左
太
夫
、
清
蔵
ら
二
名
が
発
病
し
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
引
返
し
た
。

残
っ
た
十
名
は
、
ト
ム
ス
ク
、
エ
カ
テ
リ
ン
ブ
ル
ク
、
カ
ザ
ン
、
モ
ス
ク
ワ
を
経
て
四
月
末
首
都
の
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
に
到
着
し
た
。
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
を
出
発
し
て
約
五

十
日
後
の
こ
と
で
あ
る
。

五
月
十
六
日
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
に
拝
謁
し
、
津
太
夫
、
左
平
、
儀
兵
衛
、
太
十
郎
ら
四
名
は
帰
国
し
た
い
と
い
い
、
残
り
の
六
名
は
ロ
シ
ア
に
残
留
す
る
こ
と

を
申
し
出
た
。

享
和
三
年
六
月
七
日
（
一
八
○
三
・
八
・
七
）
津
太
夫
ら
四
名
の
漂
流
民
は
、
ロ
シ
ア
艦
ナ
デ
ジ
ュ
ダ
号
（
艦
長
は
ク
ル
ウ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
）
に
乗
る
と
、
ク
ロ
ン
シ

ュ
タ
ッ
ト
軍
港
を
出
帆
し
た
。
そ
の
後
、
つ
ぎ
の
諸
港
に
寄
港
し
た
の
ち
、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
諸
島
に
い
た
っ
た
（
日
付
は
洋
暦
に
よ
る
）。

八
月
二
十
日
…
…
…
…
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
到
着
。
九
月
十
五
日
、
同
所
を
出
帆
。

九
月
二
十
八
日
…
…
…
イ
ギ
リ
ス
の
プ
リ
マ
ス
到
着
。
十
月
五
日
、
同
地
を
出
帆
。

十
月
二
十
日
…
…
…
…
サ
ン
タ
ク
ル
ス
デ
テ
ネ
リ
フ
ェ
（
カ
ナ
リ
ア
諸
島
西
部
の
テ
ネ
リ
フ
ェ
島
の
港
）
到
着
。
十
月
二
十
七
日
、
同
地
を
出
帆
。

十
二
月
二
十
一
日
…
…
サ
ン
タ
・
カ
タ
リ
ー
ナ
（
ブ
ラ
ジ
ル
南
部
）
到
着
。
翌
年
（
一
八
○
四
）
二
月
四
日
、
同
地
を
出
帆
。
の
ち
南
ア
メ
リ
カ
の
南
端
（
ホ
ル
ン
岬
）

を
迂
回
し
、
太
平
洋
に
出
た
。

一
八
○
四
年
五
月
六
日
…
…
ヌ
カ
ヒ
ヴ
ァ
（
南
太
平
洋
上
の
島
。
ヌ
ク
ヒ
ヴ
ァ
と
も
い
う
。
マ
ル
ケ
サ
ス
諸
島
）
に
到
着
。
五
月
十
七
日（

6
）、

同
地
を
出
帆
し
、
ハ
ワ
イ
に

む
か
っ
た
。
赤
道
を
過
ぎ
、
三
十
七
日
ほ
ど
走
っ
た
の
ち
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
諸
島
の
近
く
に
艦
を
寄
せ
た
。

日
本
側
の
史
料
に
み
ら
れ
る
最
初
の
ハ
ワ
イ
記
事
は
、
津
太
夫
ら
の
見
聞
録
で
あ
る
。

赤
道
を
過す

ぎ
て
三
七
日
程ほ

ど

走
り
、
千
五
百
里り

程ほ
ど

に
て
サ
、
ン
ヘ
イ
ッ
ケ
（
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
、
す
な
わ
ち
ハ
ワ
イ
諸
島

─
引
用
者
）
大お

お

島し
ま

辺あ
た
りへ

舟
を
寄
す
、
此こ

の

島し
ま

（
オ
ア
フ
島

か

─
引
用
者
）
へ
は
、
午ま

羊ひ
つ
じ（

南
南
西
）
の
方か

た

へ
走は

り
着
き
た
り

　
島し

ま

の
長
さ
マ
ル
ケ
イ
サ
よ
り
は
大お

ほ

ひ
成
様
に
見
ゆ
、（
伊
豆
の
大
島
程
も
あ
る
べ
き
歟か

）
島た

う

中ち
う

山や
ま

も
見
ゆ
、

但た
だ
し

髙か
う

山ざ
ん

と
は
見
へ
ず
、
気き

候こ
う

マ
ル
ケ
イ
サ
同
様
に
覚
ゆ
、
昼
は
此
島
山
の
根
迄ま

で

船ふ
ね

を
よ
せ
、
夜
は
沖お

き

へ
出
せ
り
…
…
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『
環
海
異
聞（

7
）』

あ
る
乗
組
員
は
い
っ
た
。
こ
の
島
は
日
本
の
国
土
に
近
い
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
前
に
あ
る
海
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
南
東
の
ほ
う
へ
す
こ
し
寄
っ
た
所
で
あ
る
。

そ
う
い
い
な
が
ら
、
そ
の
乗
組
員
は
地
図
を
ひ
ろ
げ
て
示
し
て
く
れ
た
。

ナ
デ
ジ
ュ
ダ
号
は
、
島
民
の
舟
か
ら
豚
を
買
い
求
め
、
本
船
に
積
み
入
れ
る
と
、
ほ
か
に
交
易
す
る
こ
と
な
し
に
出
帆
し
た
。

艦
は
北
上
を
つ
づ
け
、
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
七
月
初
旬
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
に
到
着
し
、
八
月
五
日
そ
こ
を
出
帆
す
る
と
南
下
し
、
九
月
六
日
長
崎
に
到
着
し
た
。
文
化

二
年
（
一
八
○
五
）、
津
太
夫
ら
四
名
は
、
梅
ガ
崎
小
屋
で
約
半
年
ほ
ど
ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ
フ
の
乗
組
員
ら
と
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
し
た
。

そ
の
間
に
太
十
郎
は
発
狂
し
、
口
に
剃か

み
そ
り刀

を
つ
っ
こ
ん
で
自
殺
を
は
か
っ
た
。
や
が
て
遣
日
使
節
レ
ザ
ノ
フ
は
退
去
す
る
こ
と
に
な
り
、
津
太
夫
ら
は
揚
り
屋
に
入
牢
、

切
支
丹
宗
門
の
詮
議
も
す
ん
で
、
十
二
月
仙
台
藩
に
引
き
と
ら
れ
故
郷
に
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。

帰
郷
後
、
津
太
夫
、
儀
兵
衛
、
左
平
の
三
名
は
、
藩
主
伊
達
周ち

か
む
ね宗

（
一
七
九
六
〜
一
八
一
二
）
の
引
見
を
う
け
た
の
ち
、
仙
台
藩
の
藩
医
で
蘭
学
者
・
大
槻
茂し

げ

質か
た

（
玄げ

ん

沢た
く

、

一
七
五
七
〜
一
八
二
七
）
や
志
村
弘ひ

ろ

強ゆ
き

（
一
七
六
九
〜
一
八
四
五
、
藩
校
師
範
）
ら
か
ら
、
漂
流
の
て
ん
末
、
外
国
で
の
暮
ら
し
と
事
情
、
帰
国
ま
で
の
見
聞
な
ど
を
、
愛

宕
下
の
伊
達
家
の
別
邸
に
お
い
て
く
わ
し
く
聴
取
さ
れ
、
そ
れ
を
和
と
じ
十
六
巻
に
ま
と
め
、
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
の
初
夏
に
完
成
し
た
。『
環
海
異
聞
』
と
題
す
る

も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
書
は
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
世
界
一
周
を
体
験
し
た
者
の
記
録
で
あ
る
。

二
　
安
芸
国
（
広
島
県
）・
稲
若
丸

一
八
○
六
年
六
月
十
四
日
（
文
化
三
年
四
月
二
十
八
日
）
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
の
商
船
「
テ
ィ
バ
ー
」
号
（
船
長
＝

コ
ー
ニ
ー
リ
ア
ス
・
ソ
ウ
ル
）
は
、
八
名
の
日
本
漂
民
を
乗
せ
て
ホ
ノ
ル
ル
に
入
港
し
た
。
同
船
が
洋
上
に
た
だ
よ
う
日
本
船
の
乗
組
員
を
救
助
し
た
の
は
、
同
年
二
月
二

十
三
日
（
文
化
三
年
一
月
六
日
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ソ
ウ
ル
船
長
は
、
日
本
漂
民
を
ハ
ワ
イ
国
王
の
ひ
護
に
ゆ
だ
ね
た
。
国
王
は
部
下
に
日
本
人
の
世
話
を
命
じ
た
。

テ
ィ
バ
ー
号
は
、
日
本
人
を
お
ろ
す
と
直
ち
に
出
港
し
た
。
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日
本
漂
民
ら
は
、
安あ

芸き

国
豊
田
郡
木
谷
浦
（
現
・
広
島
県
豊
田
郡
安
芸
津
町
大
字
木
谷
）
の
元
屋

万
助
の
持
船
「
稲
若
丸
」（
五
百
石
積
み
）
の
元
乗
組
員
で
あ
っ
た
。
稲
若
丸
の
乗
組
員
は
、
つ
ぎ

の
七
名
で
あ
り
、
の
ち
一
名
加
わ
り
八
名
と
な
っ
た
。

沖
船
頭	

吟
蔵

　
　
　
　
芸
州
豊
田
郡
木
谷
村

水
主	

貞
五
郎

　
　
　
　
　
　
〃

	

嘉
三
次

　
　
　
　
　
　
〃

	

松
次
郎

　
　
　
　
　
　
〃

	

和
左
蔵

　
　
　
芸
州
大
崎
東
野
村

	

文
右
衛
門

　
　
防
州
岩
国

	

善
松

　
　
　
　
？

船
は
文
化
二
年
十
一
月
七
日
（
一
八
○
五
・
一
二
・
二
七
）
木
谷
浦
を
出
帆
す
る
と
、
同
月
十
五

日
、
岩
国
の
浜
穴
の
口
に
着
船
し
、
こ
こ
で
畳
の
表

お
も
て

や
馬
の
飼
い
葉
な
ど
を
積
み
込
ん
だ
。
の
ち
木

谷
浦
に
も
ど
り
、
二
十
七
日
ま
で
滞
船
し
た
の
ち
江
戸
に
む
か
っ
た
。
江
戸
の
品
川
に
着
い
た
の
は
、

十
二
月
二
十
一
日
。
荷
揚
げ
の
の
ち
二
十
七
日
に
出
帆
し
、
同
夜
、
神
奈
川
に
着
船
し
た
。

翌
文
化
三
年
一
月
一
日
（
一
八
○
六
・
二
・
一
八
）
神
奈
川
を
出
帆
し
、
同
夜
浦
賀
に
着
船
。
浦
賀
に
は
一
月
五
日
ま
で
碇
泊
し
た
。

五
日
、
浦
賀
を
出
帆
し
、
下
田
沖
に
さ
し
か
か
る
と
、
水
主
・
嘉
三
次
が
疝せ

ん

気き

症し
ょ
う（

神
経
痛
？
）
を
発
し
た
た
め
、
急
き
ょ
下
田
で
岩
国
出
身
の
惣
次
郎
と
い
う
者
を
雇

い
入
れ
、
同
六
日
の
朝
勢せ

い

州し
ゅ
う（

伊
勢
国
の
別
称
）
を
さ
し
て
出
帆
し
た
。

し
か
し
、
同
日
の
昼
ご
ろ
よ
り
雨
が
ふ
り
出
し
、
に
わ
か
に
強
い
西
風
が
吹
く
よ
う
に
な
り
、
海
も
荒
れ
だ
し
た
。
こ
の
日
か
ら
七
日
ま
で
、
風
雨
は
ま
す
ま
す
激
し
く

な
る
一
方
な
の
で
、
急
い
で
帆
を
下
げ
た
が
、
船
は
い
よ
い
よ
危
く
な
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
こ
で
帆
柱
を
伐き

り
す
て
、
乗
組
員
一
同
、
心
を
こ
め
て
神
仏
に
祈
願
を
か
け
、

助
命
を
願
っ
た
。

オアフ島の原住民の家
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山
影
は
と
っ
く
に
姿
を
消
し
て
お
り
、
船
は
た
だ
東
南
と
お
も
え
る
方
向
に
吹
き
流
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
一
同
助
か
る
望
み
を
す
て
、
髻

も
と
ど
りを

切
り
お
と
す
と
、
覚
悟

を
き
め
た
。
船
は
同
年
三
月
ご
ろ
ま
で
、
た
だ
む
な
し
く
洋
上
を
漂
う
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
雨
が
ふ
っ
た
と
き
は
天
水
を
受
け
溜
め
お
き
、
粥か

ゆ

を
す
す
っ
た
り
し
て

露
命
を
つ
な
い
だ
が
、
や
が
て
米
を
す
っ
か
り
食
い
尽
く
し
て
し
ま
っ
た
。

乗
組
の
者
は
疲
れ
は
て
、
た
だ
ひ
た
す
ら
神
の
加
護
を
願
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
飛と

び

魚う
お

を
一
疋
と
ら
え
た
の
で
、
皆
に
打
寄
っ
て
こ
れ
を
食
べ
、
そ
の
後
帆
の
縫
針
を
曲
げ

て
つ
り
針
を
つ
く
り
、
飛
魚
の
わ
た
を
え
さ
に
し
て
つ
り
針
を
下
ろ
し
た
。
す
る
と
幸
い
に
も
鰤ぶ

り

が
二
疋
つ
れ
た
の
で
、
日
々
そ
れ
を
少
し
ず
つ
塩
煮
に
し
、
八
名
で
食
べ

つ
づ
け
た
。

文
化
三
年
一
月
初
旬
の
あ
る
朝
の
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
こ
の
洋
上
と
も
知
れ
な
か
っ
た
が
、
目
の
前
に
大
き
な
異
国
船
を
み
か
け
た
の
で
、
乗
組
員
一
同
、
助
け
て
く
れ
、

と
大
声
で
救
助
を
も
と
め
た
。
苫と

ま

（
す
げ
、
か
や
な
ど
を
菰こ

も

の
よ
う
に
編
ん
だ
も
の
で
、
和
船
の
上
部
の
お
お
い
に
用
い
た
）
を
も
っ
て
振
っ
た
と
こ
ろ
、
大
船
か
ら
ボ
ー

ト
が
お
ろ
さ
れ
、
こ
ち
ら
に
や
っ
て
来
た
の
で
、
一
同
そ
れ
に
乗
り
移
っ
た
。

『
芸
州
善
松
北
米
漂
流
譚
』
は
、
こ
の
と
き
日
本
漂
流
民
を
救
出
し
て
く
れ
た
ア
メ
リ
カ
船
の
名
称
を
伝
え
て
い
る
が
、
そ
の
船
を
「
モ
ク
」
ま
た
は
「
ワ
ヘ
エ
モ
ク
」

と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
日
本
人
の
耳
に
そ
の
よ
う
に
聞
え
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
正
確
で
は
な
い
。

日
本
の
難
波
船
に
出
会
っ
た
の
は
、
中
国
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
む
か
っ
て
い
た
商
船
「
テ
ィ
バ
ー
」（T

abour

）
号
で
あ
っ
た
。
同
船
は
、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
諸
島
を
通
る

経
度
線
に
ち
か
い
と
こ
ろ
に
い
た
の
で
、
親
切
な
船
長
は
わ
ざ
わ
ざ
針
路
を
変
更
し
、
オ
ア
フ
島
に
寄
る
こ
と
に
し
た
。

テ
ィ
バ
ー
号
に
移
乗
し
た
八
名
の
漂
民
ら
は
、
米
の
粥
や
牛
豚
の
肉
、
鶏
の
腹
に
詰
め
も
の
を
し
た
料
理
、
パ
ン
、
紅
茶
な
ど
を
口
に
し
た
。
や
が
て
日
本
人
を
連
れ
て
、

一
八
○
六
年
六
月
十
四
日
（
文
化
三
年
四
月
二
十
八
日（

8
））

オ
ア
フ
島
に
上
陸
し
た
船
長
は
、
ハ
ワ
イ
の
国
王
カ
メ
ハ
メ
ハ
二
世
に
難
民
の
世
話
を
た
の
み
、
日
本
人
に
は
衣

類
な
ど
を
与
え
て
ハ
ワ
イ
を
あ
と
に
し
広
東
へ
む
か
っ
た
。

漂
民
ら
は
、
二
日
ほ
ど
茅
ぶ
き
の
小
屋
の
土
間
の
う
え
で
寝
た
が
、
や
が
て
村
長
ら
し
い
者
が
従
者
を
十
名
ほ
ど
連
れ
て
や
っ
て
来
る
と
、
な
に
や
ら
指
図
し
た
。
す
る

と
山
奥
の
ほ
う
か
ら
二
百
名
ほ
ど
の
原
住
民
が
材
木
を
も
っ
て
や
っ
て
来
た
と
思
っ
た
ら
、
二
日
ほ
ど
の
間
に
、
四
間
に
五
間
ほ
ど
の
茅
ぶ
き
の
、
壁
の
な
い
小
屋
を
建
て
、

そ
の
ま
わ
り
に
は
垣
根
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
。
そ
し
て
昼
夜
、
二
人
の
番
人
が
交
替
で
警
護
し
た
。

小
屋
の
土
間
の
う
え
に
、
い
ぐ
さ
に
似
た
草
を
敷
き
、
そ
の
上
に
さ
ら
に
「
モ
ナ
イ
」
と
呼
ぶ
四
畳
敷
ほ
ど
の
む
し
ろ
の
よ
う
な
も
の
を
敷
い
た
。
夜
寝
る
と
き
は
、
広

い
紙
を
く
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
む
し
ろ
の
上
に
敷
い
て
寝
た
。
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オ
ア
フ
島
で
の
暮
ら
し
が
四
ヵ
月
に
な
る
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
の
商
船
が
入
港
し
た
。
漂
民
を
ど
こ
か
の
国
に
送
還
し

よ
う
と
し
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。
そ
れ
は
ア
マ
サ
・
デ
ラ
ノ
船
長
（
一
七
六
三
〜
一
八
二
三
）
が
指
揮
を
と
る
中
国
へ

む
か
う
船
で
あ
っ
た
。
一
八
○
六
年
九
月
二
十
八
日
（
文
化
三
年
八
月
十
七
日
）、
八
名
の
日
本
漂
民
は
ボ
ー
ト
か
ら

そ
の
商
船
に
乗
り
移
る
と
、
オ
ア
フ
島
を
あ
と
に
し
た
。

そ
の
異
国
船
の
乗
組
員
の
髪
の
毛
は
、
テ
ィ
バ
ー
号
に
は
じ
め
て
救
助
さ
れ
た
と
き
と
同
じ
く
赤
く
、
顔
色
も
衣
類

と
も
に
見
な
れ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
食
物
は
芋
や
牛
豚
の
肉
、
魚
な
ど
で
あ
っ
た
。
同
年
十
一
月
九
日
（
文
化
三
年
九

月
二
十
九
日
）、
日
本
人
を
乗
せ
た
ア
メ
リ
カ
船
は
清
国
広
東
省
香
山
県
の
マ
カ
オ
に
着
い
た
。
が
、
上
陸
せ
ず
、
や

が
て
錨
地
を
出
る
と
、
陰
暦
の
十
月
朔
日
（
十
一
月
十
日
）
番
所
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
（
広
東
か
ら
十
マ
イ
ル
下
っ
た

所
に
あ
る
「
黄

ホ
ア
ン
プ
ゥ埔

」w
ham

poa

の
こ
と
か
）
で
船
改
め
を
受
け
、
翌
日
そ
こ
を
出
帆
し
、
川
（
珠

フ
ゥ
ー
チ
ャ
ン

江
）
沿
い
に
走
り
、

十
月
六
日
（
十
一
月
十
五
日
）
広
東
（
広
州
）
に
到
着
し
た
。

広
東
は
、
珠
江
（chu-kiang, 

“
真
珠
の
川
”
の
意
）
の
左
岸
に
造
ら
れ
た
街
で
あ
る（

9
）。

形
は
ほ
ぼ
正
方
形
で
あ
り
、

東
西
に
走
る
一
本
の
城
壁
が
旧
市
内
と
新
し
い
市
内
を
わ
け
て
い
た（

10
）。

広
東
は
家
屋
が
数
千
も
あ
る
よ
う
な
大
き
な
、
し
か
も
繁
華
な
町
で
あ
っ
た
。
人
家
は
丸
石
を
も
っ
て
築
き
、
壁
に

は
白
い
し
っ
く
い
が
塗
ら
れ
て
い
た
。
二
階
屋
が
多
く
、
屋
根
は
い
ず
れ
も
瓦
が
し
い
て
あ
っ
た
。
外
国
の
商
館
が
あ

っ
た
の
は
‘
沙

タ
ー
ミ
エ
ン面

’（
広
東
語
でsham

een

）
と
呼
ば
れ
た
島
で
あ
る（

11
）。

そ
の
数
は
二
十
軒
ほ
ど
あ
り
、
各
国
の
国
旗

が
ひ
る
が
え
っ
て
い
た
。

住
民
の
ほ
と
ん
ど
は
中
国
人
な
の
だ
が
、
か
れ
ら
は
弁
髪
を
さ
げ
、
筒
袖
の
よ
う
な
服
を
身
に
つ
け
、
股
引
を
は
き
、

革
で
こ
し
ら
え
た
靴
を
は
い
て
い
た
。
食
物
は
米
の
飯
、
菜
と
し
て
は
魚
や
卵
な
ど
を
た
べ
、
陽
気
は
日
本
よ
り
も
ず

っ
と
暖
か
で
あ
っ
た
。

ソ
ウ
ル
船
長
は
広
東
に
着
く
と
、
日
本
語
を
識
っ
て
い
る
と
い
う
中
国
人
を
見
つ
け
た
。
漂
民
は
そ
の
者
を
通
し
て

質
問
を
う
け
た
が
、
そ
の
日
本
語
会
話
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
紙
の
上
に
書
か
れ
た
漢
字
は
お
互
い
理
解
で

広東府とその周辺の地図
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き
た
。
こ
の
と
き
筆
談
で
行
わ
れ
た
問
答
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

─
難
破
す
る
ま
え
、
ど
こ
か
ら
出
帆
し
た
の
か
？

　

─
日
本
の
大マ

マ坂
の
町
か
ら
。

　

─
大
坂
を
出
帆
し
た
と
き
、
何
名
乗
船
し
て
い
た
の
か
？

　

─
二マ

マ
十
二
名
で
す
。

　

─
他
の
十
四
名
の
身
に
何
が
起
っ
た
の
か
？

　

─
何
人
か
は
強
風
に
よ
っ
て
、
船
外
に
押
し
流
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
そ
の
と
き
帆
柱
や
か
じ
も
失
な
い
ま
し
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
重
傷
を
負
っ
た
者
も
い
ま
す
。
露
命
を

つ
な
ぐ
た
め
に
、
殺
さ
れ
た
上
、
食
料
代
わ
り
に
食
わ
れ
た
者
も
大
勢
お
り
ま
し
た
。

命
を
失
っ
た
者
は
、
ち
ゃ
ん
と
く
じ
を
引
い
て
死
ん
だ
の
で
す
。

　

─
ソ
ウ
ル
船
長
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
扱
い
を
受
け
た
の
か
？

　

─
船
長
に
は
命
を
救
わ
れ
た
の
で
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
死
が
目
前
に
迫
っ
て
い
た
と
き
、
わ
れ
わ
れ
を
死
か
ら
救
っ
て
く
れ
た
ば
か
り
か
、
わ
れ
わ
れ
に
食
物
を
与
え
、
無

事
陸
地
ま
で
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
上
陸
し
て
か
ら
も
、
わ
れ
わ
れ
の
世
話
を
し
、
必
要
な
も
の
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た（

12
）。

　

こ
の
筆
談
の
記
事
は
、
す
べ
て
正
し
い
わ
け
で
は
な
い
。
遭
難
す
る
前
に
出
帆
し
た
の
は
、
大
坂
な
ら
ぬ
岩
国
で
あ
り
、
乗
組
員
の
数
は
、
は
じ
め
か
ら
八
名
で
あ
っ
た
。

ま
た
飢
餓
か
ら
、
共
喰
い
し
た
、
と
あ
る
が
、
死
体
を
食
べ
た
こ
と
も
な
く
、
こ
の
こ
と
は
事
実
無
根
で
あ
る
。

デ
ラ
ノ
船
長
は
漂
民
を
連
れ
て
上
陸
す
る
と
、
二
日
ほ
ど
の
間
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
商
館
（
広
東
の
中
国
当
局
？
）
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、
日
本
人
の
本
国
送
還
に
つ
い
て

交
渉
し
た
り
、
公
開
市
場
に
お
け
る
ア
ザ
ラ
シ
の
皮
の
値
段
を
知
る
た
め
に
、
友
人
で
も
あ
る
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
の
積
荷
監
督
人
ら
を
訪
ね
た（

13
）。

や
が
て
中
国
当
局
に

漂
流
民
を
受
け
と
っ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
と
、
し
か
た
な
く
日
本
人
を
再
び
も
と
の
船
に
乗
り
込
ま
せ
、
十
月
十
五
日
（
一
八
○
六
・
一
一
・
二
四
）
広
東
を
出

帆
し
、
ふ
た
た
び
マ
カ
オ
を
目
ざ
し
た
。

マ
カ
オ
を
広
東
と
同
じ
よ
う
に
中
国
人
が
多
く
住
み
、
外
国
か
ら
の
居
留
民
も
多
か
っ
た
。
各
国
の
国
旗
が
ひ
る
が
え
っ
た
家
屋
が
十
軒
ほ
ど
も
あ
っ
た
。
戸
数
は
五
百

ほ
ど
か
と
思
わ
れ
た
。
港
に
は
各
国
の
船
が
七
十
隻
ほ
ど
も
停
泊
し
て
お
り
、
中
に
は
大
砲
を
二
段
も
装
備
し
た
軍
艦
の
す
が
た
も
あ
っ
た
。
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漂
民
が
マ
カ
オ
に
お
い
て
帰
国
を
待
ち
わ
び
て
い
た
あ
る
日
の
こ
と
、
中
国
人
が
や
っ
て
来
て
、
紙
の
う
え
に
何
や
ら
文
字
を
書
い
た
が
、
意
は
通
じ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
ま
た
日
本
人
を
ど
こ
か
へ
送
る
と
い
う
こ
と
ら
し
か
っ
た
。
十
二
月
二
十
五
日
（
一
八
○
七
年
二
月
二
日
）
漂
民
は
ジ
ャ
ン
ク
に
乗
っ
て
マ
カ
オ
を
出
帆
し
、
文
化
四

年
一
月
二
十
一
日
（
一
八
○
七
・
二
・
二
七
）
バ
タ
ビ
ア
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
旧
称
）
の
錨
地
に
到
着
し
た
。
や
が
て
小
舟
に
乗
り
移
ら
せ
ら
れ
、
一
里
半
ほ
ど
掘
り
割
り

（
水
路
）
を
さ
か
の
ぼ
り
、
市
場
が
建
ち
な
ら
ぶ
町
に
上
陸
し
た
。

漂
民
が
連
れ
て
ゆ
か
れ
た
の
は
中
国
人
の
酒
屋
で
あ
り
、
そ
の
二
階
に
案
内
さ
れ
た
。
食
事
は
米
飯
、
芋
、
牛
豚
の
肉
、
エ
ビ
、
鰯
な
ど
の
塩
焼
き
が
出
、
と
き
ど
き
ア

ル
コ
ー
ル
分
の
多
い
、
強
い
酒
を
出
し
て
く
れ
た
。

バ
タ
ビ
ア
と
い
う
所
は
土
地
が
広
く
、
土
着
民
と
オ
ラ
ン
ダ
人
が
雑
居
し
て
い
る
ら
し
か
っ
た
。
ど
こ
ま
で
も
家
屋
が
建
ち
つ
づ
い
て
い
た
。
大
き
な
家
に
は
堀
や
囲
い

は
な
か
っ
た
。
掘
井
戸
は
な
く
、
住
民
は
に
ご
っ
た
川
の
水
を
汲
ん
で
き
て
、
そ
れ
を
器
の
中
に
入
れ
る
と
、
澄
ま
し
て
用
い
た
。
各
家
で
は
鶏
や
豚
を
飼
っ
て
い
た
が
、

牛
の
姿
を
み
か
け
な
か
っ
た
。

昼
夜
、
馬
車
を
用
い
る
者
が
多
か
っ
た
。
当
地
に
は
寺
院
も
あ
っ
た
が
、
中
国
人
は
め
い
め
い
家
に
観
音
像
を
か
か
げ
、
朝
夕
香こ

う

を
た
い
て
礼
拝
し
て
い
た
。
気
候
は
暖

か
で
あ
り
、
正
月
で
も
袷

あ
わ
せ

（
裏
つ
き
の
着
物
）
一
枚
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
あ
っ
た
。
こ
の
バ
タ
ビ
ア
で
、
前
年
日
本
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
人
と
知
り
合
い

に
な
っ
た
。
が
、
そ
の
者
は
、
日
本
語
が
上
手
で
あ
っ
た
。
今
年
、
日
本
へ
行
く
船
が
あ
る
は
ず
だ
か
ら
、
百
日
ほ
ど
待
て
ば
、
そ
の
船
に
乗
せ
て
故
国
に
送
り
還
し
て
や

ろ
う
、
と
い
う
の
で
、
一
同
よ
う
や
く
安
心
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
、
文
右
衛
門
、
和
左
蔵
、
吟
蔵
、
嘉
三
次
、
貞
五
郎
、
惣
次
郎
ら
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
病
い
に
患
っ
た
。
病
名
は
で
き
も
の
、
は
れ
も
の
、
マ
ラ

リ
ア
な
ど
で
あ
り
、
宿
の
主
人
に
た
の
ん
で
医
者
に
看
て
も
ら
い
、
養
生
に
手
を
尽
し
て
み
た
け
れ
ど
、
病
勢
は
お
と
ろ
え
ず
、
ま
ず

─

船
頭

　
吟
蔵
…
…
…
…
…
病
名
（
心
身
の
衰
弱
）

水
主

　
文
右
衛
門
…
…
…
病
名
（
で
き
も
の
）

ら
二
名
が
、
四
月
二
十
九
日
（
一
八
○
七
・
六
・
五
）
に
亡
く
な
っ
た
。
両
人
の
遺
骸
は
、
中
国
人
に
た
の
ん
で
長
い
棺
の
中
に
入
れ
て
埋
葬
し
た
。

や
が
て
日
本
行
の
船
が
入
港
し
た
、
と
い
っ
た
連
絡
が
入
っ
た
の
で
、
漂
流
民
一
同
、
宿
の
主
人
ら
に
世
話
に
な
っ
た
礼
を
の
べ
、
五
月
十
五
日
オ
ラ
ン
ダ
人
が
借
り
た
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ア
メ
リ
カ
商
船
「
マ
ウ
ン
ト
・
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
」
号（

14
）に

乗
り
組
み
、
同
十
九
日
（
六
・
二
四
）
バ
タ
ビ
ア
を
出
帆
し
た
。

昼
夜
兼
行
で
帆
走
中
、
貞
五
郎
、
嘉
三
次
、
惣
次
郎
ら
三
人
も
、
船
中
で
亡
く
な
っ
た
の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
人
と
相
談
の
上
、
三
人
の
死
体
を
水
葬
に
し
た
。
か
く
し
て
六

月
十
八
日
（
一
八
○
七
・
七
・
二
三
）
マ
ウ
ン
ト
・
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
号
は
、
つ
い
に
長
崎
に
到
着
し
た
。

と
こ
ろ
が
和
左
蔵
は
、
航
海
中
、
ま
す
ま
す
病
い
が
重
く
な
り
、
長
崎
に
着
い
て
日
本
の
土
を
ふ
ま
な
い
う
ち
に
亡
く
な
っ
た
。

か
く
て
わ
ず
か
二
ヵ
月
ほ
ど
の
間
に
、
八
人
ち
ゅ
う
六
人
ま
で
が
あ
え
な
く
死
亡
し
た
。
死
因
は
、
風
土
病
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
生
き
残
っ
た
者
と
い
え
ば
、

善
松
と
松
次
郎
だ
け
で
あ
る
。
両
人
は
奉
行
所
の
揚あ

が

り
屋や

（
未
決
囚
が
入
る
牢
屋
）
に
入
れ
ら
れ
、
取
調
べ
を
受
け
た
。
異
国
に
い
る
間
に
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
の
勧
誘
に
あ

わ
な
か
っ
た
か
。
船
に
武
具
類
を
積
ん
で
い
な
か
っ
た
か
。
金
銀
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
か
。
商
売
ら
し
い
こ
と
を
し
な
か
っ
た
か
。
通
行
切
手
や
守
り
札
な
ど
を
持
っ
て

い
な
か
っ
た
か
な
ど
と
、
漂
流
か
ら
帰
国
す
る
ま
で
の
経
緯
を
す
っ
か
り
調
べ
ら
れ
た
。

松
次
郎
は
連
日
の
き
び
し
い
尋
問
や
あ
た
ら
日
々
を
空
費
し
て
い
る
こ
と
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
も
の
か
、
と
り
と
め
も
な
い
こ
と
を
口
走
る
よ
う
に
な
り
、
六
月
二

十
一
日
の
夜
、
牢
内
で
首
を
く
く
っ
て
亡
く
な
っ
た
。
善
松
の
ほ
う
は
、
官
の
医
療
を
う
け
て
い
る
う
ち
に
、
病
気
が
快
方
に
む
か
い
、
取
調
べ
が
お
わ
る
と
、
自
由
の
身

と
な
り
、
故
郷
の
安
芸
国
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

長
崎
に
帰
着
し
て
、
数
ヵ
月
後
の
こ
と
で
あ
る
。

三
　
尾
張
・
宝
順
丸

天
保
三
年
十
一
月
二
十
日
（
一
八
三
二
・
一
二
・
一
一
）、
尾
張
藩
の
廻
米
そ
の
他
の
品
々
を
積
ん
だ
「
宝
順
丸
」（
知
多
半
島
南
部

─
小お

野の

浦う
ら

［
現
・
美
浜
町
］
の
樋

口
源
之
所
有
の
帆
船
、
千
五
百
石
積
み
）
は
、
い
ま
の
名
古
屋
港
を
出
帆
し
て
江
戸
へ
む
か
っ
た
。
し
か
し
、
船
は
港
を
出
て
ま
も
な
く
、
時
化
に
あ
っ
た
の
で
、
志
摩
の

鳥
羽
に
入
港
し
て
、
天
候
が
よ
く
な
る
の
を
待
っ
た
。

宝
順
丸
の
乗
組
員
（
十
四
名
）
は
、
つ
ぎ
の
面
々
で
あ
る
。

船
頭
…
…
…
…
重
右
衛
門
（
源
六
の
せ
が
れ
）
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水
夫
…
…
…
…
仁
右
衛
門

利
七
（
金
右
衛
門
の
せ
が
れ
）

三
四
郎

常
治
郎
（
弥
右
衛
門
の
せ
が
れ
）

六
右
衛
門

吉
治
郎
（
小
野
浦
の
出
身
、
武
右
衛
門
の
長
男
）

乙
（
音
）

吉
（
小
野
浦
の
出
身
、
武
右
衛
門
の
次
男
、
の
ち
に
「
オ
ッ
ト
ソ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
）

久
吉
（
小
野
浦
の
出
身
、
又
平
の
せ
が
れ
）

政
吉
（
小
野
浦
の
と
な
り
野
間
村
出
身
）

岩
吉
（
熱
田
宮
の
出
身
）

仙
（
千
）

之
助
（
伊
勢
若
松
の
出
身
）

勝
五
郎
（
新
ヶ
居
浜
の
出
身
）

辰
蔵
（
伊
勢
波
切
の
出
身
）

宝
順
丸
は
鳥
羽
浦
（
三
重
県
東
端
の
港
町
）
で
十
二
日
間
も
天
候
の
回
復
を
待
ち
、
の
ち
出
帆
し
た
が
、
ほ
ど
な
く
暴
風
雨
に
あ
い
、
帆
柱
や
か
じ
を
失
っ
た
。

や
が
て
陸
地
を
失
い
、
船
の
位
置
も
わ
か
ら
な
く
な
り
、
す
っ
か
り
進
路
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
か
ら
漂
流
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
漂
流
の
顛
末
に
つ

い
て
は
、
生
き
残
っ
た
三
名
が
、
後
年
マ
カ
オ
に
お
い
て
宣
教
師
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
に
語
っ
た
談
話
に
く
わ
し
い
。

漂
流
す
る
こ
と
十
四
ヵ
月
、
船
は
翌
天
保
四
年
十
月
か
十
一
月
（
一
八
三
三
・
一
一
、
一
二
）
ご
ろ
、
現
在
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
半
島
の
北
西
突
端

─
フ

ラ
ッ
タ
リ
ィ
岬
の
十
五
マ
イ
ル
南
─
─
グ
レ
ン
バ
イ
ル
岬
の
北
に
位
置
す
る
─
─
い
ま
の
ア
ラ
バ
岬
あ
た
り
に
流
れ
着
い
た
（

バ
ン
グ
・
ソ
ン
ジ
ュ
ン

　
　
　
方
善
柱

　
　

「
宝
順
丸
の
米
州
漂
着
と

そ
の
意
義
」（『
日
本
歴
史
』
第
二
九
五
号
所
収
、
昭
和
47
・
12
）。

漂
流
中
は
、
積
荷
の
米
と
雨
水
で
露
命
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
た
が
、
十
四
名
い
た
乗
組
員
の
う
ち
十
一
名
ま
で
が
壊
血
病
に
よ
っ
て
命
を
失
な
い
、
生
存
者
は
、

乙
（
音
）

音
（
当
時
十
六
歳
ぐ
ら
い
）

久
吉
（
当
時
十
七
歳
ぐ
ら
い
）

尾州の音吉
（別名・オットソン）
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岩
吉
（
当
時
、
三
十
歳
ぐ
ら
い
、
郷
里
［
熱
田
宮
］
に
妻
と
家
族
が
い
た
）

だ
け
と
な
っ
た
。

上
陸
し
て
し
ば
ら
く
す
る
と
三
人
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
捕
え
ら
れ
、
奴
隷
の
よ
う
に
使
役
さ
れ
た
。
が
、
の
ち
に
ハ
ド
ソ
ン
湾
会
社
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ッ
ク
ネ
ル
船

長
に
救
出
さ
れ
る
。
生
き
残
っ
た
三
人
は
、
一
八
三
四
年
（
天
保
五
年
）
十
一
月
、
帆
船
イ
ー
グ
ル
号
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
川
を
出
帆
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
む
か
っ
た
。
同
年
十
二

月
オ
ア
フ
島
の
ホ
ノ
ル
ル
に
寄
港
。
翌
一
八
三
五
年
三
月
、
ホ
ー
ン
岬
を
へ
て
四
月
上
旬
セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
に
寄
港
。
六
月
上
旬
グ
レ
イ
ブ
ゼ
ン
ド
（
ロ
ン
ド
ン
郊
外
）
到
着
。

三
人
の
漂
民
は
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
パ
ー
マ
ー
号
に
移
乗
し
、
一
日
上
陸
を
ゆ
る
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
を
見
学
し
た
。
同
船
で
マ
カ
オ
に
む
か
い
、
当
地
に
住
む
ギ
ュ
ッ
ラ
フ

師
の
世
話
に
な
る
。
の
ち
三
人
は
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
商
会
の
商
船
モ
リ
ソ
ン
号
で
浦
賀
に
接
近
す
る
が
砲
撃
を
う
け
、
む
な
し
く
マ
カ
オ
に
も
ど
る
。
新
約
聖
書
の
翻
訳
を
手

伝
う
。
三
人
の
漂
民
は
、
帰
国
を
断
念
し
、
め
い
め
い
寧
波
、
上
海
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
く
ら
す
（
拙
稿
「“
オ
ッ
ト
ソ
ン
”
と
呼
ば
れ
た
日
本
漂
流
民
」『
社
会
志
林
』
所

収
五
一
巻
一
号
、
平
成
16
・
７
）。

四
　
尾
張
・
督と

く

乗
じ
ょ
う

丸ま
る

帆
船
時
代
、
暴
風
に
あ
い
、
潮
流
に
の
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
漂
着
し
た
和
船
は
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
が
、
史
料
的
に
裏
付
け
ら
れ
る
事
例
と
な
る
と
、
け

っ
し
て
多
く
は
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
の
べ
る
、
督
乗
丸
一
行
の
場
合
は
、
な
ん
と
太
平
洋
を
十
七
ヵ
月
も
漂
流
し
た
の
ち
イ
ギ
リ
ス
船
に
救
助
さ
れ
、
つ
い
に
ア
メ
リ

カ
本
土
に
上
陸
し
た
、
世
界
に
も
類
の
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

尾
張
の
国
、
名
古
屋
納な

屋や

町ま
ち

─
小お

島じ
ま

屋
庄
右
衛
門
の
持
ち
船
「
督
乗
丸
」（
千
二
百
石
積
み
、
十
四
人
乗
組
）
は
、
尾
張
藩
が
江
戸
へ
は
こ
ぶ
米
、
そ
の
他
の
商
品
を

積
ん
で
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
十
月
、
同
国
の
師も

ろ

崎ざ
き

（
知
多
半
島
最
南
端
）
の
港
を
出
帆
し
江
戸
に
む
か
っ
た
。

江
戸
に
着
く
と
、
廻
米
や
積
荷
を
売
り
払
っ
た
。
同
じ
月
の
下
旬
、
江
戸
を
出
帆
し
、
伊
豆
の
子こ

浦う
ら

（
下
田
の
西
方
に
位
置
す
る
港
）
に
寄
港
し
た
。
十
一
月
四
日
そ
こ

を
出
帆
し
、
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
夜
に
な
る
と
、
北
東
の
風
が
つ
よ
く
な
り
、
水
主
た
ち
は
帆
を
下
ろ
そ
う
と
し
て
騒
ぎ
あ
っ
て
い
た
と
き
、
水
夫
の
要
吉
（
名
古
屋
矢

場
の
出
身
）
が
あ
や
ま
っ
て
海
中
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
暗
夜
の
こ
と
で
あ
り
、
助
け
よ
う
が
な
く
見
殺
し
に
し
て
し
ま
っ
た
。

七
日
に
な
っ
て
も
大
風
は
や
ま
ず
、
と
き
ど
き
大
き
な
波
が
か
ぶ
り
込
ん
で
き
た
。
翌
日
、
は
る
か
西
北
の
方
角
に
山
を
見
た
が
、
こ
れ
が
日
本
の
山
の
見
お
さ
め
か
と



（22）171

思
う
と
、
名
ご
り
が
つ
き
な
か
っ
た
。
船
頭
重
吉
は
日
記
を
つ
け
、
磁
石
に
よ
り
何
々
の
方
角
に
何
日
流
れ
て
行
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
記
し
て
い
た
。
九
日
目
の
十

二
日
に
な
っ
て
、
風
は
す
っ
か
り
や
ん
だ
。
一
同
狂
喜
し
、
小
さ
い
な
が
ら
も
舵
や
帆
柱
を
つ
く
っ
た
。

十
七
日
に
は
、
水
も
乏
し
く
な
っ
た
の
で
、
重
吉
は
工
夫
し
て
蘭ら

ん

引び
き

（
蒸
留
水
を
取
る
器
具
。
海
水
を
煮
た
た
せ
、
管
か
ら
上
る
湯
気
が
鍋
尻
に
当
た
り
、
し
ず
く
と
な

っ
て
お
ち
た
も
の
を
飲
料
と
す
る
）
を
こ
し
ら
え
た
が
、
一
日
に
七
、
八
升
の
水
が
取
れ
た
。
食
料
も
と
ぼ
し
く
な
っ
て
き
た
。
残
っ
た
五
斗
入
六
俵
の
米
を
、
生
き
残
っ

た
十
三
人
で
わ
け
る
と
、
一
人
分
三
升
五
合
に
な
っ
た
。

豆
だ
け
は
百
俵
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
粉
に
し
、
米
に
少
し
ず
つ
ま
ぜ
て
食
べ
た
。

文
化
十
一
年
正
月
元
旦
（
一
八
一
四
・
二
・
二
○
）、
み
な
み
な
羽
織
を
着
て
表
に
出
る
と
、
正
月
の
作
法
の
ま
ね
ご
と
を
し
た
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
米
は
ま
っ
た

く
な
く
な
り
、
豆
を
煎
っ
て
砕
い
た
黄き

な
こ粉

の
よ
う
な
も
の
だ
け
を
食
べ
て
、
命
を
つ
な
い
で
い
た
。

三
月
ご
ろ
に
な
る
と
、
乗
組
員
の
中
か
ら
病
人
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
船
頭
重
吉
も
手
足
の
一
皮
下
に
「
黒
い
血
」
が
流
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
の
で
、
カ
ミ
ソ
リ

で
そ
こ
を
切
っ
て
、
黒
い
血
を
絞
り
出
し
、
そ
の
あ
と
患
部
に
塩
湯
を
か
け
た
が
、
た
ま
ら
な
い
痛
さ
で
あ
っ
た
。
病
人
の
体
は
む
く
み
、
色
が
黒
く
な
り
、
ま
も
な
く
全

身
す
っ
か
り
腫
れ
あ
が
り
、
床
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
壊
血
病
と
呼
ば
れ
た
も
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

起
き
て
い
る
の
は
重
吉
だ
け
と
な
り
、
い
ま
で
は
一
人
で
水
を
く
み
、
薪
を
つ
く
り
、
蘭ら

ん

引び
き

を
し
、
豆
を
煎い

り
、
病
人
の
看
護
に
つ
と
め
た
。

五
月
八
日
（
五
・
二
五
）
か
ら
六
月
二
十
八
日
（
八
・
一
三
）
の
間
に
、
つ
ぎ
の
十
名
が
亡
く
な
り
、
生
き
残
っ
た
の
は
伊
豆
の
音
吉
、
亀
崎
の
半
兵
衛
と
船
頭
の
重
吉

ら
三
名
だ
け
と
な
っ
た
。
が
、
音
吉
と
半
兵
衛
の
二
人
は
船
底
で
う
な
り
な
が
ら
寝
て
い
た
。

水
主	

七
兵
衛	

尾
州
半
田
村	

五
月
八
日
死
去	

賄
さ
き

　
孫
三
郎

　
尾
州
半
田
村	

六
月
十
三
日
死
去

舵か
じ

取と
り	

藤
助	

尾
州
半
田
村	

五
月
十
六
日
死
去	

水
主

　
　
為
吉	

尾
州
川
村	

六
月
十
六
日
死
去

か
し
き	

房
次
郎	

尾
州
半
田
村	

五
月
二
十
八
日
死
去	

　
　
　
　
三
之
助	

伊
豆
国
柿
崎	

六
月
十
八
日
死
去

水
主	

庄
兵
衛	

尾
州
半
田
村	

六
月
十
二
日
死
去	

　
　
　
　
重
蔵	

伊
豆
国
田
子
村	
六
月
二
十
日
死
去

同
右	

福
松	

伊
豆
国
子
浦	

六
月
十
二
日
死
去	

　
　
　
　
安
兵
衛	

伊
豆
国
子
浦	
六
月
二
十
八
日
死
去
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八
月
一
日
、
二
日
と
、
十
一
ヵ
月
ぶ
り
で
初
め
て
大
雨
が
降
っ
た
。
重
吉
は
大
い
に
よ
ろ
こ
び
、
鍋な

べ

釜か
ま

を
は
じ
め
、
水
を
受
け
る
も
の
な
ら
何
で
も
手
あ
た
り
し
だ
い
出

し
て
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
水
を
貯
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
三
日
目
の
朝
、
海
の
中
が
さ
わ
が
し
い
の
で
、
た
ぶ
ん
魚
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
“
化ば

け

”（
カ
ツ
オ
を
釣
る
た
め
の
疑ぎ

似じ

餌え

。
牛
の
角
で
つ
く
り
、
イ
ワ
シ
の
形
を
し
、
尾
の
ほ
う
に
針
が
つ
い
て
い
る
）
を
投
げ
入
れ
た
と
こ
ろ
、
ま
ず
カ
ツ
オ
を
一
本
釣
り
あ
げ
、
つ
い
で
七
本
釣
り
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。

釣
り
あ
げ
た
カ
ツ
オ
を
、
は
じ
め
煙
突
（
煙
を
出
す
た
め
に
設
け
た
穴
）
か
ら
船
底
に
投
げ
入
れ
、
あ
と
か
ら
釣
り
あ
げ
た
カ
ツ
オ
を
も
っ
て
下
へ
行
っ
て
み
る
と
、
先

程
の
カ
ツ
オ
は
何
と
骨
ば
か
り
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
釣
っ
た
ば
か
り
の
魚
が
跳
ね
ま
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
病
床
の
二
人
が
み
つ
け
、
夢
か
と
ば
か
り
床
か
ら
這は

い
出

し
て
、
生
き
た
ま
ま
か
じ
り
つ
い
た
も
の
で
あ
り
、
一
口
食
い
、
二
口
食
っ
て
い
る
う
ち
に
、
思
わ
ず
骨
に
な
る
ま
で
食
べ
尽
く
し
た
の
で
あ
る
。

二
人
は
あ
っ
け
に
と
ら
れ
て
い
る
重
吉
を
見
る
と
、
こ
の
魚
は
お
前
さ
ま
が
下
さ
っ
た
も
の
か
、
神
さ
ま
が
恵
ん
で
く
だ
さ
っ
た
も
の
か
は
知
ら
な
い
が
、
跳
ね
ま
わ
っ

て
い
る
の
を
見
る
と
、
思
わ
ず
そ
の
ま
ま
食
べ
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
か
許
し
て
下
さ
れ
、
と
い
っ
た
。
重
吉
は
、
い
や
い
や
遠
慮
に
は
及
ば
ぬ
、
こ
れ
を
見
よ
、
と
い
っ
て
、

釣
っ
た
ば
か
り
の
七
本
の
カ
ツ
オ
を
見
せ
る
と
、
二
人
は
思
わ
ず
あ
り
が
た
さ
に
拝
ん
で
し
ま
っ
た
。

さ
て
神
さ
ま
に
初
も
の
を
お
供
え
し
た
あ
と
、
カ
ツ
オ
四
本
の
身
を
塩
水
に
漬
け
て
食
べ
た
。
あ
ら

0

0

は
塩
水
に
雨
水
を
加
え
て
煮
て
た
べ
た
が
、
そ
の
味
の
よ
さ
は
何
と

も
た
と
え
よ
う
が
な
か
っ
た
。

長
い
間
漂
流
し
て
い
る
と
、
船
の
四
方
に
苔こ

け

の
よ
う
な
も
の
が
と
り
つ
き
、
そ
の
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
虫
が
寄
生
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
を
食
べ
よ
う
と
し
て
、
魚
は
あ

つ
ま
っ
て
く
る
。
あ
る
と
き
、
船
の
外
を
み
る
と
、
大
き
な
ワ
ニ
ザ
メ
が
四
匹
、
寄
り
つ
い
て
く
る
魚
を
食
べ
よ
う
と
追
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
海
水
を
煮
た
せ
た
も
の
や
桶

な
ど
を
船
上
か
ら
サ
メ
の
口
の
中
に
つ
き
込
ん
だ
り
し
て
、
ど
う
に
か
追
っ
払
う
こ
と
が
で
き
た
。

音
吉
と
半
兵
衛
は
、
日
夜
釣
れ
る
魚
（
カ
ツ
オ
、
マ
グ
ロ
、
シ
イ
ラ
）
な
ど
を
食
べ
て
い
る
う
ち
に
、
に
わ
か
に
元
気
に
な
っ
た
。
ま
た
い
ま
で
は
、
雨
も
と
き
ど
き
降

る
の
で
水
は
十
分
あ
る
し
、
魚
も
よ
く
釣
れ
た
。

こ
う
し
て
九
月
の
末
と
も
な
っ
た
。
船
中
で
亡
く
な
っ
た
十
名
の
死
体
は
、
厚
さ
二
寸
の
松
板
の
上
に
ま
っ
ぱ
だ
か
に
し
て
な
ら
べ
て
あ
っ
た
が
、
肉
は
腐
敗
し
た
の
ち

干ほ
し

固か

ま
り
、
頭
も
肉
が
落
ち
て
頭
蓋
骨
だ
け
に
な
っ
て
い
た
。
と
な
り
の
重
吉
の
居
間
の
臭
気
も
耐
え
が
た
い
の
で
水
葬
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
捨
て
て
も
惜
し
く

な
い
肌
着
を
着
て
、
死
骸
を
抱
き
あ
げ
よ
う
と
す
る
と
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
砕
け
て
し
ま
う
の
で
、
土
を
運
ぶ
よ
う
に
し
て
海
へ
投
げ
捨
て
た
。

さ
て
、
死
骸
を
捨
て
て
七
日
ば
か
り
た
っ
た
十
一
月
の
五
、
六
日
ご
ろ
、
ま
た
も
ワ
ニ
ザ
メ
が
や
っ
て
来
た
が
、
こ
ん
ど
は
四
十
匹
ほ
ど
も
お
り
、
船
の
虫
を
食
べ
に
き
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た
魚
を
こ
と
ご
と
く
追
い
散
ら
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
サ
メ
も
ど
こ
と
な
く
姿
を
消
し
た
。
す
る
と
釣
を
し
て
も
魚
が
釣
れ
な
く
な
り
、
ま
た
も
と
の
よ
う
に
豆
の
粉
を

食
べ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

十
一
月
二
十
日
ご
ろ
に
な
る
と
、
音
吉
と
半
兵
衛
が
ま
た
病
人
と
な
っ
た
の
で
、
重
吉
ひ
と
り
が
働
く
破
目
に
な
っ
た
。

文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
正
月
元
旦

―
お
み
く
じ
を
引
い
て
、
神
に
伺
い
を
立
て
る
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
正
月
二
十
七
日
と
二
月
二
十
八
日
ご
ろ
助
か
る
と
い
っ

た
お
告
げ
が
あ
り
、
ま
た
い
ず
れ
の
方
角
に
陸
地
を
み
つ
け
ら
れ
る
か
を
占
う
と
、
東
北
の
方
向
と
出
た
。

さ
て
、
正
月
二
十
八
日
、
朝
日
の
光
で
な
が
め
る
と
た
し
か
に
山
で
あ
っ
た
の
で
、
ひ
じ
ょ
う
に
う
れ
し
か
っ
た
が
、
夕
方
よ
り
北
風
と
な
り
、
風
向
き
が
悪
く
な
っ
た
。

翌
二
十
八
日
の
未
明
、
西
風
に
変
わ
り
、
船
は
ぐ
る
っ
と
回
転
し
た
。
夜
が
明
け
て
み
る
と
、
二
十
町
（
約
二
キ
ロ
）
程
先
に
陸
地
が
み
え
た
。
よ
く
み
れ
ば
、
谷
あ
い
に

家
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
ひ
じ
ょ
う
に
近
く
に
見
渡
せ
る
の
で
あ
る
。

気
が
せ
く
の
だ
が
、
は
し
け
が
な
い
の
で
陸
の
ほ
う
に
漕
ぎ
だ
す
こ
と
は
で
き
ず
、
も
た
も
た
し
て
い
る
う
ち
に
船
の
向
き
が
変
わ
り
、
陸
地
か
ら
遠
ざ
か
り
は
じ
め
た
。

気
も
く
じ
け
、
や
け
く
そ
に
な
っ
て
、
船
の
神
仏
を
祠
っ
て
あ
る
前
に
倒
れ
、
ふ
て
寝
を
し
よ
う
と
し
た
が
、
眠
れ
な
か
っ
た
。

二
月
十
四
日
（
一
八
一
六
・
三
・
二
四
）
の
明
け
方
の
こ
と
で
あ
る
。
西
南
の
方
向
に
二
本
マ
ス
ト
の
異
国
船
と
思
わ
れ
る
大
き
な
船
が
走
っ
て
行
く
の
を
見
か
け
た
。

そ
の
距
離
は
約
三
里
（
約
十
二
キ
ロ
）
か
と
思
わ
れ
た
。
帆
影
は
七
里
、
船
影
は
三
里
と
い
う
の
が
定
ま
り
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

重
吉
は
と
り
あ
え
ず
、
救
助
を
請
う
と
い
っ
た
し
る
し
を
掲
げ
た
が
、
相
手
の
船
は
そ
の
ま
ま
行
き
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
金
比
羅
を
拝
み
、
あ
の
船
へ
近
づ
け
て

く
だ
さ
い
、
と
必
死
に
お
祈
り
を
す
る
と
、
ふ
し
ぎ
な
こ
と
に
異
国
船
の
向
き
が
変
わ
り
、
こ
ち
ら
の
方
に
来
る
よ
う
だ
っ
た
。

重
吉
は
二
人
の
病
人
を
抱
き
起
こ
し
、
着
が
え
な
ど
さ
せ
、
み
ず
か
ら
も
衣
服
を
改
め
て
船
が
近
づ
く
の
を
待
っ
た
。
や
っ
と
異
国
船
は
、
ほ
ど
近
い
と
こ
ろ
に
や
っ
て

来
た
が
、
言
葉
は
通
じ
ず
、
重
吉
ら
は
お
助
け
あ
れ
、
と
拝
む
よ
り
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
異
国
船
は
、
難
破
船
の
ま
わ
り
を
三
度
ほ
ど
め
ぐ
っ
た
の
ち
、
一
町
ば
か
り
隔
て

た
所
で
帆
を
お
ろ
し
た
。

や
が
て
ボ
ー
ト
を
出
す
と
、
男
六
人
乗
組
ん
で
こ
ち
ら
に
漕
い
で
き
た
。
ハ
シ
ゴ
を
お
ろ
し
て
、
喜
び
待
ち
う
け
て
い
る
と
、
異
国
人
が
一
人
ハ
シ
ゴ
を
上
が
っ
て
き
た
。

ひ
じ
ょ
う
に
大
き
な
男
で
あ
り
、
目
は
黄
色
を
し
、
羅
紗
の
筒つ

つ

袖そ
で

の
よ
う
な
も
の
を
着
て
い
た
。
重
吉
ら
は
頭
を
下
げ
、
台
風
に
あ
い
海
上
で
艱
難
し
て
い
る
者
で
す
、
ど

う
か
ふ
び
ん
に
思
っ
て
命
を
助
け
て
下
さ
い
、
と
い
っ
た
が
、
何
の
答
も
返
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

異
国
人
だ
か
ら
言
葉
が
通
じ
な
い
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
、
浦
賀
の
役
所
が
出
し
た
書
付
を
出
し
て
見
せ
る
と
、
し
ま
え
と
い
う
よ
う
な
し
ぐ
さ
を
し
た
。
乗
組
員
は
十
四
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名
い
た
が
、
い
ま
三
人
だ
け
と
な
っ
た
こ
と
を
身
ぶ
り
で
知
ら
せ
る
と
、
相
手
は
す
こ
し
わ
か
っ
た
様
子
を
し
め
し
、
つ
い
で
船
底
へ
下
り
て
行
っ
て
、
す
み
ず
み
ま
で
調

べ
、
他
に
ま
だ
人
が
い
な
い
か
点
検
し
た
。
ま
た
口
を
さ
し
て
、
何
を
食
べ
て
い
る
の
か
と
尋
ね
る
よ
う
す
な
の
で
、
黄
粉
を
な
め
て
み
せ
る
と
、
異
人
も
そ
れ
を
な
め
た
。

や
が
て
異
人
は
右
手
を
伸
ば
す
と
、
こ
ち
ら
の
右
手
を
つ
よ
く
握
り
し
め
た
。
か
く
し
て
三
人
は
異
国
船
に
乗
り
移
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
船
を
乗
り
捨
て
る
こ
と
は
、

肉
親
と
別
れ
る
よ
う
な
気
持
が
す
る
も
の
で
、
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
も
、
名
ご
り
お
し
く
、
ふ
り
返
る
と
、
涙
に
く
れ
、
目
も
か
す
ん
だ
。
異
国
船
に
乗
り
移
る
と
、
重
吉
ら

は
船
室
に
案
内
さ
れ
、
椅
子
の
う
え
に
す
わ
る
よ
う
に
い
わ
れ
た
。

重
吉
ら
三
人
の
漂
流
民
を
救
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
毛
皮
商
人
ジ
ョ
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
ア
ス
タ
ー
の
持
船
「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」
号
（
船
長
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｊ
・
ビ

ゴ
ッ
ト
、
航
海
長
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ア
ダ
ム
ズ
）
で
あ
っ
た
。
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
号
が
督
乗
丸
と
出
会
っ
た
地
点
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
タ
・
バ
ー
バ
ラ
の
ポ
イ

ン
ト
・
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
の
西
南
西
約
三
○
○
マ
イ
ル
の
沖
で
あ
っ
た
。

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
号
（
元
の
船
長
は
ジ
ョ
ン
・
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
と
い
う
）
は
、
船
主
ア
ス
タ
ー
の
命
を
う
け
て
船
の
購
入
と
商
品
（
リ
ネ
ン
、
ラ
ム
酒
）
の
買
付
け
の
た
め

に
ロ
ン
ド
ン
に
赴
き
、
一
八
一
三
年
の
は
じ
め
ロ
ン
ド
ン
を
出
帆
す
る
と
、
ホ
ー
ン
岬
を
経
て
、
オ
ア
フ
島
の
ホ
ノ
ル
ル
に
着
い
た
。
こ
の
と
き
船
内
で
暴
動
が
起
こ
っ
た

た
め
に
、
船
長
ジ
ェ
ニ
グ
ズ
に
代
っ
て
ビ
ゴ
ッ
ト
が
新
た
に
船
長
に
な
っ
た
。

ビ
ゴ
ッ
ト
は
ア
ス
タ
ー
の
命
令
に
従
い
、
ホ
ノ
ル
ル
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
海
岸
へ
回
り
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
か
ら
毛
皮
を
購
入
し
た
の
ち
、
シ
ト
カ
（
現
・
ア
ラ
ス
カ
州

南
東
部
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
列
島
中
の
町
、
旧
ロ
シ
ア
＝
ア
メ
リ
カ
の
首
都
）
に
針
路
を
と
り
、
ロ
シ
ア
＝
ア
メ
リ
カ
会
社
支
配
人
パ
ラ
ノ
フ
に
リ
ネ
ン
や
ラ
ム
酒
を
売
ろ

う
と
し
た
が
、
取
引
は
成
功
し
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
号
は
、
荷
を
積
ん
だ
ま
ま
ひ
と
ま
ず
シ
ト
カ
を
離
れ
る
と
南
下
を
つ
づ
け
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
湾
内
で
越
冬
し
た
の
ち
、
春
に
も
う
い
ち
ど
シ
ト

カ
に
向
う
こ
と
に
し
た
。
同
船
が
日
本
の
難
破
船
と
出
会
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
と
き
で
あ
っ
た
。

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
号
の
水
夫
は
二
十
七
名
、
そ
の
ほ
か
猟
師
の
よ
う
な
者
が
多
数
乗
り
組
ん
で
い
た
。
重
吉
に
よ
る
と
、
船
長
ビ
ゴ
ッ
ト
は
誠
実
で
親
切
な
人
で
あ
り
、
三

人
を
厚
く
い
た
わ
っ
て
く
れ
た
と
い
う
。

異
国
船
に
乗
り
移
っ
て
数
日
も
す
る
と
、
三
人
の
漂
民
ら
も
落
ち
つ
い
て
来
た
し
、
食
物
も
十
分
に
あ
た
え
ら
れ
、
何
ひ
と
つ
不
足
は
な
か
っ
た
。
あ
る
日
の
午
後
の
こ

と
で
あ
る
。
ビ
ゴ
ッ
ト
は
食
卓
の
上
に
く
わ
し
い
日
本
地
図
を
広
げ
、「
ジ
ッ
パ
ン
（
ジ
ャ
パ
ン
）」（
日
本
）
と
か
、「
ミ
ヤ
コ
」「
キ
ュ
ウ
ー
シ
ュ
」「
エ
ド
」 

な
ど
と
い
う

の
で
、
日
本
の
ど
こ
の
者
か
、
と
尋
ね
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
、
尾
張
ら
し
い
と
こ
ろ
を
指
差
し
、
江
戸
ま
で
な
ぞ
っ
た
。
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す
る
と
船
長
も
わ
か
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
ん
ど
は
重
吉
が
ビ
ゴ
ッ
ト
に
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
と
身
振
り
で
質
問
す
る
と
、「
ラ
ン
ダ
ン
」「
ラ
ン
ダ
ン
」（
ロ
ン
ド

ン
）
と
数
回
繰
り
返
し
た
。
重
吉
ら
は
ラ
ン
ダ
ン
と
い
う
国
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
き
っ
と
そ
こ
は
オ
ラ
ン
ダ
で
あ
ろ
う
と
思
っ
た
。

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
号
は
重
吉
ら
を
救
出
し
た
の
ち
、
北
東
を
さ
し
て
走
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
や
が
て
一
週
間
ほ
ど
す
る
と
、
港
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
碇
を
お
ろ
し
た
。

そ
こ
で
ビ
ゴ
ッ
ト
船
長
は
じ
め
七
人
は
、
重
吉
だ
け
を
連
れ
て
上
陸
し
た
。

一
行
が
上
陸
し
た
所
は
、
ノ
バ
・
イ
ス
パ
ニ
ア
（
現
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
）
の
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
か
レ
フ
ュ
ー
ジ
オ
と
い
っ
た
近
郊
の
小
さ
な
村
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る（

15
）。

陸
に
上
が
る
と
、
十
四
、
五
人
の
者
が
馬
を
ひ
か
せ
て
迎
え
に
出
て
い
た
。
重
吉
は
船
の
乗
組
員
の
も
の
と
似
た
よ
う
な
服
を
着
た
異
国
人
を
み
て
、
長
崎
逗
留
の

オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
ろ
う
と
思
っ
た
。

重
吉
と
異
国
人
ら
は
、
馬
に
ま
た
が
る
と
、
谷
間
や
小
麦
畑
の
中
を
一
里
ほ
ど
進
ん
だ
の
ち
、
白
壁
の
家
が
十
五
、
六
軒
も
あ
る
村
に
や
っ
て
き
た
。
や
が
て
そ
の
内
の

一
軒
に
入
る
と
、
男
女
二
十
名
ほ
ど
の
者
に
出
迎
え
ら
れ
た
。
ビ
ゴ
ッ
ト
船
長
は
重
吉
を
皆
な
に
紹
介
し
た
。
そ
の
と
き
の
様
子
で
は
、
難
破
の
も
よ
う
を
皆
に
言
っ
て
き

か
せ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

重
吉
は
そ
の
白
壁
の
屋
敷
で
歓
待
を
う
け
、
屠
殺
の
方
法
や
肉
の
さ
ば
き
方
、
肉
料
理
の
方
法
な
ど
を
見
学
し
た
り
、
そ
の
地
の
知
事
（
名
は
オ
ル
テ
ガ
、
二
十
五
人
の

子
持
ち
）
と
会
っ
た
り
し
た
。
そ
の
と
き
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
号
に
、
仲
間
二
人
が
病
床
に
あ
る
、
と
い
う
と
、
知
事
は
自
宅
に
ひ
き
と
り
、
養
生
さ
せ
よ
う
と
申
し
出
た
。

船
は
入
江
に
碇
泊
ち
ゅ
う
、
薪
水
、
塩
漬
肉
、
豚
十
一
頭
、
そ
の
他
の
品
々
を
積
み
こ
み
、
十
一
日
目
に
出
帆
し
た
。
ボ
デ
ガ
、
ア
ラ
ス
カ
州
の
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
・
サ
ウ

ン
ド
を
経
て
、
六
月
下
旬
ご
ろ
シ
ト
カ
（
ア
ラ
ス
カ
州
南
東
部
の
港
町
、
一
七
九
九
年
ロ
シ
ヤ
人
パ
ラ
ノ
フ
が
町
を
建
設
し
、
皮
革
の
交
易
地
と
し
て
発
展
）
に
到
着
し
た
。

シ
ト
カ
に
は
八
隻
ほ
ど
の
船
が
碇
泊
し
て
い
た
。
こ
こ
は
日
昼
で
も
雨
天
の
と
き
の
よ
う
で
、
毎
日
霧
の
よ
う
な
も
の
が
こ
も
り
、
晴
れ
わ
た
っ
た
空
は
み
ら
れ
な
か
っ

た
。
太
陽
も
月
も
星
も
み
ら
れ
ず
、
六
月
で
も
雪
が
ふ
っ
た
。

船
が
入
港
す
る
と
、
港
内
に
碇
泊
中
の
船
は
そ
れ
ぞ
れ
酒
盛
り
な
ど
を
し
祝
っ
た
。
あ
る
日
の
こ
と
、
重
吉
は
シ
ト
カ
第
一
の
名
士
パ
ラ
ノ
フ
の
招
待
を
う
け
た
。
か
れ

の
屋
敷
は
海
を
見
お
ろ
す
丘
の
上
に
あ
っ
た
。
日
本
の
着
物
を
着
用
し
て
来
て
ほ
し
い
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
通
り
に
し
た
。

パ
ラ
ノ
フ
の
大
邸
宅
に
は
、
警
護
の
コ
サ
ッ
ク
が
大
勢
い
た
。
邸
内
に
入
る
と
、
高
い
階
段
、
ガ
ラ
ス
窓
、
大
広
間
な
ど
が
あ
り
、
眼
下
に
見
下
す
シ
ト
カ
港
の
景
色
は

す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
重
吉
は
パ
ラ
ノ
フ
に
案
内
さ
れ
て
大
広
間
に
行
く
と
、
三
十
人
余
り
の
船
長
級
の
客
人
が
飲
み
食
い
し
な
が
ら
談
笑
し
て
い
た
。

重
吉
は
立
食
パ
ー
テ
ィ
に
不
慣
れ
な
た
め
、
椅
子
に
よ
り
か
か
っ
て
そ
れ
を
見
て
い
る
と
、
パ
ラ
ノ
フ
は
重
吉
の
手
を
と
っ
て
、
奥
の
別
室
へ
と
案
内
し
た
。
そ
の
部
屋
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に
は
艶
め
か
し
い
、
華
や
か
に
着
飾
っ
た
美
女
が
六
名
い
た
。
パ
ラ
ノ
フ
は
そ
の
女
性
ら
に
何
か
を
い
う
と
、
す
ぐ
一
人
が
額

ひ
た
い

と
両
肩
と
胸
へ
手
を
当
て
て
拝
む
さ
ま
を
し
、

つ
い
で
両
手
で
重
吉
の
頬
を
お
さ
え
て
口
づ
け
を
し
た
（
玉
井
幸
助
校
訂
解
説
『
船
長
日
記
』
巻
之
三
、
一
一
八
頁
）。

そ
の
他
五
人
の
女
性
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
か
ら
、
も
と
の
椅
子
に
す
わ
っ
た
。
や
が
て
主
人
の
パ
ラ
ノ
フ
が
部
屋
か
ら
出
て
ゆ
く
と
、
あ
と
に
は
重
吉
ひ
と
り
と

女
六
人
が
残
っ
た
。
女
性
ら
は
氷
砂
糖
、
茶
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
勧
め
、
重
吉
を
み
て
は
く
す
く
す
笑
う
。
重
吉
は
何
が
何
だ
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
く
な
り
、

ひ
ど
く
心
配
に
な
っ
た
。
聞
え
て
く
る
の
は
、
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
す
る
声
や
音
だ
け
で
あ
る
。

夜
も
十
時
を
過
ぎ
る
こ
ろ
、
客
の
大
半
は
帰
っ
て
し
ま
い
、
残
っ
た
の
は
ロ
シ
ア
船
の
船
長
二
人
と
重
吉
だ
け
と
な
っ
た
。
女
性
ら
は
重
吉
を
先
程
の
部
屋
に
案
内
す
る

と
、
椅
子
に
す
わ
ら
せ
、
い
ろ
い
ろ
な
品
物
（
剣
、
鉄
砲
、
合
羽
、
獣
の
牙
な
ど
）
を
持
っ
て
き
て
与
え
た
。

や
が
て
パ
ラ
ノ
フ
は
、
今
夜
は
こ
こ
の
女
の
一
人
と
こ
こ
に
泊
ま
れ
、
と
い
っ
た
が
、
主
人
の
い
う
通
り
に
す
る
と
、
悪
い
結
果
を
ま
ね
く
と
思
い
、
や
っ
と
の
こ
と
で

朝
の
四
時
ご
ろ
ロ
シ
ア
人
の
船
長
ら
と
船
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
、
重
吉
ら
三
人
は
、
七
月
三
十
一
日
シ
ト
カ
を
出
帆
す
る
と
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
目
ざ
し
、
九
月
十
二
日
ア
ワ
ッ
カ
湾
の
ペ
テ
ロ
パ
ヴ
ロ

フ
ス
ク
（
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
南
部
東
岸
）
に
投
錨
し
、
こ
こ
で
越
年
の
準
備
に
か
か
っ
た
。

ル
ダ
ゴ
フ
と
い
う
名
の
地
方
長
官
は
、
船
が
港
に
入
っ
て
碇

い
か
り

を
下
ろ
す
と
、「
日
本
人
、
日
本
人
」
と
呼
び
か
け
、
重
吉
ら
を
驚
か
せ
た
。
こ
の
地
に
兵
庫
の
高
田
屋
嘉か

兵へ

衛い

（
一
七
六
九
〜
一
八
二
七
、
江
戸
後
期
の
海
運
業
者
、
国ク

ナ
シ
リ

後
島
で
水
夫
四
名
と
と
も
に
ロ
シ
ア
船
に
捕
え
ら
れ
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
へ
連
行
さ
れ
た
）
が
人
質
と
し
て
滞

在
し
て
い
た
と
き
、
少
し
日
本
語
を
覚
え
た
の
で
あ
る
。

九
月
一
日
ご
ろ
、
ア
ワ
ッ
カ
湾
に
ロ
シ
ア
船
が
一
隻
入
港
し
た
が
、
同
船
に
は
薩
摩
の
漂
流
民
三
名
（
船
頭
・
喜
三
左
衛
門
、
そ
の
弟
角
次
、
佐
助
）
が
の
っ
て
い
た
。

こ
の
三
人
は
、
薩
摩
の
御
廻
米
を
江
戸
に
運
ぶ
永
寿
丸
の
乗
組
員
で
あ
っ
た
が
、
途
中
紀
州
灘
で
難
破
し
、
半
年
の
あ
い
だ
漂
流
し
、
そ
の
間
乗
組
員
の
ほ
と
ん
ど
が
死
に
、

三
人
だ
け
と
な
っ
た
。
漂
民
六
名
は
、
ル
ダ
コ
フ
長
官
が
提
供
し
て
く
れ
た
一
間
で
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
、
帰
国
で
き
る
日
を
待
ち
わ
び
た
。

翌
文
化
十
三
年
（
一
八
一
八
）
五
月
末
に
な
る
と
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
氷
も
と
け
は
じ
め
た
の
で
、
六
名
の
日
本
人
を
送
還
す
る
用
意
が
と
と
の
っ
た
。
フ
ツ
ー
エ
ト
ル

と
い
う
二
千
石
積
み
ほ
ど
の
二
本
の
マ
ス
ト
の
船
が
用
意
さ
れ
た
。
乗
組
員
は

─

船
長
…
…
…
…
ス
レ
ズ
ニ
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船
頭
…
…
…
…
ベ
ケ
ツ
（
イ
ギ
リ
ス
人
）

書
記
…
…
…
…
ベ
ネ
ツ

水
夫
…
…
…
…
名
前
不
明

の
ほ
か
に
、
薩
摩
・
尾
張
の
漂
流
民
六
名
。
そ
の
他
便
船
の
者

─
男
女
あ
わ
せ
て
六
十
八
名
。

こ
の
ロ
シ
ア
船
は
五
月
二
十
八
日
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の
港
を
出
帆
し
、
南
南
西
の
方
向
を
さ
し
て
走
っ
た
。
六
月
十
一
日
か
ね
て
病
ん
で
い
た
尾
張
の
水か

主こ

、
亀
崎
生
ま
れ

の
半
兵
衛
は
、
不
幸
に
し
て
船
中
で
病
死
し
た
。
そ
の
た
め
水
葬
に
し
た
。

六
月
二
十
八
日
の
午
後

─
薩
摩
の
三
人
と
、
重
吉
・
音
吉
ら
計
五
名
は
、
は
し
け
に
乗
り
移
り
、
ウ
ル
ツ
ツ
ー
島
（
ラ
ッ
コ
島
）
の
北
東
の
砂
浜
に
着
い
た
。
は
し
け

を
陸
地
に
引
き
あ
げ
、
そ
の
下
で
野
宿
す
る
こ
と
に
し
た
。
腹
も
へ
っ
た
の
で
豚
肉
を
煮
て
い
た
ら
、
そ
の
に
ほ
い
を
か
ぎ
つ
け
て
熊
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
出
て
き
た
の
で
、
一

晩
じ
ゅ
う
鉄
鉋
を
撃
っ
て
追
い
は
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

七
月
七
日
の
夜
八
時
ご
ろ
、
エ
ト
ロ
フ
島
の
北
東
の
は
ず
れ
に
着
い
た
。
こ
こ
は
日
本
の
島
で
あ
る
た
め
、
皆
々
大
い
に
よ
ろ
こ
び
合
っ
た
。
岸
に
沿
っ
て
航
行
し
、
陸

に
上
っ
た
ら
、
小
屋
を
一
軒
み
つ
け
た
。
そ
の
小
屋
に
は
ア
イ
ヌ
人
が
住
ん
で
お
り
、
そ
の
者
の
案
内
で
、
シ
ヒ
ト
ロ
に
案
内
さ
れ
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
日
本
の
下
役
人
と

会
っ
た
。
役
人
は
一
行
が
ロ
シ
ア
の
服
を
着
て
い
た
の
で
び
っ
く
り
し
た
顔
付
を
し
た
。

役
人
は
漂
流
民
の
話
を
一
通
り
聞
き
た
だ
す
と
、
入
湯
さ
せ
た
う
え
、
衣
服
を
改
め
さ
せ
、
月さ

か

代や
き

を
そ
ら
せ
、
持
物
を
す
べ
て
封
印
し
て
し
ま
っ
た
。
粥か

ゆ

を
二
盛
り
ず
つ
、

じ
ょ
じ
ょ
に
食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
が
、
長
い
異
国
生
活
に
お
い
て
、
肉
食
に
な
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
、
急
に
米
を
た
べ
た
の
で
腹
の
ぐ
あ
い
が
お
か
し
く
な
っ
た
。

そ
の
後
、
当
地
か
ら
四
十
六
里
は
な
れ
た
フ
ル
エ
ベ
ツ
の
町
へ
赴
い
た
が
、
こ
こ
に
は
り
っ
ぱ
な
番
屋
も
あ
り
、
調
役
下
役
六
、
七
名
、
同
心
二
十
人
ほ
ど
が
い
た
。
ま

た
高
田
屋
嘉
兵
衛
の
会
所
（
取
り
引
き
場
）
も
あ
っ
て
、
高
田
屋
の
大
船
が
三
艘
停
泊
し
て
い
た
。
こ
こ
で
ま
た
ひ
と
と
お
り
の
尋
問
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

数
日
す
る
と
、
衣
服
や
合か

っ
ぱ羽

な
ど
、
旅
に
必
要
な
品
々
を
あ
た
え
ら
れ
、
八
月
二
日
当
地
を
は
な
れ
ネ
ム
ロ
（
根
室
）
を
め
ざ
し
た
。
海
上
を
五
里
ほ
ど
行
き
、
そ
こ
か

ら
砂
浜
を
三
里
ほ
ど
行
っ
て
ノ
ッ
ケ
ウ
（
現
・
野の

付つ
け

、
ア
イ
ヌ
語
で
“
あ
ご
の
岬
”
に
由
来
）
と
い
う
と
こ
ろ
に
着
い
た
。
そ
こ
か
ら
松
前
（
旧
称
・
福
山
、
北
海
道
南
西

部
）
の
東
の
入
り
口
に
到
着
し
た
。
九
月
二
日
の
午
後
四
時
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。

函
館
か
ら
組
頭
と
同
心
が
四
人
来
た
。
漂
民
ら
は
蔵
町
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
牢
屋
敷
へ
ひ
っ
ぱ
ら
れ
、
そ
こ
の
牢
に
入
れ
ら
れ
た
。
や
が
て
函
館
奉
行
所
に
呼
び
だ
さ
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れ
、
調
べ
が
は
じ
ま
っ
た
。
十
日
ほ
ど
き
び
し
い
尋
問
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
切
支
丹
宗
に
帰
依
し
て
い
な
い
か
、
キ
リ
ス
ト
の
肖
像
を
も
っ
て
い
な
い
か
尋
ね
ら
れ
た
。
六

十
日
ほ
ど
入
牢
し
た
の
ち
、
江
戸
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

十
一
月
四
日
、
松
前
藩
の
永
昌
丸
で
松
前
を
出
帆
。
海
上
七
里
を
走
り
、
三み

厩う
ま
やに

上
陸
し
、
そ
れ
よ
り
陸
路
江
戸
を
め
ざ
し
た
。
江
戸
霊
岸
島
（
隅す

み

田だ

川が
わ

河
口
の
西
岸
）

に
あ
る
エ
ゾ
会
所
の
長
屋
に
到
着
し
た
の
は
、
十
二
月
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
奉
行
は
た
び
た
び
同
所
に
や
っ
て
き
て
取
調
べ
を
お
こ
な
っ
た
。

五
ヵ
月
後
の
文
化
十
四
年
四
月
四
日

―
尾
州
藩
に
引
き
渡
さ
れ
、
同
藩
の
江
戸
屋
敷
で
半
月
ほ
ど
す
ご
し
た
の
ち
、
四
月
二
十
日
ご
ろ
名
古
屋
へ
む
か
っ
た
。
名
古
屋

に
着
い
た
の
は
五
月
二
日
ご
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
ひ
と
と
お
り
の
取
調
べ
が
あ
っ
た
が
、
重
吉
は
一
族
の
者
と
対
面
を
許
さ
れ
、
互
い
に
再
会
を
よ
ろ
こ
び
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
重
吉
は
故
郷
の
半
田
村
に
帰
っ
た
。
帰
っ
て
き
て
一
ヵ
月
ほ
ど
経
つ
と
、
尾
州
藩
の
お
か
か
え
の
水
主
に
召
し
だ
さ
れ
、
七
石
二
人
扶
持
を
た
ま
わ
っ
た
。
か

れ
は
苗
字
帯
刀
を
ゆ
る
さ
れ
、
小
栗
重
吉
と
名
の
っ
た
。
し
か
し
、
か
れ
の
頭
か
ら
片
時
も
離
れ
な
か
っ
た
の
は
、
漂
流
中
に
仲
間
と
言
い
か
わ
し
た
約
束
で
あ
る
。
も
し

生
き
残
っ
た
者
が
あ
っ
た
ら
、
死
ん
だ
者
の
た
め
に
石
碑
を
建
て
て
供
養
す
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
乏
し
い
俸
給
で
も
っ
て
妻
子
を
養
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
重
吉
に
は
、
石
碑
を
建
て
る
金
が
な
か
な
か
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
外
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
衣
服

や
器
物
を
一
般
に
公
開
し
た
り
、
寄
付
を
う
け
た
り
し
て
、
二
十
両
ほ
ど
の
金
が
た
ま
っ
た
の
で
、
よ
う
や
く
供
養
塔
を
尾
張
国
愛
知
郡
笠
寺
村
の
笠か

さ

寺で
ら

に
建
立
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

五
　
備
前
児こ

島じ
ま

（
現
・
岡
山
県
南
東
部
）
の
漁
夫
ク
エ
モ
ン
、
ヒ
ロ
（
ハ
ワ
イ
島
東
部
）
に
上
陸
。

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）

―
備
前
児
島
の
漁
師
ク
エ
モ
ン
（
九
衛
門
？
）
は
救
助
さ
れ
、
ヒ
ロ
（
ホ
ノ
ル
ル
の
南
東
三
五
○
キ
ロ
、
ハ
ワ
イ
島
東
部
）
に
上
陸
滞
在
し

た
。
天
保
十
年
（
一
八
三
九
年
）
に
、
漂
流
民
・
平
四
郎
の
通
訳
を
し
た
と
い
う
。
ク
エ
モ
ン
は
、
日
本
刀
と
羽
織
を
残
し
た
と
の
口
碑
が
あ
る（

16
）。

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）

―
大
坂
の
商
船
が
オ
ア
フ
島
に
漂
着
。
日
本
貨
幣
（
一
朱
銀
、
二
朱
銀
、
寛
永
通
宝
な
ど
）
二
十
三
枚
と
キ
セ
ル
な
ど
を
ホ
ノ
ル
ル
の
役
人

に
残
し
た
と
い
う
。

文
政
二
年
と
同
十
年
の
日
本
人
の
ハ
ワ
イ
島
と
オ
ア
フ
島
の
漂
着
に
つ
い
て
は
、
日
本
側
の
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
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六
　
日
本
漁
船
（
船
名
未
詳
）
の
オ
ア
フ
島
漂
着
。

天
保
三
年
十
一
月
二
日
（
一
八
三
二
・
一
二
・
二
三
）

―
乗
組
員
四
名
の
日
本
漁
船
が
オ
ア
フ
島
の
ワ（

ワ
イ
ア
レ
ア
）

イ
ア
ル
ア
（W

aialua

）
ち
か
く
に
漂
着
し（

17
）、

同
地
で
五
、
六

日
す
ご
し
、
十
一
月
十
一
日
（
一
八
三
三
・
一
・
一
）
ホ
ノ
ル
ル
回
航
中
、
バ
ー
バ
ー
ス
岬
（B

arber

’s Point

）
で
難
破
し
た（

18
）。

生
存
者
四
名
は
、
十
八
ヵ
月
間
ホ
ノ
ル

ル
に
滞
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
ハ
ワ
イ
史
書
に
記
さ
れ
た
最
初
の
日
本
人
漂
着
の
記
録
と
い
う
（
山
下
草
園
著
『
日
本
布
哇
交
流
史
』
大
東
出
版
社
、
昭
和
18
・
1
、

一
一
一
頁
）。
な
お
、
こ
れ
と
同
じ
記
事
が
、『
ハ
ワ
イ
日
本
人
移
民
史
』（
布
哇
日
系
人
連
合
協
会
、
昭
和
39
・
4
）
に
も
み
ら
れ
る
。

日
本
文
献
に
表
わ
れ
た
こ
の
記
事
の
出
所
は
、『
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
ス
ペ
ク
テ
ィ
タ
ー
』
誌
（
第
一
巻
、
二
九
六
頁
）
で
あ
ろ
う
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ベ
ル
チ
ャ
ー
艦
長
の

『
世
界
周
航
記
』（C

ap.Sir E
dw

ard B
elcher, R

. N
: N

arrative of a voyage round the w
orld

…
［1843

］）
の
三
○
四
～
三
○
五
頁
に
も
、
お
な
じ
記
述
が
み
ら
れ
る
。

七
　
越
後
国
（
現
・
新
潟
県
）
の
船
（
船
名
未
詳
）
オ
ア
フ
島
に
漂
着
。

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）

―
越
後
国
早
川
の
角
長
の
船
子

―
次
郎
右
衛
門
、
伝
吉
、
長
太
そ
の
他
計
七
名
が
オ
ア
フ
島
に
漂
着
し
た
。
一
行
は
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
経
由

で
日
本
に
送
ら
れ
た
。
役
人
パ
ピ
ュ
に
内
側
朱
色
の
日
本
の
黒
い
椀わ

ん

（
木
の
容
器
）
と
梅ふ

め
ぼ
し干

一
つ
を
残
し
た
と
の
記
録
が
あ
る
と
い
う（

19
）。

八
　
越え

っ

中ち
ゅ
う（

現
・
富
山
県
）・
長
者
丸

富
山
古
寺
町
の
能の

登と

屋
兵
右
衛
門
の
持
船
・
長
者
丸
（
六
五
○
石
積
み
）
に
は
、
つ
ぎ
の
面
々
が
乗
り
く
ん
で
い
た
。

沖
船
頭

平
四
郎
（
五
十
歳
ぐ
ら
い
）

（
越
中
国
富
山
木
町
浦
〔
富
山
市
内
〕
吉
岡
屋
）

天
保
十
年
十
月
二
十
三
、
四
日
（
一
八
三
九
・
一
一
・
二
八
～
二
九
）
ご
ろ
、
ハ

ワ
イ
の
オ
ア
フ
島
で
病
死
。
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親お
や

司じ

（
船
頭
の
次
席
）

八
左
衛
門
（
四
十
七
歳
）

（
越
中
国
射い

水み
ず

郡ぐ
ん

長
徳
寺
村
〔
富
山
県
新
湊
市
内
〕
京
屋
）

天
保
十
四
年
五
月
（
一
八
四
三
・
五
～
六
）
帰
国
。
嘉
永
元
年
三
月
五
日
（
一
八

四
八
・
四
・
八
）
江
戸
で
病
死
。

同
右

八
左
衛
門
（
五
十
歳
ぐ
ら
い
）

（
越
中
国
射
水
郡
放ほ

う

生
じ
ょ
う

津ず

〔
富
山
県
新
湊
市
〕
新
町
）
エ
ゾ
の
松
前
城
下
で
金
六

と
交
代
し
、
帰
村
。

表お
も
て（

入
港
の
と
き
船
の
指
図
を
す
る
）

金
六
（
四
十
九
歳
）

（
下
越
後
岩
船
郡
早
田
村
（
新
潟
県
岩
船
郡
朝
日
町
）

天
保
十
年
四
月
十
五
日
（
一
八
三
九
・
五
・
二
七
）
ご
ろ
、
船
中
よ
り
投
身
自
殺
。

岡お
か

使つ
か
い（

荷
物
の
出
入
り
、
船
内
の
入
費

な
ど
の
事
務
を
あ
つ
か
う
）

太
三
郎
（
三
十
七
歳
）

（
越
中
国
新
川
郡
東
岩
瀬
〔
富
山
市
内
〕
田
地
方
）

天
保
十
四
年
五
月
（
一
八
四
三
・
五
）
帰
国
。
嘉
永
二
年
五
月
九
日
（
一
八
四

九
・
六
・
二
八
）
病
死
。

片か
た

表お
も
て（

錨
の
あ
げ
お
ろ
し
役
）

善
右
衛
門
（
四
十
歳
ぐ
ら
い
）

（
越
中
国
婦ね

負い

郡
四よ

方か
た

〔
富
山
市
内
〕）

追お
い

廻ま
わ
し（

雑
用
係
）

六
兵
衛
（
三
十
一
歳
）

（
越
中
国
射
水
郡
放
生
津
〔
富
山
県
新
湊
市
〕
古
新
町
）

天
保
十
四
年
五
月
（
一
八
四
三
・
五
～
六
）
帰
国
。

同
右

　

七
左
衛
門
（
八
左
衛
門
の
弟
、
二
十
三
歳
）

（
越
中
国
射
水
郡
放
生
津
〔
富
山
県
新
湊
市
〕
新
町
）
天
保
十
四
年
五
月
（
一
八

四
三
・
五
～
六
）
帰
国
。
同
年
十
月
十
三
日
（
一
八
四
三
・
一
二
・
四
）
江
戸
で

病
死
。

同
右

次
郎
吉
（
二
十
六
歳
）

（
越
中
国
新
川
郡
東
岩
瀬
〔
富
山
市
内
〕）

天
保
十
四
年
五
月
（
一
八
四
三
・
五
～
六
）
帰
国
。

炊か
し
き（

す
い
じ
係
））

五
三
郎
（
二
十
五
歳
ぐ
ら
い
）

（
越
中
国
婦
負
郡
四
方
〔
富
山
市
内
〕）

天
保
十
年
一
月
二
十
四
、
五
日
（
一
八
三
九
・
三
・
九
～
一
○
）
ご
ろ
、
船
中
で

病
死
。

同
右

金
蔵
（
十
八
歳
）

（
越
中
国
射
水
郡
放
生
津
〔
富
山
県
新
湊
市
〕
新
町
）

天
保
十
四
年
五
月
（
一
八
四
三
・
五
～
六
）
帰
国
。
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長
者
丸
に
は
、
金
六
を
の
ぞ
く
船
頭
・
平
四
郎
以
下
合
計
十
名
が
乗
り
く
み
、
天
保
九
年
閏

う
る
う

四
月
二
十
三
日
（
一
八
三
八
・
五
・
一
六
）、
東

ひ
が
し

岩い
わ

瀬せ

川
（
現
・
神じ

ん

通ず
う

川が
わ

）

の
河
口
か
ら
西
岩
瀬
（
富
山
市
内
）
に
む
か
い
、
同
地
に
お
い
て
大
坂
へ
の
廻
米
五
百
石
を
積
み
、
翌
二
十
四
日
（
五
・
一
七
）
出
帆
し
た
。
五
月
下
旬
に
大
坂
に
着
く
と
、

富
山
藩
の
蔵
屋
敷
の
役
人
に
無
事
廻
米
を
と
ど
け
た
。

つ
い
で
長
者
丸
は
、
大
坂
に
お
い
て
越え

ち

後ご

（
新
潟
）
に
運
ぶ
綿
や
砂
糖
や
そ
の
他
の
品
々
を
積
み
こ
む
と
、
六
月
中
旬
に
出
帆
し
た
。
七
月
上
旬
新
潟
に
着
き
、
荷
を
問

屋
に
わ
た
す
と
、
エ
ゾ
の
松
前
に
む
か
い
、
同
地
に
は
八
月
中
旬
に
到
着
し
た
。
一
行
は
九
月
半
ば
ご
ろ
ま
で
、
松
前
の
問
屋
・
上
田
忠
右
衛
門
方
に
滞
在
し
た
。
こ
の
間

に
八
左
衛
門
（
放
生
津
出
身
）
は
、
東
廻
り
（
日
本
海
よ
り
津
軽
海
峡
を
へ
て
江
戸
に
い
た
る
航
路
）
の
航
海
を
き
ら
い
、
船
を
お
り
て
郷
里
に
帰
っ
た
の
で
、
代
わ
り
に

越
後
人
の
金
八
と
い
う
も
の
が
雇
わ
れ
た
。

九
月
の
末
か
十
月
の
は
じ
め
に
箱
館
に
入
港
し
、
こ
こ
で
コ
ン
ブ
を
五
、
六
百
石
積
み
こ
み
、
南
部
領
・
田た

の
浜は

ま

（
岩
手
県
下し

も

閉へ

伊い

郡ぐ
ん

山
田
町
）
に
む
け
て
出
帆
し
、
十

三
、
四
日
ご
ろ
田
の
浦
に
着
き
、
半
月
ほ
ど
同
地
に
滞
泊
し
た
。
こ
の
間
に
船
に
積
み
こ
ん
で
あ
っ
た
三
十
俵
の
米
の
う
ち
二
十
俵
を
売
っ
て
、
塩
引
き
の
鮪し

び

（
マ
グ
ロ
の

成
魚
）
百
本
あ
ま
り
と
換
え
た
。

田
の
浦
（
四
里
ほ
ど
陸
地
へ
入
り
込
み
、
船
だ
ま
り
が
あ
る
）
に
停
泊
ち
ゅ
う
に
、
一
向
宗
の
坊
主
が
来
て
読
経
を
あ
げ
た
り
、
巫み

女こ

が
来
て
神
棚
に
お
祈
り
を
あ
げ
た

が
、
巫
女
は
こ
の
船
は
気
を
つ
け
た
ほ
う
が
よ
い
と
警
告
し
た
。
ま
た
湾
内
に
あ
る
弁
天
島
で
ふ
し
ぎ
な
出
火
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
草
木
が
燃
え
た
。
宿
の
者
は
、
ど
れ

も
縁
起
で
も
な
い
こ
と
だ
か
ら
、
気
を
つ
け
る
よ
う
に
い
っ
た
が
、
乗
組
員
は
だ
れ
も
そ
の
と
き
深
く
気
に
と
め
な
か
っ
た
。

二
十
三
日
の
明
け
が
た
よ
り
順
風
が
吹
き
は
じ
め
た
の
で
、
港
に
停
泊
ち
ゅ
う
の
三
十
隻
あ
ま
り
の
船
は
、
出
帆
の
用
意
を
し
た
。
長
者
丸
は
朝
の
八
時
ご
ろ
出
帆
し
た
。

十
時
ご
ろ
よ
り
強
い
西
風
が
吹
く
よ
う
に
な
り
、
船
は
だ
ん
だ
ん
沖
に
流
さ
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
日
か
ら
数
日
、
積
荷
の
コ
ン
ブ
と
塩
引
き
の
鮪
な
ど
の
大
半
を
海
に
投
げ
す
て
た
。
金き

ん

華か

山ざ
ん

（
東
西
四
キ
ロ
、
南
北
五
キ
ロ
の
島
）
を
間
近
か
に
見
た
が
、
そ
れ
も

だ
ん
だ
ん
遠
の
い
て
い
っ
た
。
も
う
こ
れ
で
は
陸
地
へ
も
ど
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
せ
め
て
船
を
沈
没
か
ら
守
ろ
う
と
、
帆
柱
を
切
り
た
お
し
、
船
首
の
ほ
う
に
錨
を
二
つ

お
ろ
し
、
吹
き
流
さ
れ
る
の
を
防
い
だ
。
大
風
は
い
っ
こ
う
に
衰
え
ず
、
一
同
は
昼
夜
を
わ
か
た
ず
、
す
こ
し
で
も
陸
地
か
ら
遠
ざ
か
ら
ぬ
よ
う
に
働
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。風

と
高
波
、
み
ぞ
れ
や
雪
、
寒
さ
に
悩
ま
さ
れ
た
。
船
は
た
え
ず
揺
れ
う
ご
い
て
い
た
か
ら
、
粥
の
よ
う
な
も
の
を
口
に
入
れ
た
。
二
十
八
日
の
朝
に
な
る
と
、
波
も
静

ま
り
、
風
む
き
も
東
に
か
わ
っ
た
の
で
、
帆
柱
の
代
り
に
帆ほ

桁げ
た

を
立
て
、
錨
も
ま
き
あ
げ
た
。
が
、
翌
日
の
明
け
が
た
か
ら
ま
た
も
や
み
ぞ
れ
ま
じ
り
の
西
風
と
な
っ
た
。
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十
一
月
一
日
に
な
る
と
、
ま
た
東
風
に
変
っ
た
。
が
、
す
ぐ
ま
た
烈
し
い
西
風
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
帆
桁
も
風
に
よ
っ
て
吹
き
折
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
食
糧
の
米
は
、

二
俵
し
か
な
か
っ
た
の
で
粥
に
し
て
食
べ
た
。
一
日
に
米
二
合
を
十
人
で
食
べ
る
こ
と
に
し
た
。
き
ざ
ん
だ
コ
ン
ブ
を
粥
に
入
れ
た
り
、
塩
鮪
を
雨
水
に
海
水
を
加
え
た
な

か
に
入
れ
て
、
煮
て
食
べ
た
。

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
正
月
の
は
じ
め
ご
ろ
か
ら
、
暖
気
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
郷
里
の
三
月
ご
ろ
の
陽
気
で
あ
る
。
長
い
あ
い
だ
雨
が
降
ら
な
い
た
め
、
貯
え

の
水
が
底
を
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
一
同
の
ど
の
渇
き
に
た
え
ら
れ
ず
、
腰
に
縄
を
つ
け
て
海
中
に
ひ
た
っ
た
り
、
海
水
を
が
ぶ
が
ぶ
飲
ん
だ
あ
げ
く
、
急
に
体
が
衰
弱
し
、

息
を
ひ
き
と
る
者
ま
で
出
た
。

三
月
末
ご
ろ
に
な
る
と
、
暖
気
が
増
し
、
日
本
の
六
月
ご
ろ
の
暑
さ
を
お
ぼ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
る
朝
の
こ
と
、
久
し
ぶ
り
に
雨
が
ふ
っ
た
の
で
、
皆
お
も
う
存
分

雨
水
を
の
ん
だ
。
や
が
て
乗
組
員
の
中
か
ら
死
人
が
出
た
。

炊
　
　
　
五
三
郎
…
…
…
…
三
月
二
十
四
、
五
日
の
夜
半
、
死
去
。

片
表

　
　
善
右
衛
門
…
…
…
四
月
十
二
日
ご
ろ
死
去
。

表
　
　
　
金
六
…
…
…
…
…
四
月
ご
ろ
死
去
。

三
人
の
遺
体
は
海
へ
沈
め
た
。

天
保
十
年
三
月
二
十
四
日
（
一
八
三
九
・
五
・
七
）
ご
ろ
に
な
る
と
、
生
き
残
っ
た
七
名
は
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
諸
島
付
近
を
漂
流
し
て
い
た
が
、
も
ち
ろ
ん
か
れ
ら
は
そ

の
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
。
長
者
丸
の
漂
流
者
は
、
四
月
ご
ろ
ア
メ
リ
カ
の
ナ
ン
タ
ケ
ッ
ト
島
の
捕
鯨
船
ゼ
ー
ム
ス
・
ロ
ー
パ
ー
号
（
船
長
キ
ャ
ス
カ
ー
ト
）
に
救
助
さ

れ
た
。
同
船
は
三
本
マ
ス
ト
の
船
で
あ
り
、
長
さ
二
十
八
、
九
間
、
幅
七
、
八
間
、
舷
側
に
十
六
の
砲
眼
が
つ
い
て
い
た
。
ま
た
ボ
ー
ト
を
八
隻
の
せ
て
い
た
。

一
同
が
救
助
さ
れ
た
地
点
（
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
沖
）
は
、
の
ち
に
追
廻
の
次
郎
吉
が
マ
ウ
イ
島
の
牧
師
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

　
　
東
経
一
六
九
度

　
　
北
緯
三
三
度

で
あ
っ
た
。
ロ
ー
パ
ー
号
の
乗
組
員
は
三
十
人
ば
か
り
、
船
内
に
は
小
銃
四
、
五
挺
の
ほ
か
、
大
砲
が
四
門
み
ら
れ
た
。
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救
出
の
て
ん
末
は
こ
う
で
あ
る
。
外
国
船
か
ら
五
、
六
名
ず
つ
乗
り
組
ん
だ
ボ
ー
ト
が
二
隻
お
ろ
さ
れ
る
と
、
こ
ち
ら
に
む
け
て
や
っ
て
き
た
。
三
、
四
人
の
外
国
人
が

長
者
丸
に
乗
り
移
る
と
、
身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
あ
ち
ら
の
ボ
ー
ト
に
乗
り
移
れ
と
い
っ
た
。

が
、
皆
か
ら
だ
が
衰
弱
し
て
い
て
足
腰
も
立
た
ぬ
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
外
国
人
に
助
け
ら
れ
、
や
っ
と
の
こ
と
で
ボ
ー
ト
に
移
乗
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
や
が
て

七
名
の
日
本
人
は
、
船
長
の
部
屋
に
導
か
れ
た
。
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
、
酒
の
よ
う
な
も
の
を
入
れ
た
ガ
ラ
ス
製
の
徳と

っ

利く
り

（
ぶキ

ヤ

ラ

ー

フ

ど
う
酒
入
れ
か
？
）
が
置
か
れ
、
テ
ー
ブ
ル

の
ま
わ
り
に
は
椅
子
が
七
つ
並
べ
て
あ
っ
た
。

や
が
て
一
同
に
一
合
入
り
ほ
ど
の
ガ
ラ
ス
の
杯
が
く
ば
ら
れ
る
と
、
酒
の
よ
う
な
も
の
を
つ
い
で
く
れ
た
。
船
長
は
そ
れ
を
飲
む
よ
う
に
い
っ
た
。
そ
れ
は
よ
い
香
り
と

甘
い
味
の
す
る
酒
（
リ
キ
ュ
ー
ル
？
）
で
あ
っ
た
。
皆
も
う
一
ぱ
い
飲
み
た
い
な
、
と
さ
さ
や
い
て
い
る
と
、
酒
杯
を
さ
っ
さ
と
下
げ
て
し
ま
っ
た
。

つ
ぎ
に
出
さ
れ
た
も
の
は
、
浅
い
茶
わ
ん
の
よ
う
な
器
に
米
粥
を
半
合
ば
か
り
入
れ
て
、
砂
糖
を
か
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
同
さ
じ
を
用
い
て
、
そ
の
米
粥
を
昼
か
ら

夕
方
ま
で
か
か
っ
て
三
度
た
べ
た
が
、
腰
が
抜
け
て
い
た
の
も
な
お
り
、
体
力
が
つ
い
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

長
者
丸
は
、
夜
中
航
行
す
る
船
舶
の
じ
ゃ
ま
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
船
長
に
よ
っ
て
焼
却
さ
れ
た
。
夜
に
な
る
と
、
七
人
の
者
は
船
尾
の
部
屋
に
案
内
さ
れ
、
水
夫

た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
寝
る
よ
う
に
い
わ
れ
た
が
、
命
を
救
わ
れ
た
う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
眠
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
晩
中
、
語
り
あ
か
し
た
。

翌
日
も
朝
昼
晩
と
米
粥
を
す
こ
し
ず
つ
あ
た
え
ら
れ
た
ほ
か
、
パ
ン
も
供
さ
れ
た
。
一
週
間
ほ
ど
す
る
と
、
船
長
の
食
事
と
お
な
じ
も
の
が
あ
た
え
ら
れ
た
。

粥
　
　
パ
ン

　
　
塩
づ
け
の
牛
肉
、
豚
肉
の
煮
た
も
の
。
豚
や
鶏
の
生
肉

　
　
芋
な
ど
。

救
助
さ
れ
て
三
、
四
日
す
る
と
、
行
水
を
つ
か
わ
せ
て
く
れ
た
。
こ
の
と
き
石
け
ん
と
い
う
も
の
を
初
め
て
使
っ
た
が
、
泡
が
立
っ
て
垢
が
き
れ
い
に
と
れ
た
。
体
を
洗

っ
た
の
ち
、
洋
服
や
帽
子
を
あ
た
え
ら
れ
、
着
替
え
を
命
じ
ら
れ
た
。

漂
民
は
と
り
た
て
て
す
る
仕
事
も
な
い
の
で
、
ご
ろ
寝
を
し
て
い
る
と
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
病
気
に
な
る
ぞ
と
注
意
さ
れ
、
と
き
に
呼
び
お
こ
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
十
四
、
五
日
の
あ
い
だ
に
、
何
隻
も
の
捕
鯨
船
を
目
撃
し
た
が
、
ど
う
や
ら
日
本
の
漂
流
民
を
日
本
へ
送
り
還か

え

す
相
談
で
も
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

一
ヵ
月
ほ
ど
た
っ
た
こ
ろ
、
ロ
ー
パ
ー
号
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
号
、
ネ
ウ
カ
ヤ
ウ
号
、
ニ
ュ
ー
ベ
ル
ク
号
と
い
っ
た
捕
鯨
船
と
洋
上
で
出
会
っ
た
。
こ
れ
ら
の
船
は
、
漂
民

の
う
ち
の
何
人
か
を
引
き
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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ゼ
ー
ム
ス
・
ロ
ー
パ
ー
号
…
…
沖
船
頭
・
平
四
郎

次
郎
吉

金
蔵

太
三
郎
と
六
三
郎
は
一
人
ず
つ
、
八
左
衛
門
と
七
左
衛
門
は
二
人
で
一
組
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三
隻
の
捕
鯨
船
に
分
乗
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
後
日
談
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
船
は
、
ハ
ワ
イ
諸
島
に
着
い
た
と
き
、
太
三
郎
や
八
左
衛
門
、
七
左
衛
門
ら
は
、
直
接
オ
ア
フ
島
に
行
っ
た
。
の
ち
後
者
の
二
人
は

マ
ウ
イ
島
（
ハ
ワ
イ
島
の
北
西
に
位
置
）
を
見
物
す
る
機
会
を
え
た
。

本
船
（
ゼ
ー
ム
ス
・
ロ
ー
パ
ー
号
）
に
残
っ
た
、
平
四
郎
・
次
郎
吉
・
金
蔵
ら
三
人
だ
け
は
、
ハ
ワ
イ
島
の
ヒ
ロ
の
港
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。

ゼ
ー
ム
ス
・
ロ
ー
パ
ー
号
に
と
ど
ま
っ
た
こ
れ
ら
三
人
は
、
そ
れ
か
ら
五
ヵ
月
ほ
ど
船
中
で
す
ご
し
た
。
そ
の
間
に
こ
の
船
は
鯨
を
八
頭
し
と
め
た
。
平
四
郎
ら
は
、
刃

物
を
と
ぐ
た
め
に
、
ろ
く
ろ
を
ま
わ
す
仕
事
を
手
伝
っ
た
。

捕
鯨
の
し
ご
と
が
一
段
落
し
た
九
月
中
旬
ご
ろ
、
ハ
ワ
イ
島
か
ら
二
里
ほ
ど
離
れ
た
地
点
に
達
し
た
。
こ
の
と
き
本
船
の
信
号
旗
を
み
て
、
カ
ヌ
ー
に
の
っ
た
広
東
商
人

が
二
人
や
っ
て
き
た
。
二
人
は
船
長
と
何
や
ら
話
を
し
た
の
ち
、
漂
民
に
む
か
っ
て
本
で
も
見
せ
て
く
れ
、
と
い
っ
た
の
で
、
航
海
案
内
の
本
を
み
せ
て
や
る
と
、
半
分
し

か
読
め
な
い
と
い
っ
た
。

や
が
て
本
船
は
水
深
を
は
か
り
な
が
ら
、
ハ
ワ
イ
島
の
ヒ
ロ
港
内
に
入
る
と
、
静
か
に
錨
を
投
じ
た
。
岸
に
つ
く
と
、
広
東
商
人
が
ま
ず
下
船
し
、
そ
の
あ
と
船
長
と
い

っ
し
ょ
に
平
四
郎
ら
が
上
陸
し
、
広
東
商
人
の
住
居
へ
と
む
か
っ
た
。
商
人
の
家
は
間
口
五
間
、
奥
行
十
間
あ
ま
り
の
規
模
で
あ
り
、
屋
根
は
か
や
ぶ
き
で
あ
っ
た
。
窓
は

ガ
ラ
ス
張
り
、
戸
は
洋
風
の
横
開
き
に
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
け
っ
し
て
広
い
家
で
は
な
か
っ
た
が
、
ま
ず
ま
ず
の
住
居
で
あ
っ
た
。
床
は
板
張
り
で
は
な
く
、
ご
ざ
の
よ
う
な
も
の
が
敷
い
て
あ
っ
た
。
室
内
に
は
ガ
ラ
ス
の

食
器
類
の
ほ
か
、
多
く
の
書
物
が
み
ら
れ
た
。
ご
ち
そ
う
を
出
し
、
三
人
を
歓
待
し
た
。
そ
の
晩
、
三
人
は
商
人
の
家
に
と
ま
っ
た
。

そ
の
夜
も
ふ
け
た
こ
ろ
、
三
人
は
蚊
帳
の
中
で
寝
て
い
る
と
、
商
人
は
土
人
の
女
を
連
れ
て
や
っ
て
き
た
。
そ
の
気
は
な
い
か
、
と
い
う
。
カ
ナ
カ
人
と
呼
ば
れ
る
原
住

民
の
女
を
連
れ
て
き
た
の
は
、
船
長
の
は
か
ら
い
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
商
人
も
島
の
カ
ナ
カ
人
を
妾
に
し
て
い
た
。
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ヒ
ロ
の
港
町
に
は
、
教
会
が
三
つ
あ
る
。
そ
の
う
ち
も
っ
と
も
近
く
に
あ
る
も
の
は
、
山
上
の
教
会
で
あ
る
。
牧
師
夫
妻
は
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
り
、
三
人
は
は
じ
め
て
ア

メ
リ
カ
婦
人
と
四
、
五
歳
く
ら
い
の
子
ど
も
を
み
た
が
、
婦
人
は
赤
毛
ぽ
く
、
き
ら
び
ら
か
な
洋
服
を
着
、
美
し
く
し
と
や
か
で
あ
っ
た
。
牧
師
は
ス
イ
カ
や
ま
く
わ
う
り
、

バ
ナ
ナ
な
ど
を
出
し
て
も
て
な
し
て
く
れ
た
。

教
会
か
ら
の
帰
り
み
ち
、
ゼ
ー
ム
ス
・
ロ
ー
パ
ー
号
の
水
夫
た
ち
、
六
、
七
名
と
出
会
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
半
分
は
、
カ
ナ
カ
人
で
あ
る
。
三
人
は
こ
の
者
た
ち
に
ひ
っ

ぱ
ら
れ
て
遊
女
屋
へ
連
れ
て
い
か
れ
た
。
毒
虫
や
と
か
げ
が
う
よ
う
よ
い
る
細
道
を
行
く
と
、
せ
い
の
低
い
大
小
の
家
が
十
四
、
五
軒
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
屋
根
を
甘
蔗

（
さ
と
う
き
び
）
の
葉
と
か
、
か
や
や
椰や

子し

の
葉
で
ふ
い
た
、
四
方
の
壁
も
こ
れ
ら
の
葉
で
編
ん
だ
だ
け
の
簡
素
な
家
で
あ
る
。
そ
こ
に
ひ
と
り
ず
つ
土
人
の
娼
妓
が
い
た
。

一
同
は
大
き
な
構
え
の
娼
家
に
入
る
と
、
本
船
か
ら
さ
げ
て
き
た
ブ
ラ
ン
デ
ー
や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
も
ち
だ
し
、
鶏
や
豚
を
料
理
し
、
の
め
や
歌
え
の
大
さ
わ
ぎ
を
は
じ

め
た
。
そ
の
後
、
水
夫
た
ち
は
三
人
の
日
本
人
に
女
を
勧
め
た
が
、
皮
虜
の
黒
い
島
の
女
は
、
な
ん
と
な
く
気
色
が
わ
る
か
っ
た
の
で
遠
慮
し
、
き
た
道
を
と
っ
て
返
し
て
、

そ
の
夜
も
広
東
商
人
の
家
に
と
め
て
も
ら
っ
た
。

数
日
後
、
ゼ
ー
ム
ス
・
ロ
ー
パ
ー
号
の
船
長
は
広
東
商
人
の
家
に
や
っ
て
来
て
、
日
本
人
を
帰
国
さ
せ
る
方
法
に
つ
い
て
相
談
し
た
が
、
商
人
は
三
人
の
日
本
人
を
帰
ら

せ
る
気
は
な
く
、
な
に
か
の
し
ご
と
に
使
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
平
四
郎
ら
は
商
人
宅
を
抜
け
出
る
と
、
ゼ
ー
ム
ス
・
ロ
ー
パ
ー
号
に
も
ど
っ
た
。
四
日
後
、
船

は
マ
ウ
イ
島
の
ラ
ハ
イ
ナ
港
に
は
い
る
と
、
三
人
は
下
船
し
、
ア
メ
リ
カ
人
の
牧
師
パ
ラ
オ
イ
ナ
ン
の
世
話
に
な
り
、
そ
の
後
四
、
五
日
す
る
と
、
快
速
艇
で
オ
ア
フ
島
に

送
り
と
ど
け
ら
れ
た
。

オ
ア
フ
島
に
上
陸
す
る
と
、
身
の
ま
わ
り
の
品
を
車
に
積
ん
で
カ
オ
カ
人
の
家
に
い
き
、
そ
の
世
話
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
パ
ラ
オ
イ
ナ
ン
牧
師
が
紹
介
し
て
く
れ

た
の
は
、
ハ
イ
ラ
ム
・
ビ
ン
ガ
ム
と
い
う
牧
師
で
あ
っ
た
。
そ
の
住
居
は
、
三
人
が
世
話
を
う
け
る
カ
オ
カ
人
の
家
の
真
む
か
い
に
あ
り
、
そ
の
左
隣
り
は
印
刷
所
で
あ
っ

た
。三

人
の
漂
民
は
、
オ
ア
フ
島
の
政
庁
や
市
場
や
諸
所
を
見
学
し
て
ま
わ
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
一
ヵ
月
ほ
ど
す
る
と
、
沖
船
頭
の
平
四
郎
が
病
気
に
な
り
、
間
も
な
く
息
を

ひ
き
と
っ
た
。
天
保
十
年
十
月
二
十
三
、
四
日
（
一
八
三
九
・
一
一
・
二
八
、
二
九
）
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
平
四
郎
は
り
っ
ぱ
な
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
葬
式
は
ビ
ン

ガ
ム
牧
師
の
世
話
で
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

平
四
郎
の
亡
骸
は
木
棺
に
お
さ
め
ら
れ
、
そ
の
上
に
厚
手
の
布
が
か
け
ら
れ
た
。
棺
は
車
に
の
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
土
人
た
ち
が
ひ
い
て
い
っ
た
。
墓
地
に
深
さ
七
、
八
尺

（
約
二
メ
ー
ト
ル
四
○
セ
ン
チ
）
の
穴
が
掘
ら
れ
、
そ
こ
に
葬
ら
れ
た
。
葬
列
の
先
頭
に
立
っ
た
の
は
ビ
ン
ガ
ム
牧
師
で
あ
り
、
そ
の
う
し
ろ
に
会
葬
の
人
び
と
三
百
人
ほ
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ど
が
つ
づ
い
た
。
棺
が
墓
穴
の
中
に
お
ろ
さ
れ
る
と
き
、
牧
師
は
経
文
を
あ
げ
た
。

墓
標
は
、
高
さ
が
四
尺
（
約
一
メ
ー
ト
ル
二
○
セ
ン
チ
）、
幅
一
尺
（
約
三
○
セ
ン
チ
）
ほ
ど
の
も
の
で
、
頂
部
に
三
角
形
の
小
さ
な
屋
根
が
つ
い
て
い
た
。
表
面
は
白

く
塗
ら
れ
、
そ
の
上
に
平
四
郎
が
漂
流
し
て
か
ら
病
死
す
る
ま
で
の
あ
ら
ま
し
を
記
す
よ
う
に
い
わ
れ
た
が
、
漂
民
は
無
筆
で
あ
っ
た
か
ら
困
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
い
わ
い

次
郎
は
カ
タ
カ
ナ
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
黒
い
瀝チ

ヤ
ン青

（
ペ
ン
キ
の
よ
う
な
も
の
）
を
使
っ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
碑
文
を
か
い
た
。

大
日
本

エツツユノクニトヤ

マキマチウラチキセン

ドウヨシオカヤヘイシ

ロウゴヂユウサンサイ

コノタビコノトコロニヲ

チキテナガナガビヨウ

キニツキコノトコロニ

テビヨウシニヲヨブ

平
四
郎
の
墓
碑

大
日
本

越
中
の
国
富
山
木き

町ま
ち

浦う
ら

、
直じ

き

船
頭
・
吉
岡
屋
平
四
郎
五

十
三
歳
、
こ
の
た
び
こ
の
所
（
オ
ア
フ
島
）
に
落お

ち
来き

て
、

な
が
な
が
病
気
に
つ
き
、
こ
の
所
に
て
病
死
に
お
よ
ぶ
。

次
郎
吉
は
い
わ
れ
る
ま
ま
に
碑
文
を
書
き
お
え
る
と
、
ハ
イ
ラ
ム
・
ビ
ン
ガ
ム
牧
師
は
、
こ
れ
を
英
訳
し
て
ノ
ー
ト
に
書
き
と
め
た
。
か
れ
は
い
っ
た
。
後
日
、
日
本
人

が
こ
の
島
に
来
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
く
わ
し
く
話
を
す
る
と
き
の
証
拠
に
す
る
つ
も
り
だ
。
ま
た
い
ず
れ
ア
メ
リ
カ
か
ら
石
材
を
取
り
よ
せ
、
本
式
の
墓
に
改
め

よ
う
。

平
四
郎
の
墓
の
ま
わ
り
に
三
尺
（
約
九
○
セ
ン
チ
）
あ
ま
り
の
柵
も
つ
く
ら
れ
た
。
ま
た
か
た
わ
ら
に
三
つ
の
石
碑
が
並
ん
で
い
た
が
、
そ
の
年
の
う
ち
に
相
次
い
で
亡
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く
な
っ
た
牧
師
の
三
人
の
子
ど
も
の
墓
で
あ
っ
た
。

次
郎
吉
ら
三
人
は
、
オ
ア
フ
島
の
ホ
ノ
ル
ル
に
来
て
か
ら
広
東
商
人
パ
ペ
ー
ヨ
方
に
滞
在
し
て
い
た
が
、
や
が
て
牧
師
カ
オ
カ
の
家
に
止
宿
し
た
。
そ
の
後
、
次
郎
吉
だ

け
は
ふ
た
た
び
パ
ペ
ー
ヨ
方
に
移
っ
た
。

天
保
十
年
十
二
月
（
一
八
四
○
・
一
）

―
次
郎
吉
、
八
左
衛
門
、
七
左
衛
門
、
六
三
郎
ら
は
、
広
東
商
人
パ
ペ
ー
ヨ
の
甥
ジ
ョ
ン
と
広
東
人
ら
と
と
も
に
マ
ウ
イ
島
の

ラ
ハ
イ
ナ
に
お
も
む
き
、
砂
糖
の
し
ぼ
り
か
す
を
入
れ
る
小
屋
を
つ
く
る
し
ご
と
に
従
事
し
た
。
同
年
五
月
に
な
る
と
、
ホ
ノ
ル
ル
に
軍
艦
が
入
港
し
た
と
の
報
に
接
し
た

の
で
、
次
郎
吉
ら
は
こ
お
ど
り
し
て
喜
ん
だ
。

ジ
ョ
ン
は
賃
金
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
出
す
か
ら
、
当
分
こ
こ
で
働
く
よ
う
に
い
い
、
一
同
を
引
き
と
め
よ
う
と
し
た
。
が
、
漂
民
ら
は
逃
げ
る
よ
う
に
ジ
ョ
ン
宅
を
出
る
と
、

徒
歩
で
山
越
え
し
て
ラ
ハ
イ
ナ
に
行
き
、
そ
こ
か
ら
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て
ホ
ノ
ル
ル
に
帰
っ
た
。
帰
途
、
次
郎
吉
ら
は
ラ
ナ
イ
島
に
立
ち
寄
り
、
製
塩
の
状
況
な
ど
を
み
た
。

折
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
軍
艦
が
停
泊
中
で
あ
っ
た
。
広
東
経
由
で
帰
国
す
る
計
画
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
が
お
こ
っ
た
た
め
に
危
険
で
あ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
人
か
ら
い
わ
れ
、
中

止
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
七
月
に
な
る
と
、
次
郎
吉
ら
六
名
は
ア
メ
リ
カ
商
人
カ
ー
タ
ー
（
も
と
船
長
と
い
う
）
の
世
話
で
、
セ
ン
船
長
の
イ
ギ
リ
ス
船
（
ハ
ー
レ
ク

ィ
ン
？
）
に
乗
せ
て
も
ら
い
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
南
部
の
ペ
ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
ク
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
カ
ー
タ
ー
は
オ
ア
フ
島
に
店
舗
を
か
ま
え
る
商
人
で
あ
っ
た
が
、

か
れ
は
雑
貨
・
砂
糖
・
メ
リ
ケ
ン
粉
な
ど
を
イ
ギ
リ
ス
船
に
積
み
込
み
、
妻
子
を
と
も
な
い
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
に
む
か
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

セ
ン
船
長
は
、
二
十
四
、
五
歳
の
豪
放
な
男
で
あ
っ
た
。
ひ
げ
面
の
飲
兵
衛
で
あ
っ
た
。
オ
ア
フ
島
を
出
帆
し
、
三
、
四
十
日
た
っ
た
八
月
の
末
ご
ろ
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ

の
ペ
ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
ク
港
に
到
着
し
た
。
こ
こ
は
基
地
の
町
で
あ
る
。
き
び
し
い
寒
さ
は
、
膚
を
刺
す
ば
か
り
で
あ
り
、
折
か
ら
雪
ま
じ
り
の
西
風
が
は
げ
し
く
吹
き
つ

け
て
い
た
。
船
は
港
の
入
口
に
五
、
六
個
あ
る
島
の
あ
い
だ
を
ぬ
っ
て
入
港
し
た
。

こ
の
町
の
役
所
の
長
は
、
メ
ッ
テ
ル
と
い
い
、
長
官
の
役
を
代
行
し
て
い
た
。
か
れ
は
次
郎
吉
ら
六
名
を
兵
舎
に
住
ま
わ
せ
、
一
方
、
使
い
を
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
遣
わ
し

て
、
日
本
漂
民
の
処
置
に
つ
い
て
指
示
を
あ
お
い
だ
。
一
行
は
兵
舎
に
入
れ
ら
れ
、
毎
日
兵
士
の
教
練
を
見
物
し
て
た
の
し
ん
だ
が
、
い
ち
ば
ん
困
っ
た
の
は
食
事
の
粗
末

さ
で
あ
っ
た
。
長
い
あ
い
だ
ア
メ
リ
カ
式
の
ご
馳
走
を
食
べ
て
き
た
か
ら
口
が
肥
え
、
ま
ず
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
食
物
は
つ
ぎ
の
よ
う
な

も
の
が
出
さ
れ
た
。

　

朝
…
…
…
茶
と
大
き
な
円
形
の
パ
ン
。
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昼　

…
…
ス
ー
プ
粥
と
す
こ
し
ば
か
り
の
牛
肉
。

夜

湯
は
サ
モ
ワ
ー
ル
（
卓
上
用
茶
湯
わ
か
し
器
）
で
わ
か
し
、
そ
れ
が
に
え
た
ぎ
る
と
、
小
さ
な
土
び
ん
に
茶
の
葉
を
入
れ
、
そ
れ
を
茶
わ
ん
に
注
い
で
飲
む
の
で
あ
る
。

ス
ー
プ
粥
の
つ
く
り
方
は
、
こ
う
で
あ
る
。
ま
ず
水
が
三
升
ほ
ど
も
は
い
る
大
き
な
鉄
な
べ
を
、
土
の
か
ま
ど
の
上
に
の
せ
る
。
つ
ぎ
に
よ
く
洗
っ
た
五
、
六
ぴ
き
の
塩

ざ
け
と
米
を
二
升
ほ
ど
な
べ
に
入
れ
、
水
を
加
え
て
ぐ
ず
ぐ
ず
煮
る
。
し
ば
ら
く
し
て
、
塩
ざ
け
を
も
ち
あ
げ
て
、
ふ
り
う
ご
か
す
と
、
肉
が
骨
か
ら
離
れ
る
。
そ
の
骨
を

捨
て
て
肉
と
米
を
ま
ぜ
合
わ
せ
る
。

ど
ろ
ど
ろ
に
な
っ
た
粥
を
銅
の
ひ
し
ゃ
く
で
す
く
い
、
兵
士
の
木
の
鉢
に
そ
そ
い
で
や
る
と
、
か
れ
ら
は
そ
れ
を
木
の
さ
じ
で
す
く
っ
て
食
べ
る
。

し
か
し
、
こ
の
食
器
は
生
臭
い
に
ほ
い
が
し
み
込
ん
で
い
て
、
む
っ
と
す
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
塩
ざ
け
入
り
の
粥
は
、
臭
い
の
に
弱
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
ほ
と
ほ
と
閉

口
し
た
の
は
堅
い
ロ
シ
ア
の
パ
ン
で
あ
っ
た
。

パ
ン
は
粗
末
な
く
ず
も
の
の
大
麦
の
粉
に
、
麦
の
か
す
を
発
酵
さ
せ
て
つ
く
り
、
そ
れ
に
酸
味
を
く
わ
え
て
焼
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
パ
ン
は
堅
い
ば
か
り
か
、
麦
の

芒の
ぎ

（
実
の
殻
に
あ
る
針
状
の
毛
）
が
ま
じ
っ
て
い
た
か
ら
、
ま
る
で
木
ぎ
れ
を
か
じ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

兵
営
の
食
事
が
口
に
あ
わ
な
い
こ
と
を
役
人
に
話
し
、
な
ん
と
か
し
て
欲
し
い
と
た
の
む
と
、
長
官
代
理
の
メ
ッ
テ
ル
は
、
漂
民
た
ち
を
当
地
の
三
人
の
商
人
た
ち
の
家

に
分
宿
さ
せ
る
よ
う
手
配
し
て
く
れ
た
。
三
軒
の
家
の
食
事
は
上
等
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
料
理
に
劣
ら
な
い
く
ら
い
で
あ
っ
た
。

や
が
て
新
任
の
長
官
ニ
コ
ラ
イ
・
ニ
カ
ラ
イ
ウ
イ
チ
が
こ
の
町
に
着
任
し
た
の
で
、
次
郎
吉
ら
は
大
勢
の
ひ
と
び
と
と
も
に
新
任
祝
の
あ
い
さ
つ
に
い
っ
た
。
次
郎
吉
の

仲
間
は
ほ
う
ぼ
う
の
家
に
わ
か
れ
て
止
宿
し
て
い
た
が
、
次
郎
吉
だ
け
は
長
官
宅
で
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。

長
官
の
小
間
使
に
キ
ン
ニ
ヤ
と
い
う
十
八
歳
に
な
る
娘
が
い
た
。
都
か
ら
連
れ
て
き
た
、
色
っ
ぽ
い
美
し
さ
が
あ
る
娘
だ
っ
た
。
長
官
は
次
郎
吉
に
、
あ
の
娘
を
お
前
の

嫁
に
迎
え
て
や
る
か
ら
、
じ
ぶ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
に
行
か
な
い
か
、
と
何
度
も
勧
め
た
。

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
の
ロ
シ
ア
暦
の
六
月
上
旬

―
オ
ホ
ー
ツ
ク
か
ら
二
本
マ
ス
ト
の
船
（
ト
ラ
ン
コ
ー
ス
カ
号
と
ニ
コ
ラ
イ
号
）
が
二
隻
入
港
し
た
。
次
郎
吉

ら
五
名
は
、
こ
の
う
ち
の
一
隻
に
乗
り
オ
ホ
ー
ツ
ク
を
め
ざ
し
、
七
月
上
旬
に
到
着
し
た
。
七
左
衛
門
は
病
い
の
た
め
二
十
日
ば
か
り
お
く
れ
て
、
あ
と
の
便
船
で
出
帆
し

た
。
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日
本
漂
民
を
乗
せ
た
船
が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
川
に
は
い
っ
た
と
き
、
二
十
数
名
の
土
地
の
者
が
岸
に
出
迎
え
、
船
を
綱
で
ひ
い
て
く
れ
た
。
が
、
船
は
あ
や
ま
っ
て
浅
瀬
に

乗
り
あ
げ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
あ
わ
て
て
積
荷
を
お
ろ
し
た
。
次
郎
吉
ら
は
下
船
し
、
浜
づ
た
い
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
町
ま
で
歩
い
て
い
っ
た
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
町
は
戸
数
二
百
ほ
ど
で
あ
る
。
砲
台
も
二
ヵ
所
あ
り
、
大
砲
が
五
、
六
門
ず
つ
そ
な
え
て
あ
っ
た
。
次
郎
吉
ら
は
、
町
の
長
官
宅
を
訪
れ
る
と
、
ひ
じ
ょ

う
に
ね
ん
ご
ろ
な
い
た
わ
り
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
、
そ
の
居
館
で
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
長
官
の
名
は
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ウ
ェ
コ
ロ
シ
と
い
い
、
一
八
一
一
年
（
文
化

八
年
）
国ク

ナ
シ
リ後

で
幕
吏
に
捕
え
ら
れ
、
函
館
・
松
前
に
投
獄
さ
れ
、
一
八
一
三
年
（
文
化
十
年
）
高
田
屋
嘉
兵
衛
と
交
換
に
釈
放
さ
れ
た
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ー
ン
（
一
七
七
六
～
一
八

三
一
）
の
甥
で
あ
っ
た
。

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
七
月
中
旬

―
漂
民
た
ち
は
、
そ
れ
ま
で
親
し
く
し
て
も
ら
っ
た
土
地
の
者
に
別
れ
を
つ
げ
る
と
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
を
出
帆
し
、
ア
ラ
ス
カ
の

港
町
シ
ト
カ
（
当
時
は
ロ
シ
ア
領
）
を
め
ざ
し
、
五
十
日
あ
ま
り
の
航
海
の
の
ち
、
九
月
上
旬
シ
ト
カ
に
着
い
た
。
こ
こ
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
よ
り
も
は
る
か
に
貿
易
の
盛
ん
な

町
で
あ
り
、
人
家
も
密
集
し
て
い
た
。

漂
民
ら
は
ロ
シ
ア
＝
ア
メ
リ
カ
会
社
支
配
人
の
別
邸
で
く
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
六
人
の
漂
民
は
、
そ
の
一
室
に
同
居
し
て
い
た
が
、
と
く
に
な
ん
の
用
事
も
い
い
つ
け

ら
れ
ず
、
毎
日
安
楽
に
す
ご
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
七
日
目
ご
と
に
酒
ま
で
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
。

天
保
十
四
年
（
一
八
四
三)

年

―
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
か
ら
「
漂
民
を
日
本
へ
送
還
せ
よ
」
と
い
っ
た
司
令
が
と
ど
い
た
。
都
か
ら
来
た
司
令
は
、
日
本
人
を
エ
ト
ロ
フ
島

（
千
島
列
島
南
部
の
島
）
に
送
り
と
ど
け
よ
、
と
い
う
も
の
だ
が
、
こ
の
島
は
松
前
と
の
連
絡
が
不
便
で
あ
る
か
ら
厚あ

っ

岸け
し

（
北
海
道
南
東
部
）
へ
送
る
つ
も
り
だ
、
と
長
官

は
い
っ
た
。
出
帆
前
、
長
官
は
次
郎
吉
ら
を
蒸
気
船
（
外
輪
船
）
に
乗
せ
、
近
く
の
島
に
遊
覧
に
連
れ
だ
し
て
く
れ
た
。
ま
た
長
官
宅
に
大
勢
の
踊
り
子
を
よ
ん
で
送
別
の

宴
を
催
し
て
く
れ
た
。

か
く
し
て
漂
民
ら
は
、
三
月
中
旬
シ
ト
カ
を
出
帆
し
、
故
国
へ
の
帰
途
に
つ
い
た
。
送
還
に
用
い
ら
れ
た
船
は
二
本
マ
ス
ト
の
プ
ロ
ミ
ゼ
ル
号
（
船
長
・
ガ
ヴ
ァ
リ
ー
）

で
あ
っ
た
。
約
一
ヵ
月
ほ
ど
航
海
し
た
の
ち
、
邦
暦
の
五
月
二
十
三
日
エ
ト
ロ
フ
島
の
フ
ル
ベ
ツ
に
近
づ
い
た
。
こ
の
と
き
港
に
は
六
、
七
隻
の
日
本
の
船
の
す
が
た
を
見

た
。
漂
民
た
ち
は
た
い
へ
ん
な
喜
び
よ
う
で
あ
っ
た
。
六
人
の
者
は
、
ロ
シ
ア
人
と
ま
ち
が
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
月さ

か

代や
き

を
そ
り
、
麻
縄
で
ま
げ
を
結
ん
だ
。

フ
ル
ベ
ツ
の
岸
に
近
づ
い
た
と
き
、
ア
イ
ヌ
の
小
舟
が
近
づ
い
て
来
た
の
で
、
じ
ぶ
ん
た
ち
は
越
中
の
放ほ

う

生
じ
ょ
う

津ず

の
者
で
あ
り
、
六
年
前
奥
州
唐
丹
港
を
出
帆
し
た
ま
ま

漂
流
し
、
い
ま
ロ
シ
ア
か
ら
送
り
か
え
さ
れ
て
来
た
と
こ
ろ
だ
と
い
っ
た
。

そ
の
後
、
島
に
駐
在
す
る
役
人
や
商
人
、
ア
イ
ヌ
人
た
ち
が
船
に
や
っ
て
き
た
。
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松
前
藩
の
足
軽
…
…
…
…
小
林
朝
五
郎

松
前
藩
の
御
用
商
人
…
…
林
右
衛
門

同
商
人
の
召
使
…
…
…
…
三
吉
、
清
蔵
、
又
兵
衛

ア
イ
ヌ
人
…
…
…
…
…
…
三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
八
名
。

島
役
人
の
朝
五
郎
か
ら
た
ず
ね
ら
れ
て
、
漂
民
た
ち
は
漂
流
以
来
の
事
情
を
く
わ
し
く
語
っ
た
。
七
月
二
十
日
ご
ろ
、
漂
民
ら
は
フ
ル
ベ
ツ
を
出
発
す
る
と
、
松
前
に
護

送
さ
れ
、
九
月
六
日
ご
ろ
当
地
に
到
着
し
た
。
二
十
一
日
松
前
を
出
発
し
、
閏
九
月
十
四
日
江
戸
に
到
着
し
た
。
一
行
は
小
石
川
春
日
町
の
町
宿
・
大
黒
屋
長
右
衛
門
方
に

あ
ず
け
ら
れ（

20
）、

や
が
て
幕
府
の
長
期
に
わ
た
る
取
調
べ
が
は
じ
ま
っ
た
。

十
六
日
、
幕
府
の
勘
定
所
に
出
頭
し
た
。
十
月
十
三
日
、
七
左
衛
門
は
帰
郷
の
よ
ろ
こ
び
を
待
つ
こ
と
な
く
、
江
戸
に
お
い
て
病
死
し
た
。

弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
か
ら
翌
二
年
（
一
八
四
五
）
に
か
け
て
、
年
に
一
度
勘
定
所
に
呼
び
出
さ
れ
た
。
ま
た
次
郎
吉
は
、
水
戸
藩
邸
や
古
賀
謹
一
郎
（
一
八
一
六
～

八
四
、
幕
末
、
維
新
期
の
儒
学
者
、
洋
学
者
）
宅
に
た
び
た
び
招
か
れ
た
。

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
十
月

―
一
同
、
い
っ
た
ん
帰
郷
を
許
さ
れ
た
が
、
翌
年
五
月
ふ
た
た
び
江
戸
に
呼
び
だ
さ
れ
、
さ
ら
に
一
年
以
上
も
取
調
べ
が
つ
づ
い
た
。

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
三
月
五
日
、
八
左
衛
門
が
江
戸
で
病
死
し
た
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
五
月
九
日
、
多
三
郎
が
な
く
な
り
、
岩
瀬
赤
田
町
二
区
の
通
称
「
西
の

宮
の
墓
地
」
に
葬
ら
れ
た
。

一
同
放
免
と
な
っ
た
の
は
嘉
永
元
年
九
月
四
日
で
あ
り
、
越
中
の
郷
里
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
同
年
十
月
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。
富
山
を
出
帆
し
て
十
一
年
後

―

エ
ト
ロ
フ
島
に
送
還
さ
れ
て
か
ら
六
年
目
の
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
に
お
け
る
漂
民
ら
の
取
調
べ
は
、
外
国
で
暮
ら
し
た
期
間
よ
り
も
長
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
十
二
月
十
九
日
、
六
兵
衛
は
放
生
津
で
な
く
な
っ
た
。

長
者
丸
の
乗
組
員
十
名
の
う
ち
、
故
郷
の
富
山
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
多
三
郎
、
六
兵
衛
、
次
郎
吉
、
金
蔵
の
四
名
で
あ
っ
た
。

帰
郷
し
た
こ
れ
ら
四
名
の
そ
の
後
の
暮
ら
し
む
き
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
生
活
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
か
れ
ら
は
“
船
稼
ぎ
”（
生
活
の
た
め
に
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船
に
乗
る
こ
と
）
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
生
活
苦
と
た
た
か
う
必
要
が
あ
っ
た
。
次
郎
吉
の
ば
あ
い
は
、
塩
の
小
売
人
を
し
て
渡
世
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

九
　
土
佐
・
漁
船
（
船
名
な
し
）
の
漂
流

天
保
十
二
年
正
月
五
日
（
一
八
四
一
・
一
・
二
七
）

―
土
佐
国
の
漁
夫
ら
五
名
は
、
カ
ツ
オ
取
り
の
船
に
乗
り
高
岡
郡
宇う

佐さ

浦
興お

き

津つ

崎
の
沖

︱
足あ

し

摺ず
り

岬
（
土
佐
清
水

市
南
端
）
の
沖
合
い
十
四
、
五
里
の
と
こ
ろ
で
漁
を
は
じ
め
た
が
、
漁
獲
は
さ
っ
ぱ
り
で
あ
っ
た
。

長
さ
が
四
間
一
尺
ほ
ど
（
約
七
・
六
メ
ー
ト
ル
）
あ
る
こ
の
漁
船
に
乗
っ
て
い
た
の
は

―
、

船
頭	

筆
之
丞	

（
の
ち
の
伝
蔵
、
土
佐
国
高
岡
郡
宇
佐
浦
の
出
身
）	

三
十
六
歳

水か

主こ

（
水
夫
）	

寅
右
衛
門	

（
同
右
、
出
身
）	

二
十
六
歳

	

重
助	

（
同
右
、
出
身
）	

二
十
五
歳

	

五
右
衛
門	

（
同
右
、
出
身
）	

十
四
歳

炊か
し
き（

炊
事
係
）	

万
次
郎	

（
幡
多
郡
中
ノ
浜
の
出
身
）	

十
四
歳

な
ど
五
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
筆
之
丞
、
重
助
、
五
右
衛
門
ら
三
人
は
兄
弟
で
あ
り
、
同
じ
よ
う
に
宇
佐
浦
の
出
身
で
あ
っ
た
。
万
次
郎
だ
け
は
、
他
の
も
の
と
郷
里
を

異
に
し
、
中
ノ
浜
の
出
身
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
、
宇
佐
浦
か
ら
出
漁
す
る
漁
船
の
い
ち
ば
ん
の
め
あ
て
は
、
四
国
沖
に
や
っ
て
く
る
“
沖
ス
ズ
キ
”
で
あ
っ
た
が
、
延は

え

縄な
わ

（
一
本
の
糸
に
た
く
さ
ん
の
釣
り
針

と
え
さ
が
つ
い
て
い
る
）
を
下
ろ
し
て
、
獲
物
の
か
か
る
の
を
待
っ
て
い
た
が
、
サ
バ
数
匹
し
か
か
か
ら
な
か
っ
た
。

六
日
（
一
・
二
八
）
…
…
佐
賀
浦
の
沖
十
五
里
に
移
動
し
た
が
、
小
魚
十
五
、
六
匹
釣
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

七
日
（
一
・
二
九
）
…
…
足
摺
岬
（
土
佐
清
水
市
南
端
）
の
沖
合
い
十
四
、
五
里
の
地
点
に
移
動
。
小
物
（
ア
ジ
・
サ
バ
・
小
鯛
）
の
み
が
釣
れ
た
。
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午
前
十
時
ご
ろ
か
ら
黒
雲
が
天
を
お
お
い
、
西
南
西
の
風
が
吹
き
は
じ
め
た
。
他
の
漁
船
は
、
空
模
様
が
怪
し
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
陸
地
の
ほ
う
に
引
き
返
し
は
じ
め

た
。や

が
て
風
も
お
さ
ま
り
、
暗
雲
も
消
え
、
海
も
お
だ
や
か
に
な
っ
た
の
で
、
ふ
た
た
び
延
縄
漁
に
か
か
っ
た
。
し
か
し
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
北
西
の
方
向
よ
り
烈
風
が

吹
き
は
じ
め
た
の
で
、
延
縄
の
糸
を
切
り
す
て
、
陸
の
ほ
う
に
必
死
に
ろ0

を
こ
い
だ
が
、
ろ
は
四
挺
と
も
折
れ
て
し
ま
っ
た
。
波
風
は
は
げ
し
く
、
船
は
ろ
と
か
い
を
失
な

い
風
浪
に
翻
弄
さ
れ
、
た
だ
海
の
う
え
を
た
だ
よ
う
し
か
な
か
っ
た
。

八
日
…
…
…
…
…
…
…
…
明
け
方
に
陸
地
と
人
家
が
み
え
た
。
船
は
室
戸
崎
（
高
知
県
南
東
端
）
の
沖
を
た
だ
よ
っ
て
い
た
。

九
日
…
…
…
…
…
…
…
…
西
北
の
風
が
吹
き
は
じ
め
、
海
は
ま
す
ま
す
時し

化け

て
き
た
。
着
物
は
波
を
か
ぶ
り
、
濡
れ
た
ま
ま
で
あ
る
の
で
、
寒
気
が
身
に
こ
た
え
た
。

十
日
（
二
・
一
）
…
…
…
雨
と
み
ぞ
れ
が
降
り
だ
し
た
。
わ
ず
か
に
残
っ
た
米
で
粥
を
つ
く
り
、
小
魚
を
煮
て
お
か
ず
に
し
た
。

船
は
そ
の
う
ち
に
酉と

り

戌い

（
西
北
）
よ
り
卯う

辰た
つ

（
東
南
）
に
流
れ
る
潮
流
に
乗
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
飛
ぶ
よ
う
に
走
り
だ
し
た
。“
黒
瀬
川
”
と
呼
ば
れ
る
黒
潮
に
乗
っ
た

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
乗
組
員
の
体
は
び
し
ょ
ぬ
れ
で
あ
る
た
め
、
体
は
凍こ

ご

え
、
手
足
の
感
覚
も
す
っ
か
り
失
な
わ
れ
、
麻
ひ
し
て
い
た
。「
十
日

　
風
雨
益

ま
す
ま
す

強
ク

　
衣
類
各

そ
れ
ぞ
れ

氷こ
お

リ
　
患
難
甚

は
な
は
だシ

」（「
土
州
漂
流
人
書
」）。

十
一
日
、
西
北
の
強
風
が
吹
い
た
。
出
帆
し
た
と
き
、
白
米
を
二
斗
ほ
ど
積
ん
で
い
た
が
、
そ
れ
も
尽
き
よ
う
と
し
て
い
た
。
翌
十
二
日
の
暮
方
に
、
寅
右
衛
門
が
東
南

の
方
向
に
島と

う

嶼し
ょ

を
発
見
し
た
の
で
、
一
同
大
い
に
力
を
え
、
板
の
小
切
れ
を
櫓
の
か
わ
り
に
用
い
、
よ
う
や
く
島
の
北
側
あ
た
り
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。
が
、
岩
石
が

び
ょ
う
ぶ
の
よ
う
に
立
っ
て
い
て
、
人
の
接
近
を
拒
否
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
や
が
て
折
れ
た
櫓
を
縄
で
し
ば
っ
て
島
を
一
周
し
、
よ
う
や
く
平
坦
な
岸
を
み
つ
け
た

の
で
、
そ
こ
か
ら
す
こ
し
離
れ
た
所
に
錨
を
投
じ
、
船
中
に
て
一
夜
を
明
か
し
た
。

一
行
が
流
れ
つ
い
て
島
は
伊
豆
諸
島
最
南
端
の
火
山
島
で
、“
鳥と

り

島し
ま

”
と
い
う
無
人
島
で
あ
っ
た
。「
嘉
永
五
年
子
年

　
土
佐
人
漂
流
記
」
は
、
こ
の
島
の
こ
と
を
“
藤
九

郎
ト
云い

う

島
”
と
呼
ん
で
い
る
。
い
ま
こ
の
島
は
“
南

み
な
み

鳥と
り

島し
ま

”
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
島
の
位
置
は
、
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北
緯
三
○
度
二
九
分

東
経
一
四
○
度
一
九
分

で
あ
る
。
土
佐
の
足
摺
岬
か
ら
だ
と
、
約
七
八
○
キ
ロ
ほ
ど
に
位
置
す
る
。
東
京
か
ら
だ
と
、
南
約
六
○
○
キ
ロ
の
地
点
に
あ
る
。

島
の
大
き
さ
は
、
東
西
約
二
・
七
キ
ロ
、
南
北
約
二
・
四
キ
ロ
ほ
ど
で
あ
る
。
鳥
島
は
ほ
ぼ
円
形
を
な
し
て
い
る
。
当
時
ア
メ
リ
カ
人
は
、
こ
の
島
の
こ
と
を
“
ハ
リ
ケ

ー
ン
島
”
と
呼
ん
で
い
た
。
樹
木
は
な
く
、
生
え
て
い
る
の
は
篠し

の

（
細
い
竹
）
や
茅か

や

（
チ
ガ
ヤ
、
ス
ス
キ
の
総
称
）
だ
け
で
あ
っ
た
。
生
き
物
と
し
て
は
、
ア
ホ
ウ
ド
リ

（
信
天
翁
）
が
た
く
さ
ん
生
息
し
て
い
た
。

風
浪
が
荒
い
た
め
に
浜
に
船
を
着
け
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
く
、
何
度
も
岩
礁
に
船
を
ぶ
つ
け
る
う
ち
に
破
船
し
て
し
ま
い
、
一
同
海
の
中
に
投
げ
だ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

が
、
十
四
日
（
二
・
五
）
の
夕
刻
、
か
ろ
う
じ
て
岸
に
上
陸
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
島
に
上
陸
し
て
み
て
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
ど
う
も
こ
の
島
が
無
人
島
ら
し
い
こ
と
で
あ
っ

八丈島

青ヶ島

須美寿島

鳥　島
初寝崎

北ノ鼻

南崎

三
ツ
石

船
見
岬

燕
崎

万次郎らが漂着した“鳥島”
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た
。
人
家
ど
こ
ろ
か
人
影
す
ら
な
い
。
食
料
に
な
る
も
の
と
い
え
ば
、
峨が

が々

た
る
岩
の
う
え
に
生
え
て
い
る
い
た
ど
り

0

0

0

0

（
茎
は
食
用
）
で
あ
る
が
、
採
る
に
は
危
険
で
あ
る
。

あ
と
は
ぐ
み

0

0

や
か
ん
じ

0

0

0

（
か
や
）、
雑
草
類
が
生
い
茂
っ
て
い
る
だ
け
で
、
と
て
も
飢
え
を
み
た
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
水
が
あ
る
か
ど
う
か
探
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

岩
の
く
ぼ
み
に
溜た

ま

り
を
み
つ
け
、
つ
い
で
島
内
を
さ
ま
よ
い
歩
い
て
い
る
う
ち
に
天
然
の
洞
窟
（
高
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
七
○
セ
ン
チ
、
広
さ
約
四
メ
ー
ト
ル
五
○
セ
ン
チ
ほ

ど
）
を
見
つ
け
た
の
で
、
ひ
と
ま
ず
こ
の
洞ほ

ら

を
住
居
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
五
名
の
漂
着
者
は
、
食
料
や
飲
水
の
な
い
無
人
島
に
上
陸
で
き
た
の
は
よ
い
が
、
か
れ
ら
を
待

ち
う
け
て
い
た
の
は
生
き
る
こ
と
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
海の

苔り

の
類
や
磯
の
岩
に
つ
く
か
き
0

0

を
取
っ
て
食
べ
た
り
、
水
の
引
い
た
と
き
は
貝
を
と
っ
て
食
べ
た

（
中
浜
万
次
郎
談
「
漂
泊
実
話
」）。

そ
の
う
ち
に
磯
に
漂
着
し
た
三
斗
入
り
の
水
桶
を
三
つ
は
こ
び
入
れ
、
そ
れ
で
岩
か
ら
し
た
た
り
落
ち
る
水
を
た
く
わ
え
て
飲
ん
だ
り
し
た
。
が
、
そ
れ
も
な
く
な
る
と
、

小
便
す
ら
手
に
溜
め
て
飲
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

や
が
て
食
物
に
窮
す
る
あ
ま
り
、
船
木
の
折
れ
た
も
の
で
“
藤
九
郎
”
を
打
ち
殺
し
、
そ
の
肉
を
塩
水
に
ひ
た
し
て
食
べ
て
み
た
が
、
生
肉
も
し
く
は
生
乾
き
の
肉
で
あ

り
、
臭
気
も
つ
よ
く
、
け
っ
し
て
味
は
よ
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
き
に
藤
九
郎
が
イ
ワ
シ
や
流
れ
着
い
た
ク
ジ
ラ
の
死
骸
を
つ
い
ば
ん
で
来
た
も
の
を
打
ち
殺
し
た
と

き
、
そ
れ
を
口
に
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

五
人
の
漂
着
者
は
、
食
に
事
欠
く
あ
ま
り
、
ま
す
ま
す
や
せ
衰
え
、
脇
腹
の
肋
骨
を
は
っ
き
り
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。

四
月
に
な
り
、
藤
九
郎
が
巣
立
つ
よ
う
に
な
る
と
、
い
よ
い
よ
食
物
に
窮
す
る
よ
う
に
な
り
、
磯
辺
に
出
て
海
苔
の
類
を
取
っ
て
た
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
に

重
助
が
病
み
ふ
せ
る
よ
う
に
な
る
と
、
筆
之
丞
、
五
右
衛
門
ら
の
兄
弟
は
看
病
し
た
。

五
月
の
三
日
か
四
日
ご
ろ
、
五
右
衛
門
が
洞
窟
の
外
に
で
て
大
海
を
み
て
い
た
と
き
、
辰た

つ

巳み

（
東
南
）
の
方
角
に
、
白
い
帆
の
よ
う
な
も
の
を
発
見
し
た
の
で
、
仲
間
を

呼
び
お
こ
し
た
。
そ
れ
は
大
き
な
異
国
船
で
あ
っ
た
。
そ
の
船
は
、
島
か
ら
三
里
（
一
二
キ
ロ
）
ほ
ど
の
地
点
に
達
し
た
と
き
停
船
し
た
。

こ
の
と
き
帆ほ

桁げ
た

の
折
れ
た
も
の
の
先
に
、
五
右
衛
門
の
股も

も

引ひ
き

を
く
つ
つ
け
て
振
る
と
、
相
手
も
気
づ
い
た
も
の
か
、
や
が
て

「
隠い

ん

元げ
ん

豆ま
め

」

の
よ
う
な
形
を
し
た
二
隻
の
小
舟
を
下
ろ
し
て
、
島
の
ほ
う
に
や
っ
て
き
た
。

そ
れ
ら
の
小
舟
（
ボ
ー
ト
）
に
乗
っ
て
い
た
の
は
異
国
人
六
名
で
あ
り
、
う
ち
一
人
は
黒
人
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
小
舟
は
、
じ
つ
は
食
用
に
す
る
た
め
に
ウ
ミ
ガ
メ
を
探
し
に
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
が
、
た
ま
た
ま
困
窮
せ
る
漂
着
者
を
発
見
し
、
救
出
し
た
の
で
あ
る
。
異
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国
人
ら
は
、
五
右
衛
門
、
虎
右
衛
門
、
万
次
郎
ら
を
小
舟
に
乗
せ
る
と
、
本
船
め
が
け
て
こ
ぎ
だ
し
た
の

で
、
ま
だ
島
に
二
人
残
っ
て
い
る
と
、
身
ぶ
り
で
示
す
と
、
島
に
引
き
返
し
、
伝
蔵
と
重
助
も
救
出
し
て

く
れ
た
。

伝
蔵
は
白
人
に
抱
き
か
か
え
ら
れ
、
重
助
は
黒
人
に
背
負
わ
れ
、
よ
う
や
く
浜
辺
に
出
る
と
、
小
舟
の

者
が
投
げ
て
よ
こ
し
た
ロ
ー
プ
を
握
り
し
め
、
小
舟
ま
で
引
っ
ぱ
っ
て
も
ら
い
、
引
き
上
げ
て
も
ら
っ
た
。

土
佐
の
五
名
の
漂
流
民
を
救
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
三
本
マ
ス
ト
の
捕
鯨
船
「
ジ
ョ
ン
・
ハ
ウ
ラ
ン

ド
号
」（
三
七
九
ト
ン
、
船
長
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
）
で
あ
っ
た
。
こ

の
船
は
一
八
三
九
年
（
天
保
一
○
年
）
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
フ
ェ
ア
ヘ
イ
ブ
ン
の
港
を
出
帆
す
る
と
、

南
米
の
ホ
ー
ン
岬
を
ま
わ
り
太
平
洋
に
出
て
、
捕
鯨
に
従
事
し
た
。

五
人
の
漂
民
は
、
ジ
ョ
ン
・
ハ
ウ
ラ
ン
ド
号
に
上
る
と
、
少
量
の
水
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
よ
う
な
も
の
を

与
え
ら
れ
、
つ
い
で
三
セ
ン
チ
四
方
ほ
ど
の
菓
子
（
ビ
ス
ケ
ッ
ト
か
？
）
を
あ
た
え
ら
れ
た
。
一
同
、
そ

れ
ら
を
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
食
べ
た
。
飢
え
を
満
た
す
と
、
こ
ん
ど
は
薬
と
筒つ

つ

袖そ
で

の
服
（
洋
服
）
を
あ
た
え

ら
れ
、
着
替
え
る
よ
う
に
い
わ
れ
た
。

ジ
ョ
ン
・
ハ
ウ
ラ
ン
ド
号
は
、
五
人
を
救
出
し
た
の
ち
、
約
四
、
五
か
月
の
あ
い
だ
洋
上
に
ク
ジ
ラ
を

追
い
、
そ
の
間
に
十
数
頭
ほ
ど
捕
え
た
。

天
保
十
二
年
十
月
八
日
（
一
八
四
一
・
一
一
・
二
○
）

―
同
船
は
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
油ゆ

一
四
○
○

樽
を
積
ん
で
、
ハ
ワ
イ

―
オ
ア
フ
島
の
ホ
ノ
ル
ル
に
入
港
し
た
。
あ
る
日
の
こ
と
、
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー

ル
ド
船
長
は
、
五
人
の
日
本
人
を
と
も
な
い
下
船
す
る
と
、
実
懇
の
間
柄
で
あ
る
医
師
兼
宣
教
師
の
ゲ
リ

ッ
ト
・
パ
ー
メ
ラ
・
ジ
ャ
ッ
ド
（
一
八
○
三
～
七
三
、
ホ
ノ
ル
ル
で
没
、
オ
ア
フ
墓
地
に
墓
碑
が
あ
る
）

の
住
居
へ
連
れ
て
行
っ
た
。

ジ
ャ
ッ
ド
師
は
、
宣
教
師
や
医
師
と
し
て
の
し
ご
と
の
ほ
か
に
、
ハ
ワ
イ
政
府
の
翻
訳
官
・
記
録
官
と

ホイットフィールド船長

土佐漂民を救助したジョン・ハウランド号
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な
り
、
後
年
ハ
ワ
イ
政
府
の
内
務
長
官
と
い
っ
た
要
職
に
つ
い
た
ひ
と
で
あ
る
。
ロ
ー
ラ
夫
人
と
の
あ
い
だ
に
一
女
あ
り
、
召
使
い
を
五
人
ほ
ど
雇
っ
て
い
た
。
か
れ
は
船

長
か
ら
遭
難
の
て
ん
末
を
聞
く
と
、
一
同
に
む
か
っ
て
、
手
ま
ね
に
よ
り
生
国
は
手
を
あ
わ
せ
て
拝
む
国
か
、
と
た
ず
ね
る
と
、
漂
民
ら
は
み
な
う
な
ず
い
た
。

つ
ぎ
に
一
朱
銀
、
二
朱
銀
、
寛
永
通
宝
、
キ
セ
ル
、
な
ど
を
見
せ
、
こ
れ
ら
を
使
っ
て
い
る
国
か
ら
来
た
の
か
と
た
ず
ね
る
と
、
み
な
そ
う
だ
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
う
な

ず
い
た
。
念
の
た
め
ジ
ャ
ッ
ド
師
は
、
ハ
ワ
イ
諸
島
と
日
本
が
出
て
い
る
太
平
洋
の
地
図
を
み
せ
た
が
、
漂
民
は
ひ
と
り
と
し
て
日
本
の
位
置
を
指
し
し
め
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

こ
う
い
っ
た
問
答
に
よ
っ
て
、
ジ
ャ
ッ
ド
師
と
船
長
は
、
五
人
の
漂
民
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
た
。
つ
ぎ
に
一
行
は
、
海
に
張
り
だ
す
よ
う
に
位
置
し
て
い
る
、

「
砦

フ
ォ
ー
ト」（

い
ま
の
「
ア
ー
ウ
ィ
ン
公
園
」
が
あ
る
所
）

に
行
き
、
そ
こ
に
住
む
オ
ア
フ
島
知
事
マ
タ
イ
オ
・
ク
ケ
ア
ナ
オ
ア
（
カ
メ
ハ
メ
ハ
三
世
の
女
婿
）
に
五
人
の
漂
民
を
引
き
会
わ
せ
た
。

砦
へ
行
っ
た
の
は
、
漂
民
た
ち
の
上
陸
許
可
を
と
り
つ
け
る
た
め
と
、
帰
国
の
手
段
を
講
ず
る
た
め
で
あ
っ
た
。
知
事
は
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
船
長
が
か
た
る
日
本
人

漂
流
民
の
気
の
毒
な
境
遇
を
き
く
と
、
一
同
に
安
心
す
る
よ
う
に
い
い
、
歓
迎
す
る
と
も
い
っ
た
。
か
く
し
て
五
人
の
漂
民
は
、
知
事
の
あ
ず
か
り
と
な
っ
た
。

五
人
は
砦
内
に
留
め
お
か
れ
る
こ
と
な
く
、
す
ぐ
下
役
カ
ウ
カ
ハ
ワ
と
い
う
者
の
厄
介
に
な
り
、
客
人
と
し
て
親
切
に
あ
つ
か
わ
れ
た
。
カ
ウ
カ
ハ
ワ
の
家
（
砦
に
ち
か

い
）
は
、
茅か

や

と
草
で
ふ
い
た
長
さ
六
間
（
約
一
一
メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど
の
構
え
で
あ
り
、
そ
こ
に

―

カ
ウ
カ
ハ
ワ
夫
婦

老
母

弟
（
ヂ
ョ
チ
ョ
）
夫
婦
と
子
ど
も

な
ど
、
六
人
が
住
ん
で
い
た
。

家
と
い
っ
て
も
簡
単
な
造
り
で
あ
り
、
ご
ざ
の
上
に
じ
ゅ
う
た
ん
が
敷
い
て
あ
り
、
夜
に
な
る
と
蚊か

帳や

を
つ
っ
て
そ
の
中
で
寝
た
。
食
物
は
タ
ロ
イ
モ
を
常
食
と
し
、
麦

は
上
食
で
あ
っ
た
。
住
民
の
漁
法
は
稚
拙
で
あ
り
、
磯
魚
や
岩
の
底
に
い
る
エ
ビ
な
ど
を
取
っ
て
食
べ
て
い
た
（「
土
佐
萬
次
郎
漂
流
記
」）。

や
が
て
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
船
長
は
、
ホ
ノ
ル
ル
よ
り
出
帆
す
る
に
先
立
ち
、
五
人
の
漂
流
民
に
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洋
服
の
上
下
、
各
二
着

五
○
セ
ン
ト
銀
貨
を
五
枚
（
二
ド
ル
五
○
セ
ン
ト
）

を
あ
た
え
、
他
の
船
員
か
ら
も
外
套
を
一
着
ず
つ
も
ら
っ
た
。

一
日
、
船
長
は
筆
之
丞
に
、
万
次
郎
を
ア
メ
リ
カ
に
伴
い
教
育

を
う
け
さ
せ
た
い
、
と
い
い
、
ま
た
当
人
に
も
ア
メ
リ
カ
行
の
意

思
を
確
認
す
る
と
、
同
行
す
る
こ
と
を
承
諾
し
た
。

か
く
し
て
捕
鯨
船
ジ
ョ
ン
・
ハ
ウ
ラ
ン
ド
号
は
、
一
八
四
一
年

十
二
月
二
日
（
陽
暦
）
ホ
ノ
ル
ル
を
出
帆
し
た
（『
ザ
・
ポ
リ
ニ

ー
ジ
ア
ン
』
紙
の
「
海
事
ニ
ュ
ー
ス
」
で
は
、
十
二
月
一
日
）。

万
次
郎
を
ホ
ノ
ル
ル
の
埠
頭
で
見
送
っ
た
四
人
の
漂
民
は
、
そ

の
後
も
当
地
に
と
ど
ま
っ
て
帰
国
の
機
会
を
ま
っ
た
。
か
れ
ら
は

カ
ウ
カ
ハ
ワ
の
家
の
厄
介
に
な
っ
て
い
た
が
、
同
家
の
水
く
み
や

炊
事
、
子
守
り
な
ど
を
手
伝
っ
た
。
ま
た
と
き
に
原
住
民
の
小
船

に
の
り
、
沖
合
い
四
、
五
里
の
と
こ
ろ
に
出
か
け
、
小
イ
ワ
シ
の

生
き
餌
を
つ
け
、
カ
ツ
オ
の
一
本
釣
り
を
試
み
た
り
、
釣
り
あ
げ

た
そ
の
他
の
魚
を
市
場
に
持
っ
て
行
っ
て
売
り
、
多
少
の
利
益
を

え
た
。
ま
た
カ
ウ
カ
ハ
ワ
の
親
戚
の
者
が
、
ホ
ノ
ル
ル
か
ら
三
里

あ
ま
り
の
と
こ
ろ
に
住
ん
で
農
業
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
と
き
ど

き
野
良
し
ご
と
の
手
助
い
な
ど
を
し
た
。

伝蔵がのちに身をよせた
「王立学校」

カワイアハオ教会

クウィーン街

（現在のS. King St.）

草ぐき屋根の原住民の家
（万次郎らの仮の宿）

ホノルル港

魚市場

海員教会

中国人の店
イギリス人の店

ディモン牧師の家

遣米使節団の旅宿
「フレンチ・ホテル」

万次郎たちが連れて
ゆかれた「アームストロング砦」

（知事クケアナオアの住居）

パーカー牧師の墓

王宮

フランス領事館

アメリカ宣教師館

イギリス領事館

1843年（天保14）８月にイギリス領事館が作成したホノルルの町の地図。
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ゲリット・パーメレ・ジャッド博士

ジャッド師の墓（オアフ墓地）筆者撮影

砦の図
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ホ
ノ
ル
ル
の
暮
ら
し
が
一
年
あ
ま
り
に
な
る
と
、
土
地
の
こ
と
ば
も
す
こ
し
は
わ
か
る
よ
う
に
な

っ
た
。
か
れ
ら
は
人
の
世
話
に
な
っ
て
暮
ら
す
よ
り
、
人
の
雇
い
と
な
っ
て
独
立
の
生
活
を
営
む
こ

と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
知
事
に
会
い
、
希
望
の
趣
を
つ
た
え
る
と
、
許
可
が
出
た
の
で
、
め

い
め
い
独
立
し
て
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

四
人
ち
ゅ
う
の
最
年
長
者
は
、
筆
之
丞
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
重
き
を
お
か
れ
、

な
に
か
に
つ
け
相
談
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
名
を
呼
ぶ
の
に
、

　「
フ
デ
ノ
ジ
ョ
ウ
」

を
い
つ
も
訛
っ
て
、

　「
デ
ン
ジ
ョ
ウ
」

と
発
音
し
た
。
か
れ
ら
に
と
っ
て
「
フ
デ
ノ
ジ
ョ
ウ
」
と
正
し
く
発
音
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

そ
こ
で
筆
之
丞
は
、
故
郷
の
叔
父
に
“
伝
蔵
”
と
い
う
者
が
い
る
こ
と
を
思
い
出
し
、
そ
れ
よ
り

伝
蔵
と
改
名
す
る
に
い
た
っ
た
（
中
浜
東
一
郎
『
中
浜
萬
次
郎
伝
』
冨
山
房
、
昭
和
11
・
4
）。

カ
ウ
カ
ハ
ワ
の
家
を
出
て
か
ら
の
四
人
の
寄
寓
先
は
、
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

　

筆
之
丞
（
伝
蔵
）
…
…「
王ロ

イ
ヤ
ル
・
ス
ク
ー
ル

立
学
校
」
の
守
衛
兼
用
務
員
。

寅
右
衛
門
…
…
…
…
…
大
工
ハ
ー
ト
の
徒
弟
。

重
助
…
…
…
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　

宣
教
師
ゲ
リ
ッ
ト
・
パ
ー
メ
ラ
・
ジ
ャ
ッ
ド
宅
の
下
男
。

五
右
衛
門
…
…
…
…

筆
之
丞
は
、
エ
イ
モ
ス
・
ス
タ
ー
・
ク
ッ
ク
ス
夫
妻
が
勤
め
る
「
王
立
学
校
」
に
門
番
兼
雑
用
人

現在の砦跡（アーウィン公園）
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と
な
り
、
寅
右
衛
門
は
ホ
ノ
ル
ル
の
大
工
の
親
方
の
見
習
い
に
な
り
、
重
助
と
五
右
衛
門
は
ジ
ャ
ッ

ド
師
宅
に
雇
わ
れ
、
水
く
み
や
薪
割
り
の
し
ご
と
を
し
た
。

重
助
は
か
っ
て
鳥
島
に
上
陸
し
た
と
き
、
足
を
い
た
め
、
そ
の
負
傷
が
治
ゆ
せ
ず
、
や
が
て
足
を

引
き
ず
っ
て
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
。
ジ
ャ
ッ
ド
師
は
か
れ
を
診
察
し
て
薬
な
ど
を
あ
た
え
た
が
、
い

っ
こ
う
に
よ
く
な
ら
な
い
の
で
、
ホ
ノ
ル
ル
か
ら
十
数
キ
ロ
離
れ
た
ク
ー
ラ
ウ
の
医
師
に
み
せ
る
こ

と
に
し
た
。

重
助
は
兄
の
伝
蔵
、
弟
の
五
右
衛
門
な
ど
に
付
き
添
わ
れ
、
ク
ー
ラ
ウ
に
着
く
と
、
土
地
の
人
ブ

ー
プ
ン
の
家
に
や
っ
か
い
に
な
っ
た
。
重
助
は
地
元
の
医
師
、
ク
ー
ラ
ウ
に
ち
か
い
カ
ネ
オ
エ

（C
aneohe

）
に
住
む
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
Ｗ
・
パ
ー
カ
ー
牧
師
（
一
八
○
三
～
七
七
、
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
レ
デ
ィ
ン
グ
に
生
ま
れ
、
ホ
ノ
ル
ル
で
死
没
）
の
治
療
を
う
け
た
が
、

　「
癪

し
ゃ
く

気け

の
由よ

し

に
て
終つ

い

に
病
死
」
す
る
に
い
た
っ
た
（「
漂
流
万
次
郎
帰
朝
談
」）。
癪

し
ゃ
く

と
は
胸
や
腹

「王立学校」の図

伝蔵

伝蔵の弟・五右衛門
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に
激
痛
を
お
こ
す
病
気
の
意
で
あ
る
。

重
助
が
亡
く
な
っ
た
の
は
一
八
四
六
年
一
月
で
あ
る
。
享
年
二
十
八
歳
で
あ
っ
た
。

そ
の
亡
骸
は
、
カ
ネ
オ
エ
に
あ
る
パ
ー
カ
ー
牧
師
の
「
パ
レ
カ
教
会
」（
当
時
は
木

造
平
屋
造
り
）
の
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。
墓
石
は
六
角
形
で
、「
ハ
ラ
ベ
ル
チ
ャ
ン

　

コ
ン
チ
ョ
コ
パ
」（
意
味
不
明
）
の
横
文
字
が
彫
っ
て
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
墓
石

に
つ
い
て
は
、「
参
考
潭
客
伝
」
に
絵
師
・
河
田
小
龍
が
描
い
た
“
重
助
墓
図
”
が

あ
る
。
い
ま
こ
の
墓
地
は
現
存
し
な
い
。

そ
の
後
、
伝
蔵
と
五
右
衛
門
ら
は
、
そ
の
ま
ま
カ
ネ
オ
エ
に
と
ど
ま
っ
た
。
伝
蔵

は
重
助
の
墓
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
の
浜
辺
に
ち
か
い
所
に
小
屋
を
立

て
て
く
ら
し
、
五
右
衛
門
は
パ
ー
カ
ー
牧
師
の
教
会
内
に
居
住
し
た
。
の
ち
に
両
人

は
、
政
府
よ
り
若
干
の
土
地
を
あ
た
え
ら
れ
、
漁
労
の
か
た
わ
ら
、
耕
作
に
従
事
し
た
。

一
方
、
ホ
ノ
ル
ル
で
四
人
の
仲
間
と
別
れ
た
万
次
郎
は
、
ジ
ョ
ン
・
ハ
ウ
ラ
ン
ド
号
と
と
も
に
捕
鯨
に
従
事
し
、
グ
ア
ム
島
、
台
湾
近
海
、
東
シ
ナ
海
、
タ
ヒ
チ
島
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
諸
島
な
ど
を
巡
航
し
、
一
八
四
三
年
五
月
七
日
（
天
保
十
四
年
四
月
八
日
）
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
ニ
ュ
ー
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
に
到
着
し
た
。
か
れ
は
ホ
イ
ッ
ト
フ

ィ
ー
ル
ド
船
長
の
世
話
で
「
ポ
イ
ン
ト
・
ス
ク
ー
ル
」（
一
八
二
八
年
創
設
の
小
学
校
）
で
初
等
教
育
を
う
け
、
翌
一
八
四
四
年
私
立
学
校
「
バ
ー
レ
ッ
ト
・
ア
カ
デ
ミ

ー
」（
中
等
学
校
）
に
転
じ
、
数
学
・
航
海
術
・
測
量
術
な
ど
を
ま
な
ん
だ
。

一
八
四
六
年
五
月
十
六
日
（
弘
化
三
年
四
月
二
十
一
日
）、
万
次
郎
は
、
ニ
ュ
ー
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
捕
鯨
船
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
号
（
二
七
三
ト
ン
、
船
長
ア
イ
ア
ン
・
デ

ィ
ヴ
ィ
ス
、
乗
組
員
二
十
八
名
）
に
乗
る
と
、
ふ
た
た
び
海
に
出
た
。
同
船
は
ボ
ス
ト
ン
港
に
寄
っ
た
の
ち
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
ア
ゾ
レ
ス
群
島
の
ひ
と
つ
フ
ァ
イ
ア
ル
島

（
火
山
島
）
に
寄
港
し
、
喜
望
峰
を
ま
わ
り
イ
ン
ド
洋
に
入
り
、
テ
ィ
モ
ー
ル
島
、
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
（
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
島
）、
グ
ア
ム
島
の
ア
プ
ラ
港
、

ボ
ニ
ン
群
島
（
小
笠
原
諸
島
）
の
父
島
、
琉
球
諸
島
の
う
ち
の
一
島
、
鳥
島
（
ハ
リ
ケ
ー
ン
島
）、
日
本
の
東
北
地
方
の
沖
な
ど
に
ク
ジ
ラ
を
追
い
つ
つ
巡
航
し
、
一
八
四

七
年
十
月
十
七
日
（
弘
化
四
年
九
月
九
日
）
ホ
ノ
ル
ル
に
入
港
し
た
。

ホ
ノ
ル
ル
に
約
七
年
ぶ
り
で
上
陸
し
た
万
次
郎
（
こ
の
こ
ろ
ジ
ョ
ン
・
マ
ン
と
称
し
て
い
た
、
齢
は
は
た
ち
）
が
、
い
ち
ば
ん
先
に
し
た
こ
と
は
、
む
か
し
の
仲
間

―

万次郎
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重
助
、
五
右
衛
門
、
伝
蔵
、
寅
右
衛
門
ら
の
消
息
を
え
、
再
会
を
は
た
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
早
速
、
港
に
日
本
人
が
ひ
と
り
い
る
、
と
教
え
て
く
れ
る
者
が
あ
り
、
は
や
る

心
を
押
え
な
が
ら
会
い
に
ゆ
く
と
、
そ
れ
は
大
工
の
徒
弟
に
な
っ
て
い
る
寅
右
衛
門
で
あ
っ
た
。

寅
右
衛
門
は
、
こ
の
年
三
十
歳
。
突
然
の
仲
間
の
訪
問
に
お
ど
ろ
き
、
し
ば
ら
く
口
も
き
け
ぬ
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
万
次
郎
は
寅
右
衛
門
が
語
る
は
な
し
に
、
じ
ょ
じ
ょ
に

仲
間
の
消
息
が
わ
か
っ
て
き
た
。
昨
年
（
一
八
四
六
年
）
一
月
に
重
助
が
病
死
し
た
こ
と
。
伝
蔵
と
五
右
衛
門
が
、
こ
と
し
の
四
月
二
十
六
日
（
弘
化
四
年
三
月
十
二
日
）

捕
鯨
船
フ
ロ
リ
ダ
号
に
乗
り
、
故
国
日
本
へ
む
か
っ
た
と
い
っ
た
話
を
聞
い
た
。

（
両
人
は
、
ホ
ノ
ル
ル
出
帆
後
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
い
た
る
洋
上
に
ク
ジ
ラ
を
追
い
、
そ
の
後
オ
ホ
ー
ツ
ク
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
や
ア
リ
ュ
ー

シ
ャ
ン
列
島
の
沖
を
航
し
た
の
ち
、
一
八
四
八
年
十
一
月
十
一
日
（
嘉
永
元
年
十
月
十
六
日
）
ホ
ノ
ル
ル
に
帰
港
し
た
。
伝
蔵
と
五
右
衛
門
は
、
け
っ
き
ょ
く
帰
国
を
果
た

さ
ず
、
別
の
好
機
を
待
つ
こ
と
に
し
た
）。

万
次
郎
は
、
二
度
目
の
ホ
ノ
ル
ル
訪
問
に
お
い
て
、「
海シ

ー
メ
ン
ズ
・
ベ
ゼ
ル

員
礼
拝
所
」
と
『
フ
レ
ン
ド
』
紙
（
一
八
四
三
年
創
刊
）
を
主
宰
す
る
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
チ
ー
ネ
リ
・
デ
ィ
モ
ン

牧
師
と
知
り
あ
い
に
な
っ
た
。
の
ち
に
万
次
郎
と
伝
蔵
と
五
右
衛
門
は
、
こ
の
デ
ィ
モ
ン
牧
師
の
世
話
に
よ
り
、
十
年
ぶ
り
で
帰
国
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

万
次
郎
が
こ
の
と
き
ホ
ノ
ル
ル
に
滞
在
し
た
の
は
一
ヵ
月
ほ
ど
で
あ
る
が
、
一
八
四
七
年
（
弘
化
四
）
十
二
月
上
旬

―
ふ
た
た
び
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
号
に
乗
る
と
、
同
港

を
出
帆
し
た
。
そ
の
後
、
船
は
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、
グ
ア
ム
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
近
海
、
日
本
列
島
沿
い
の
太
平
洋
、
ジ
ャ
ワ
島
北
西
岸
、
チ
モ
ー
ル
島
、
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
島
、

セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
島
の
沖
に
ク
ジ
ラ
を
追
い
、
一
八
四
九
年
九
月
二
十
三
日
（
嘉
永
二
年
八
月
七
日
）

―
約
三
年
四
ヵ
月
ぶ
り
で
、
ニ
ュ
ー
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
に
帰
着
し
た
。

こ
の
間
に
捕
っ
た
ク
ジ
ラ
は
約
五
○
○
頭
、
鯨
油
は
数
千
た
る
、
万
次
郎
は
三
五
○
ド
ル
の
配
当
金
を
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

折
か
ら
ア
メ
リ
カ
本
国
で
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
い
て
砂
金
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、“
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
”（
一
か
く
千
金
へ
の
狂
奔
）
が
お
こ
り
、
東
部

人
は
シ
エ
ラ
ネ
ヴ
ァ
ダ
山
脈
を
流
れ
る
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
川
の
支
流
ア
メ
リ
カ
川
の
河
原
に
押
し
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

万
次
郎
も
黄
金
熱
に
あ
た
り
、
こ
の
機
会
に
一
か
せ
ぎ
し
、
そ
の
金
を
帰
国
の
旅
費
に
あ
て
よ
う
と
し
た
。
か
れ
は
旧
知
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
リ
ー
と
毎
日
河
原
に
出
て
、

選パ

鉱ン

鍋
で
砂
金
を
採
っ
た
結
果
、
二
ヵ
月
ほ
ど
た
つ
と
六
○
○
ド
ル
ち
か
く
か
せ
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
一
八
五
○
年
九
月
上
旬

―
万
次
郎
は
採
掘
道
具
の
す
べ
て
を
友
人

の
テ
リ
ー
に
あ
た
え
る
と
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
を
経
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
も
ど
り
、
十
日
ほ
ど
こ
の
新
興
の
町
で
す
ご
し
た
の
ち
、
商
船
エ
ラ
イ
シ
ャ
・
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク

号
に
乗
り
、
オ
ア
フ
島
に
む
か
っ
た
。

万
次
郎
が
三
た
び
ホ
ノ
ル
ル
に
入
港
し
た
の
は
、
一
八
五
○
年
十
月
十
日
（
嘉
永
三
年
九
月
五
日
）
の
こ
と
で
あ
る
。
ひ
さ
び
さ
に
ホ
ノ
ル
ル
の
街
中
を
歩
い
て
み
る
と
、
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町
の
様
相
は
一
変
し
、
街
路
も
建
物
も
お
ど
ろ
く
ほ
ど
立
派
に
な
り
、
商
店
も
七
十
五
軒
に
ふ
く
れ
て
い
た
。
ハ
ー
ト
家
に
身
を
よ
せ
、
大
工
し
ご
と
を
し
て
い
る
寅
右
衛

門
を
訪
ね
た
。

同
人
の
話
に
よ
る
と
、
伝
蔵
と
五
右
衛
門
は
い
ま
ホ
ノ
ル
ル
に
い
な
い
と
い
う
。
こ
の
二
人
は
、
ハ
ナ
ウ
リ
ウ
リ
（
真
珠
湾
の
む
こ
う
側
）
で
く
ら
し
て
い
る
と
い
う
。

そ
こ
で
早
速
、
使
い
の
者
を
出
し
、
両
人
を
呼
び
よ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
万
次
郎
は
、
三
人
に
手
に
し
た
金
の
こ
と
、
胸
に
秘
め
て
い
た
帰
国
計
画
に
つ
い
て
語
る
と
、
ひ

と
り
寅
右
衛
門
を
の
ぞ
き
、
あ
と
の
二
人
は
計
画
に
賛
同
し
て
く
れ
た
。

万
次
郎
の
計
画
で
は
、
日
本
の
最
南
端

―
琉
球
国
に
上
陸
を
敢
行
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
品
を
用
意
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
ず
三
人

の
身
分
証
明
書
（
旅
券
）
が
、
デ
イ
モ
ン
牧
師
の
世
話
に
よ
り
、
ホ
ノ
ル
ル
駐
在
の
ア
メ
リ
カ
領
事
の
手
で
発
行
さ
れ
、
つ
い
で
町
の
慈
善
家
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
物
品
を
寄

贈
し
て
く
れ
た
。

万
次
郎
は
、
ま
ず
上
陸
用
の
小
舟
（
捕
鯨
用
の
両
端
が
と
が
っ
た
ボ
ー
ト
）
を
一
二
○
ド
ル
だ
し
て
購
入
し
、
舳へ

先さ
き

に A
dventure

（「
冒
険
号
」）
と
、
ペ
ン
キ
で
船
名

を
書
き
入
れ
た
。

つ
い
で
用
意
し
た
の
は
、
航
海
や
生
活
に
必
要
な
つ
ぎ
の
品
々
で
あ
る
。

鉄
砲
一
挺	

ピ
ス
ト
ル
一
挺

鍋な
べ

類	

斧お
の

大
工
道
具	

釣
り
糸
と
鉛
製
の
お
も
り

缶
詰	

水
た
る

針
と
糸	

は
さ
み

ボ
タ
ン	

石
け
ん

薬	

コ
ー
ヒ
ー

白
砂
糖	

タ
バ
コ

マ
ッ
チ	

小
刀

タ
オ
ル	

剃か
み
そ
り刀

道
具
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紙	

イ
ン
ク
と
ペ
ン

衣
類	

ガ
ラ
ス
板

ペ
ン
キ
と
刷
毛	

地
図

航
海
用
時
計	

コ
ン
パ
ス
（
羅
針
盤
）

ま
た
万
次
郎
は
、
私
物
と
し
て
つ
ぎ
の
品
々
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
。

航
海
用
の
機
械
器
具
類	

洋
書
十
七
冊

砂
金
と
ア
メ
リ
カ
の
コ
イ
ン	
銃
剣
付
鉄
砲
一
挺

ピ
ス
ト
ル
（
二
挺
）
と
弾
薬	
異
国
の
サ
イ
コ
ロ

	

（「
難
船
人
帰
朝
記
事
」）

つ
ぎ
に
帰
国
の
便
船

―
三
人
を
琉
球
国
の
沿
岸
ま
で
は
こ
ん
で
く
れ
る
船
を
捜
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
上
海
へ
む
か
う
途
中
ホ
ノ
ル
ル
に
寄
港
し
た
ア
ラ
バ
マ
州
の
商
船

セ
ア
ラ
・
ボ
イ
ド
号
が
み
つ
か
り
、
船
長
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
Ｄ
・
ホ
イ
ッ
ト
モ
ア
に
た
の
ん
で
便
乗
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

万
次
郎
ら
三
人
の
日
本
人
を
の
せ
た
セ
ア
ラ
・
ボ
イ
ド
号
は
、
一
八
五
○
年
十
二
月
十
七
日
（
嘉
永
三
年
十
一
月
十
四
日
）
ホ
ノ
ル
ル
を
出
帆
し
た
。
船
は
出
港
後
、
サ

モ
ア
諸
島
の
ち
か
く
ま
で
南
下
を
つ
づ
け
、
そ
れ
よ
り
西
北
に
転
じ
、
一
ヵ
月
ほ
ど
走
る
と
琉
球
列
島
に
近
づ
い
た
。

一
八
五
一
年
二
月
二
日
（
嘉
永
四
年
正
月
二
日
）

―
万
次
郎
ら
の
捕
鯨
用
ボ
ー
ト
が
下
ろ
さ
れ
、
三
人
は
乗
組
員
た
ち
に
別
れ
を
つ
げ
る
と
、
帆
を
張
っ
て
陸
地
を
目

ざ
し
た
。
翌
日
、
三
人
は
琉
球
の
東
南
端

―
摩ま

文ぶ

仁に

間ま

切ぎ
り

の
小お

渡ど

浜は
ま

（
現
・
糸
満
市
大
渡
）
の
海
岸
に
上
陸
し
た
。

そ
の
後
、
三
人
は
那な

覇は

（
摩
文
仁
よ
り
二
十
四
キ
ロ
）
に
護
送
さ
れ
、
つ
い
で
薩
摩
の
鹿
児
島
、
長
崎
を
経
て
、
土
佐
国
に
送
ら
れ
、
嘉
永
五
年
十
一
月
五
日
（
一
八
五

二
・
一
二
・
一
五
）
国
を
は
な
れ
て
十
一
年
十
ヵ
月
ぶ
り
に
故
郷
に
帰
っ
た
。

こ
と
に
万
次
郎
が
ホ
ノ
ル
ル
を
四
度
目
に
訪
れ
る
の
は
、
咸
臨
丸
の
通
弁
方
と
し
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
の
帰
路
、
寄
港
し
た
と
き
で
あ
る
。
遣
米
使
節
（
正
使
・
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外
国
奉
行
新
見
正ま

さ

興お
き

、
副
使
・
村
垣
範の

り

正ま
さ

、
小
栗
忠た

だ

順ま
さ

）
に
、
万
一
病
気
な
ど
の
事
故
が
あ
っ
た
と
き
、
代
わ
り

の
使
節
役
を
つ
と
め
る
た
め
に
、
幕
閣
の
要
人
ら
は
軍
艦
奉
行
・
木
村
摂
津
守
喜よ

し

毅た
け

（
芥
舟
）
を
、
使
節
団
の
迎

船
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
よ
り
も
一
足
早
く
横
浜
を
出
帆
さ
せ
た
。

も
と
よ
り
日
本
人
は
、
船
を
あ
や
つ
っ
て
太
平
洋
を
横
断
す
る
と
い
っ
た
大
航
海
を
経
験
し
た
こ
と
は
な
く
、

は
な
は
だ
自
信
に
乏
し
か
っ
た
。
提
督
木
村
喜
毅
は
、
日
本
の
東
沿
岸
を
測
量
ち
ゅ
う
に
浦
賀
沖
で
台
風
の
た
め

に
難
波
し
、
船
長
ジ
ョ
ン
・
Ｍ
・
ブ
ル
ッ
ク
以
下
乗
組
員
十
名
が
横
浜
に
滞
在
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
同
人
と

そ
の
部
下
を
案
内
人
と
す
る
こ
と
を
思
い
つ
き
、
ハ
リ
ス
米
公
使
の
世
話
で
咸
臨
丸
に
乗
り
込
ま
せ
た
。

日
本
政
府
（
幕
府
）
は
、
横
浜
の
町
に
ち
か
い
海
岸
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
た
こ
の
ス
ク
ー
ナ
ー
の
士
官
と
乗
組
員

に
た
い
し
て
、
横
浜
の
街
中
に
快
適
な
宿
所
を
あ
た
え
、
厚
く
も
て
な
し
た
。
ブ
ル
ッ
ク
艦
長
（
海
軍
大
尉
）
は
、

そ
れ
を
恩
に
感
じ
て
い
た
。

一
八
六
○
年
一
月
十
六
日

─
咸
臨
丸
に
乗
っ
た
遣
米
使
節
ら
は
、
江
戸
か
ら
横
浜
に
や
っ
て
来
た
。
か
れ
ら

は
迎
艦
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
で
一
時
間
ほ
ど
す
ご
し
た
の
ち
、
太
平
洋
を
航
す
る
日
本
の
司
令
官
（
木
村
摂
津
守
）
を

助
け
る
た
め
に
、
ブ
ル
ッ
ク
大
尉
に
咸カ

ン

臨デ
ィ

丸マ
ル

で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
む
か
う
よ
う
命
じ
て
欲
し
い
と
い
っ
た
。

日
本
の
士
官
は
、
遠
洋
航
海
の
経
験
は
皆
無
で
あ
り
、
冬
期
、
洋
上
で
い
っ
た
ん
嵐
に
遭
う
と
、
き
び
し
い
試

練
と
直
面
す
る
こ
と
は
必
定
で
あ
っ
た
。
ブ
ル
ッ
ク
大
尉
は
、
米
艦
隊
の
司
令
長
官
タ
ッ
ト
ヌ
ル
よ
り
咸
臨
丸
へ

の
移
乗
を
命
じ
ら
れ
た
（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ｄ
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
海
軍
大
尉
著
『
中
国
と
日
本
』
一
八
六
一
年
）。

安
政
七
年
正
月
十
三
日
（
一
八
六
○
・
二
・
四
）
横
浜
を
出
帆
し
た
咸
臨
丸
は
、
三
十
六
日
間
の
航
海
を
経
て
、
同
年
二
月
二
十
六
日
（
三
・
一
八
）
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
港
内
に
投
錨
し
た
。
閏
三
月
十
九
日
（
一
八
六
○
・
四
・
九
）、
同
艦
は
帰
国
の
途
に
つ
き
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
出
帆
し
て
十
五
日
目
の
四
月
四
日
（
五
・
二
四
）

オ
ア
フ
島
の
ホ
ノ
ル
ル
に
入
港
し
た
。
そ
し
て
同
月
七
日
に
早
々
に
出
帆
す
る
と
、
日
本
へ
む
か
っ
た
。

咸
臨
丸
が
ホ
ノ
ル
ル
に
停
泊
し
た
の
は
、
わ
ず
か
三
日
間
で
あ
る
。
こ
の
間
、
万
次
郎
は
ひ
ま
を
え
る
と
、
旧
知
と
の
再
会
を
た
の
し
ん
だ
。
と
り
わ
け
帰
国
の
と
き
、

た
い
へ
ん
世
話
に
な
っ
た
デ
ィ
モ
ン
牧
師
と
会
い
、
帰
郷
ま
で
の
い
き
さ
つ
や
日
本
事
情
に
つ
い
て
手
短
か
に
語
っ
た
。

幕艦・咸臨丸の図。
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オ
ア
フ
島
に
残
る
日
本
漂
民
の
記
録
。

ホ
ノ
ル
ル
の
「
州

ハ
ワ
イ
・
ス
テ
イ
ト
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

立
公
文
書
館
」
に
「
帰
化
記
録
簿
」（
一
八
四
六
年
～
一
八
七
四
年
、
Ａ
～
Ｌ
巻
）
が
あ
り
、
そ
の
Ｃ
巻
の
上
巻
に
二
人
、
さ
ら
に
そ
の
下
巻
に
一
人
、

「
日
本
生
ま
れ
」
と
い
っ
た
記
述
が
み
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち

─
〔
氏
名
〕　〔
帰
化
を
宣
誓
し
た
日
〕

（
一
）K

uke,K
ainoa	

（
ク
ケ
、
カ
イ
ノ
ア
）
…
…
…
一
八
四
四
・
一
○
・
二
五
（
天
保
十
五
年
九
月
十
三
日
）

（
二
）K

uem
o-no	

（
ク
エ
モ
ー
ノ
）
…
…
…
…
…
一
八
四
五
・
一
・
一
○

　 

（
弘
化
元
年
十
二
月
三
日
）

（
三
）K

olaim
o	

（
コ
ラ
イ
モ
）
…
…
…
…
…
…
一
八
四
七
・
二
・
一
三

　 

（
弘
化
三
年
十
二
月
二
十
八
日
）

「
帰
化
記
録
簿
」
は
、
ハ
ワ
イ
に
帰
化
し
た
外
国
人
の
宣
誓
書
の
フ
ァ
イ
ル
で
あ
る
。
各
ペ
ー
ジ
の
左
側
に
ハ
ワ
イ
語
、
右
側
に
そ
の
英
訳
の
宣
誓
文
が
印
刷
さ
れ
て
い

る
。上

段
の
印
刷
文
と
下
段
の
印
刷
文
の
あ
い
だ
に
、
宣
誓
者
の
生
国
と
以
前
の
居
住
地
、
署
名
欄
が
あ
る
。

㈠
の
上
欄
外
記
に
、
イ
ン
キ
で
、

　
　K

anoka N
ipona-K

uke,K
ainoa

と
ハ
ワ
イ
語
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
は
役
人
が
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
文
の
意
味
は
、「
日

本
の
住
人
ク
ケ
、
カ
イ
ノ
ア
」
で
あ
る
。
宣
誓
者
の
署
名
ら
し
き
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、
判
読
で
き
な
い
も
の
で

あ
る
。

㈡
の
上
欄
外
記
に
、
イ
ン
キ
で
、

　
　K

uem
o-no Japona  Japanese

と
、
ハ
ワ
イ
語
と
英
語
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
文
の
意
味
は
、「
日
本
の
ク
エ
モ
ー
ノ

　
日
本
人
」
で
あ
る
。

ジョン・Ｍ・ブルック海軍大尉の肖像。
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㈢
の
上
欄
外
記
に
は
、
な
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
い
ま
述
べ
た
三
通
の
帰
化
宣
誓
書
に
、
は
っ
き
り 

“Tosanokuni

”（
土ト

サ
ノ
ク
ニ

佐
国
）
の
語
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
㈡
で

あ
る
。

一
八
四
四
年
（
天
保
十
五
年
）
か
ら
一
八
四
七
年
（
弘
化
三
年
）
ま
で
の
間
、
オ
ア
フ
島
に
、
居
住
し
て
い
た
日
本
人
と
い
え
ば
、

─

重
助

　
　 
（
一
八
四
六
年
一
月

─
オ
ア
フ
島
ク
ー
ラ
ウ
で
病
死
）

五
右
衛
門
（
オ
ア
フ
島
の
カ
ネ
オ
エ
、
の
ち
に
ハ
ナ
ウ
リ
ウ
リ
に
在
住
）

寅
右
衛
門
（
オ
ア
フ
島
の
ホ
ノ
ル
ル
在
住
）

筆
之
丞

　 

（
の
ち
の
伝
蔵
、
オ
ア
フ
島
の
カ
ネ
オ
エ
在
住
）

ら
四
人
で
あ
る
。
わ
た
し
は
上
記
三
名
の
名
前
を
、
語
音
類
似
な
ど
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
に
推
定
し
た
。

K
uke, K

ainoa	

（
ク
ケ
、
カ
イ
ノ
ア
）
…
…
…
重
助
（
二
十
八
歳
）

K
uem

o-no	

（
ク
エ
モ
ー
ノ
）
…
…
…
…
…
五
右
衛
門
（
二
十
歳
）

K
olaim

o	

（
コ
ラ
イ
モ
）
…
…
…
…
…
…
寅
右
衛
門
（
三
十
一
歳
）

も
し
こ
の
推
測
が
あ
た
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
い
ち
ば
ん
早
く
帰
化
の
手
続
を
と
っ
た
の
は
、
病
身
の
重
助
で
あ
る
。
つ
い
で
五
右
衛
門
、
寅
右
衛
門
ら
が
あ
と
に
つ
づ

い
た
こ
と
に
な
る
。
筆
之
丞
（
伝
蔵
）
だ
け
は
、
帰
化
し
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
三
名
の
う
ち
、
役
人
の
ま
え
で
「
先
ご
ろ
ま
で
日
本
の
島
の
住
民
で
あ
っ
た
」（a native of N

ニ

ボ

ナ

ibona lately residing in Pae A
ina o Japana

）
と
語
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
は
、
コ
ラ
イ
モ
〔
寅
右
衛
門
〕（
大
工
の
従
弟
）
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
ハ
ワ
イ
諸
島
の
憲
法
と
法
律
を
遵
守
し
、
国
王
カ
メ
ハ
メ
ハ
三
世
に
た
い
し
て
忠
誠

を
誓
う
こ
と
を
誓
言
し
た
。

以
上
三
名
が
帰
化
の
手
続
を
と
っ
た
う
ら
に
は
、
世
話
に
な
っ
た
牧
師
ら
の
助
言
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
寅
右
衛
門
が
万
次
郎
の
帰
国
計
画
を
耳
に
し
た
と
き
、
帰
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国
す
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
た
の
は
、
ハ
ワ
イ
に
帰
化
し
た
こ
と
が
足
か
せ
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

オ
ア
フ
島
で
く
ら
し
た
重
吉
、
五
右
衛
門
、
寅
右
衛
門
、
筆
之
丞
（
伝
蔵
）
の
う
ち
、
現
地
人
と
妻
帯
し
た
の
は
五
右
衛
門
だ
け
で
あ
る
。

同
人
の
妻
に
つ
い
て
は
、
紀
州
日ひ

高だ
か

（
和
歌
山
県
中
部
）
の
漂
流
民
・
菊
次
郎
（
天
寿
丸
の
元
乗
組
員
。
嘉
永
三
年
〔
一
八
五
○
〕
伊
豆
下
田
沖
で
遭
難
、
同
年
三
月
十

一
日
〔
一
八
五
○
・
四
・
二
二
〕
ニ
ュ
ー
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
捕
鯨
船
ヘ
ン
リ
ー
・
ニ
ー
ラ
ン
ド
号
に
救
出
さ
れ
、
ホ
ノ
ル
ル
に
や
っ
て
来
た
）
の
証
言
が
あ
る
。
菊
次
郎

は
一
日
、
ハ
ナ
ウ
リ
ウ
リ
に
あ
る
五
右
衛
門
宅
を
訪
れ
、
同
人
と
伝
蔵
ら
に
帰
国
の
相
談
を
し
た
と
き
、
そ
ば
に
五
右
衛
門
の
女
房
が
い
た
。

寅右衛門（Kolaimo）の署名

そ
の
女
性
は
、
年
の
こ
ろ
は
十
七
、
八
歳
。
身

の
こ
な
し
は
よ
く
、
日
本
語
が
理
解
で
き
ず
た
だ

笑
顔
を
み
せ
、
夫
ら
の
話
を
聞
い
て
い
る
よ
う
だ

っ
た
。（『
通
航
一
覧
』
続
輯
）。

五
右
衛
門
は
、
ハ
ワ
イ
に
帰
化
し
た
身
で
あ
っ

た
が
、
万
次
郎
ら
と
セ
ア
ラ
・
ボ
イ
ド
号
で
ホ
ノ

ル
ル
を
あ
と
に
し
た
と
き
、
婚
儀
の
重
き
を
知
ら

ず
、
置
き
手
紙
を
し
た
だ
け
で
乗
船
し
た
。
か
れ

は
琉
球
に
お
い
て
薩
摩
の
役
人
の
尋
問
を
う
け
た

と
き
、
悔
恨
の
念
に
責
め
ら
れ
、
大
声
で
泣
い
た

と
い
う
。「
此こ

の

女お
ん
なノ

コ
ト
ヲ
云
ハ
ハ
、
声
ヲ
ア
ゲ

テ
鳴
キ
タ
リ
ト
」（「
薩
藩
取
調
記
録
」）。

こ
の
女
性
の
そ
の
後
の
消
息
を
聞
か
ぬ
が
、
五

右
衛
門
は
オ
ア
フ
島
に
残
し
て
き
た
妻
の
行
く
末

を
案
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

寅右衛門のハワイ帰化証書
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十
　
摂
津
（
現
・
大
阪
の
北
部
と
兵
庫
県
東
部
）・
栄（

永
住
）寿

丸

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
秋
の
こ
と

─
摂せ

っ

州
し
ゅ
う

兵
庫
・
中
村
屋
伊
兵
衛
の
持
船
「
栄（

永
住
丸
）

寿
丸
」（
千
石
積
み
）
に
は
、
左
記
の
十
三
名
が
乗
り
く
ん
で
い
た
。

沖
船
頭	

善
助

　 

（
二
十
一
歳
）	

紀
州
熊
野
周
佐
美
浦	

帰
国

岡
廻
り	

初
太
郎
（
十
九
歳
）	

阿
波	

帰
国

（
事
務
会
計
を
担
当
）

	
七
太
郎
（
初
太
郎
の
兄
）

	

伊
（
亥
）

之
助
（
三
十
九
歳
）	

伊
予
興
居
島	

帰
国

	

利
（
儀
）

三
郎
（
三
十
五
歳
位
）	

能
登

	

万
蔵

　 

（
三
十
一
歳
）	

伊
豆
・
八
丈
島

	

要
蔵

　 

（
三
十
歳
ぐ
ら
い
）	

奥
州
南
部

	

三（

三

平

）

兵
衛
（
二
十
歳
ぐ
ら
い
）	

同
右

	

岩（

岩

松

）

兵
衛
（
二
十
七
歳
ぐ
ら
い
）	
播
州
明
石
東

ひ
が
し

垂た
る

水み

	

官
（
勘
）

次
郎
（
二
十
五
歳
ぐ
ら
い
）	
能
登

	

惣
助
（
四
十
歳
ぐ
ら
い
）	

能
登

	

多
（
太
）

吉	

九
州
・
島
原	

帰
国

	

弥（

弥

一

）

一
郎
（
四
十
二
歳
）	

紀
州
熊
野
周
佐
美
浦

注
・
こ
の
氏
名
一
覧
表
は
、
河
野
太
郎
編
著
『
初
太
郎
漂
流
記
』（
徳
島
県
教
育
会
出
版
部
、
昭
和
45
・
10
）、「
亜
塁
新
話
」（
石
井
民
司
編
『
漂
流
奇

談
全
集
』
所
収
、
博
文
館
、
明
治
33
・
7
）、「
栄
寿
丸
漂
流
口
書
」（
荒
井
秀
俊
編
『
異
国
漂
流
記
集
』
所
収
、
気
象
研
究
所
、
昭
和
37
・
7
）

な
ど
を
参
照
に
し
て
つ
く
っ
た
も
の
。

同
船
は
酒
・
砂
糖
・
塩
・
線
香
・
大
豆
・
繰く

り
綿わ

た

（
精
製
し
て
い
な
い
綿
）
な
ど
を
積
ん
で
、
天
保
十
二
年
八
月
二
十
三
日
（
一
八
四
一
・
一
○
・
七
）
兵
庫
を
出
帆
し
、



132（61）

北米・ハワイ漂流奇談（その一）

九
月
十
八
日
相
模
国
浦
賀
に
到
着
し
、
こ
こ
で
役
所
（
浦
賀
御
番
所
）
の
改
め
を
う
け
た
の
ち
、
船
問
屋
・
飯
塚
惣
太
郎
方
に
大
豆
七
十
俵
を
わ
た
し
た
。

翌
十
九
日
の
明
け
方
、
奥
州
南
部
を
め
ざ
し
て
出
帆
し
た
。
房
総
の
沖
を
と
お
り
、
十
月
十
二
日
の
夕
方
、
犬
吠
崎
の
沖
に
さ
し
か
か
っ
た
と
き
、
北
西
の
強
風
が
吹
く

よ
う
に
な
り
、
高
波
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
帆
を
お
ろ
し
て
様
子
を
う
か
が
っ
た
。
し
か
し
、
風
浪
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
、
積
荷
を
す
こ
し
海
に

投
げ
す
て
た
。
翌
十
三
日
に
な
っ
て
も
風
浪
は
お
さ
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
積
荷
を
す
て
た
。

帆
柱
を
切
る
べ
き
か
御
く
じ
を
ひ
い
た
と
こ
ろ
、
切
る
べ
し
と
の
神
意
が
出
た
の
で
、
櫓

や
ぐ
ら

（
船
の
高
い
所
）
の
う
え
に
の
ぼ
り
こ
れ
を
切
っ
た
。

十
一
月
七
、
八
日
に
な
っ
て
も
、
風
浪
は
い
っ
こ
う
に
お
さ
ま
ら
ず
、
船
は
吹
き
流
さ
れ
つ
づ
け
た
。
船
に
は
米
が
三
俵
ば
か
り
残
っ
て
い
た
の
で
、
一
日
米
一
升
を
か

ゆ
に
し
て
十
三
人
で
分
け
あ
っ
て
食
べ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
す
で
に
飯は

ん

料り
ょ
うも

尽
き
は
て
て
き
た
。
米
を
食
い
つ
く
し
た
と
き
、
積
み
込
ん
で
い
る
砂
糖
や
酒

を
す
こ
し
ず
つ
口
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

方
位
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
東
南
東
の
ほ
う
に
流
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
お
も
え
た
。
翌
天
保
十
三
年
春
、
船
は
相
か
わ
ら
ず
茫ぼ

う

々ぼ
う

た
る
海
を
流
さ
れ
つ
づ
け
て
い
た
。

見
え
る
も
の
は
、
雲
と
浪
だ
け
で
あ
る
。
海
の
お
だ
や
か
な
と
き
、
帆
を
ぬ
う
と
き
に
用
い
る
針
を
曲
げ
、
そ
れ
に
疑ぎ

似じ

餌え

を
つ
け
て
カ
ツ
オ
な
ど
を
釣
っ
て
食
用
と
し
た
。

暖
か
な
あ
る
日
の
こ
と
、
櫓
の
う
え
に
登
っ
て
、
四
方
を
な
が
め
て
い
る
と
、
西
の
方
角
に
船
を
み
か
け
た
。
帆
の
数
が
多
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
異
国
の
船
で
あ
る
こ

と
に
間
違
い
な
か
っ
た
。
そ
の
船
は
だ
ん
だ
ん
漂
流
船
の
ほ
う
に
近
づ
く
と
、
ボ
ー
ト
を
二
隻
お
ろ
し
、
う
ち
一
隻
が
近
づ
い
て
き
た
。
漂
民
ら
は
畏い

怖ふ

し
て
船
内
に
い
る

と
、
何
人
か
が
乗
り
移
っ
て
き
た
。
か
れ
ら
は
日
本
人
が
飢
渇
の
た
め
、
体
が
弱
っ
て
い
る
と
察
し
て
、
身
ぶ
り
に
よ
り
、
本
船
に
移
る
よ
う
に
い
っ
た
。

船
中
に
は
、
ま
だ
酒
が
四
十
た
る
、
砂
糖
が
十
七
た
る
残
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
異
国
船
に
積
み
込
ま
れ
、
ま
た
漂
民
ら
は
衣
類
や
手
道
具
な
ど
を
取
り
か
た

ず
け
る
と
、
船
を
棄
て
て
、
異
国
船
に
乗
り
移
っ
た
。
時
に
天
保
十
三
年
二
月
二
十
日
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
は
ど
こ
の
国
の
船
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
あ
と

で
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ス
ペ
イ
ン
船
（
じ
つ
は
密
貿
易
船
）
で
あ
っ
た
。
船
は
二
本
マ
ス
ト
を
備
え
、
長
さ
は
約
十
三
間
（
お
よ
そ
二
十
数
メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど
あ
っ

た
。
乗
組
員
は
、
二
十
八
名
。
船
長
は
ス
ペ
イ
ン
人
で
あ
り
、
目
も
髪
の
色
も
、
日
本
人
と
お
な
じ
よ
う
に
黒
か
っ
た
。
そ
の
後
、
異
国
船
は
六
十
日
ほ
ど
東
に
む
か
っ
て

進
ん
だ
。
漂
民
ら
は
は
じ
め
の
二
、
三
日
、
日
に
三
度
食
事
を
あ
た
え
ら
れ
た
が
、
や
が
て
日
に
二
食
と
な
っ
た
。
飲
料
水
も
乏
し
く
、
ろ
く
に
与
え
て
く
れ
ず
、
の
ど
の

か
わ
き
は
漂
流
し
て
い
た
と
き
よ
り
も
苦
し
か
っ
た
。
お
ま
け
に
塩
気
の
も
の
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
な
い
か
ら
、
気
力
は
お
と
ろ
え
、
元
気
が
で
な
い
。
と
き
に
目
ま
い
が

し
て
倒
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。

船
長
は
、
漂
民
を
ふ
た
組
に
わ
け
、
昼
夜
を
問
わ
ず
二
時
間
交
替
で
船
首
と
船
尾
の
雑
用
（
ロ
ー
プ
引
き
や
、
掃
除
）
に
使
っ
た
。
す
こ
し
で
も
し
ご
と
を
怠
る
と
、
ロ
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ー
プ
を
ふ
り
ま
わ
し
、
ど
な
り
つ
け
た
。
と
き
に
帆
柱
の
う
え
の
し
ご
と
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
日
本
で
は
そ
の
よ
う
な
し
ご
と
を
し
た
こ
と
が
な
い
か
ら
容
赦
し
て
く
れ
、

と
身
振
り
で
つ
た
え
る
と
、
相
手
は
わ
か
っ
た
の
か
、
許
し
て
く
れ
た
。
異
国
船
に
乗
り
移
っ
て
五
十
日
ほ
ど
し
て
、
一
同
ま
げ
を
切
り
海
に
流
し
た
。

天
保
十
三
年
四
月
中
旬
の
あ
る
日
の
こ
と

─
船
は
昼
ハ
ツ
（
午
後
二
時
ご
ろ
）
陸
地
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
沖
合
い
に
投
錨
し
た
。
浜
辺
の
後
背
地
は
丘
陵
で
あ
っ
た
。

乗
組
員
た
ち
は
、
買
物
の
た
め
に
上
陸
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
ま
た
陸
地
の
ほ
う
か
ら
も
人
が
来
て
、
船
員
ら
と
話
を
し
て
い
た
。

夜
六
時
ご
ろ
、

善
助

　
　
　
初
太
郎

　
　
　
弥
一
郎

多
吉

　
　
　
利
三
郎

　
　
　
伊
之
助

惣
助

ら
七
名
は
、
ボ
ー
ト
に
乗
り
、
上
陸
す
る
よ
う
に
い
わ
れ
た
（「
亞あ

め

墨り
か

新し
ん

話わ

」）。

夜
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
土
地
不
案
内
の
異
国
の
こ
と
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
再
度
拒
否
す
る
と
、
船
員
は
大
い
に
怒
り
、
善
助
を
な
ぐ
り
つ
け
催
促
し
た
。
一
同
、
し
か

た
が
な
い
と
思
っ
て
、
い
わ
れ
る
と
お
り
ボ
ー
ト
に
乗
り
移
る
と
、
浜
辺
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

ボ
ー
ト
の
外
国
人
五
名
は
、
善
助
ら
七
名
を
陸
地
に
置
き
去
り
に
す
る
と
、
本
船
に
も
ど
っ
た
。
程
な
く
、
船
は
錨
を
巻
き
あ
げ
る
と
、
い
ず
こ
え
か
出
帆
し
た
。
異
国

船
に
乗
り
移
っ
て
か
ら
、
こ
の
日
ま
で
の
日
数
は
、
お
よ
そ
五
十
五
日
で
あ
っ
た
。

異
国
船
に
取
り
の
こ
さ
れ
た
の
は
、

官
（
勘
）

次
郎

　
　
　
岩（

岩

松

）

兵
衛

　
　
　
三（

三

平

）

兵
衛

要
蔵

　
　
　
　
万
蔵

　
　
　
　
七
太
郎

ら
六
名
で
あ
る
（「
栄
寿
丸
漂
流
口
書
」）。
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七
名
の
漂
民
ら
は
、
上
陸
後
、
し
ば
ら
く
茫
然
と
し
て
な
す
す
べ
が
な
か
っ
た
。
善
助
や
初
太
郎
は
、
ひ
る
ま
陸
の
ほ
う
に
白
壁
の
家
を
み
た
の
で
、
そ
の
家
を
た
ず
ね
、

身
の
上
の
こ
と
を
た
の
ん
で
み
よ
う
、
と
い
う
と
、
五
人
の
も
の
は
、
異
国
船
の
者
は
、
こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
を
慈
悲
も
な
く
、
こ
き
使
っ
た
の
だ
か
ら
、
陸
の
人
間
も
邪

険
の
心
を
も
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
、
と
い
っ
た
。
そ
の
証
拠
に
、
昼
間
乗
組
員
と
陸
の
も
の
と
が
何
や
ら
話
し
て
い
た
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
。

し
か
し
、
知
ら
ぬ
土
地
に
捨
て
ら
れ
、
衣
食
の
縁
と
も
は
な
れ
れ
ば
、
い
ず
れ
死
ぬ
身
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
か
八
か
慈
悲
を
も
と
め
て
み
る
の
も
一
計
と
ば
か
り
、
善
助

と
初
太
郎
が
丘
の
家
を
た
ず
ね
る
こ
と
に
し
た
。

両
人
は
小
道
を
四
丁
ほ
ど
行
く
と
、
人
家
が
二
軒
あ
る
と
こ
ろ
に
至
っ
た
。
そ
の
家
の
屋
根
は
、
し
ゅ
ろ
（
ヤ
シ
科
の
常
緑
高
木
）
の
葉
の
よ
う
な
も
の
で
ふ
き
、
間ま

口ぐ
ち

は
四
間
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
家
の
ま
わ
り
は
土
壁
で
あ
っ
た
。
入
口
あ
た
り
に
獣
の
番
人
の
よ
う
な
男
が
横
に
寝
て
い
た
の
で
、
呼
び
お
こ
す
と
、
相
手
は
び
っ
く
り
し
た
よ

う
で
あ
っ
た
。

こ
と
ば
は
通
じ
な
い
の
で
、
手
ま
ね
に
よ
っ
て
漂
流
の
艱か

ん

苦く

の
あ
り
さ
ま
を
つ
た
え
、
助
け
て
く
れ
る
よ
う
に
い
う
と
、
相
手
も
わ
か
っ
た
の
か
、
す
ぐ
真
水
を
飲
ま
せ

て
く
れ
た
。
相
手
の
男
は
、
ど
こ
の
国
の
者
か
と
た
ず
ね
て
い
る
よ
う
な
の
で
、「
日ハ

ポ
ン本

、
日ハ

ポ
ン本

」
と
何
度
か
い
う
と
、
そ
の
意
が
通
じ
た
の
か
、「
ハ
ポ
ン
」「
ハ
ポ
ン
」

と
い
っ
た
。

両
人
は
ま
た
手
ま
ね
に
よ
り
、
浜
辺
に
ま
だ
仲
間
が
五
人
い
る
、
と
い
う
と
、
は
じ
め
に
会
っ
た
獣
の
番
人
と
い
っ
し
ょ
に
、
呼
び
に
行
っ
た
。
や
が
て
七
人
の
漂
民
は
、

異
国
人
の
家
に
も
ど
る
と
、
そ
の
あ
た
り
に
あ
る
大
き
な
樹
木
の
根
元
に
牛
の
皮
を
二
枚
し
い
て
寝
た
。

気
候
は
日
本
の
七
月
ご
ろ
の
そ
れ
と
変
ら
ず
、
暑
気
は
強
か
っ
た
が
、
蚊
は
い
た
っ
て
少
な
か
っ
た
。

翌
朝
、
二
軒
の
家
か
ら
男
女
残
ら
ず
出
て
き
て
日
本
人
を
見
物
し
た
の
ち
、
女
性
ら
は
七
人
の
者
を
各
家
に
招
き
入
れ
る
と
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
て
く

れ
た
。
や
が
て
萱か

や

の
よ
う
な
も
の
で
日
お
い
が
つ
く
ら
れ
る
と
、
そ
の
下
に
牛
の
皮
を
敷
き
、
そ
の
上
に
食
事
を
な
ら
べ
た
。
出
さ
れ
た
食
物
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
つ
く

っ
た
も
ち
の
よ
う
な
も
の
と
、
鶏
や
ブ
タ
や
牛
肉
の
塩
漬
け
、
牛
乳
な
ど
で
あ
っ
た
。

二
軒
の
家
の
住
民
は
、
二
十
名
ほ
ど
で
あ
り
、
髪
や
眼
は
、
日
本
人
と
お
な
じ
よ
う
に
黒
い
色
を
し
て
い
た
。
か
れ
ら
は
、
ブ
タ
や
牛
、
羊
な
ど
を
飼
っ
て
生
活
し
て
い

る
よ
う
で
あ
っ
た
。
七
名
の
漂
民
は
、
こ
こ
に
二
日
世
話
に
な
っ
た
。
か
れ
ら
が
置
き
ざ
り
に
さ
れ
た
所
は
、
メ
キ
シ
コ
領
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
南
部
の
サ
ン
・
ル
カ
ス
岬
で

あ
っ
た
。

三
日
目
に
な
る
と
、
一
本
マ
ス
ト
の
二
百
石
積
の
帆
船
が
や
っ
て
来
て
、
獣
肉
や
ブ
タ
の
油
の
た
る
を
積
み
入
れ
た
。
漂
民
七
名
も
そ
の
船
に
乗
る
よ
う
に
い
わ
れ
た
の
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で
直
ち
に
乗
船
す
る
と
、
船
は
す
ぐ
に
出
帆
し
、

東
に
む
か
っ
た
。

二
日
ほ
ど
東
に
む
か
っ
て
走
り
、
四
ッ
（
午
前

十
時
）
ご
ろ
、
山
の
連
な
っ
た
浜
辺
に
到
着
し
た
。

や
が
て
一
同
は
上
陸
す
る
と
、
二
軒
の
家
の
主
人

て
い
の
者
が
ど
こ
か
に
行
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
鞍

の
つ
い
た
馬
を
十
二
、
三
疋び

き

ほ
ど
引
き
つ
れ
て
戻

っ
て
き
た
。
七
人
の
漂
民
は
、
そ
の
馬
に
乗
り
、

十
七
、
八
町
ほ
ど
行
く
と
、
人
家
が
七
、
八
十
軒

ほ
ど
も
あ
る
町
に
着
い
た
。
そ
こ
は
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
西
部
の
町
サ
ン
・
ホ
セ
（
サ
ン
タ
＝
ク
ラ
ラ

の
谷
に
位
置
）
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

突
当
り
の
役
所
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
行
き
、
馬

を
お
り
て
中
に
入
っ
て
会
釈
を
す
る
と
、
役
人
の

よ
う
な
者
が
三
人
い
た
。
そ
の
そ
ば
に
以
前
ス
ペ

イ
ン
船
に
残
さ
れ
た
六
名
の
う
ち

─
七
太
郎
と

万
蔵
が
い
た
の
で
、
一
同
び
っ
く
り
し
た
。
両
人

の
話
に
よ
る
と
、
例
の
ス
ペ
イ
ン
船
は
、
水
を
補

給
す
る
た
め
に
こ
の
浜
に
寄
っ
た
と
き
、
二
人
を

置
き
去
り
に
し
て
、
い
ず
こ
と
な
く
出
帆
し
た
と

い
う
。
昨
日
か
ら
こ
の
町
に
来
て
世
話
に
な
っ
て

日本漂民９名がくらした
サン・ホセ

初太郎と善助が出帆した
マサトランの港町

日本漂民７名が捨てられた
サン・ルカス岬

太
平

洋

下カリフォ
ルニア半島

メキシコの地図
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い
る
と
語
っ
た
。

お
互
い
別
れ
て
か
ら
の
よ
う
す
や
、
船
中
に
残
る
四
人
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
と
、
町
の
住
民
が
二
十
人
ほ
ど
や
っ
て
き
て
、
九
人
の
漂
民
を
一
人
ず
つ
連

れ
帰
っ
た
。
初
太
郎
は
、
五
十
歳
ほ
ど
の
人
品
の
よ
い
人
の
家
に
連
れ
て
ゆ
か
れ
た
。
そ
こ
は
萱
ぶ
き
の
白
壁
の
家
で
、
男
女
十
人
ほ
ど
が
暮
ら
し
て
い
た
。
下
女
は
二
人
。

下
男
は
一
人
い
た
。

人
間
も
衣
服
も
食
事
も
、
は
じ
め
て
や
っ
か
い
に
な
っ
た
二
軒
の
家
の
も
の
と
変
ら
な
か
っ
た
。
朝
は
コ
ー
ヒ
ー
に
砂
糖
を
入
れ
て
の
む
。
パ
ン
や
米
の
ほ
か
、
鶏
や
魚
、

獣
肉
な
ど
を
油
で
あ
げ
て
食
べ
た
。
は
し
を
用
い
ず
、
小
刀
や
く
ま
手
の
よ
う
な
形
を
し
た
も
の
を
使
っ
て
食
べ
た
。

当
地
は
暑
気
は
げ
し
く
、
砂
地
は
焼
け
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
せ
い
か
男
女
の
靴
の
底
は
厚
く
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
夜
に
な
る
と
涼
風
が
南
の
ほ
う
か
ら
吹
い
て

き
た
の
で
し
の
ぎ
よ
か
っ
た
。

九
人
の
者
は
、
サ
ン
・
ホ
セ
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
と
、
頭
髪
も
衣
服
も
土
地
の
も
の
と
同
じ
に
し
た
。
漂
民
ら
は
、
朝
は
山
に
入
っ
て
薪
を
採
っ
た
り
、
水
を
汲
ん
だ

り
、
庭
の
そ
う
じ
を
し
た
り
、
ま
た
田
畠
を
た
が
や
す
し
ご
と
を
手
伝
っ
た
。
ま
た
ひ
ま
な
と
き
、
九
人
の
漂
民
は
一
ヵ
所
に
あ
つ
ま
る
と
、
故
郷
の
こ
と
な
ど
を
話
し
あ

っ
た
。

初
太
郎
が
や
っ
か
い
に
な
っ
た
家
の
構
成
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

主
人
…
…
名
は
ミ
グ
エ
ル
・
チ
ョ
ウ
サ
ー
。

妻
…
…
…
名
は
イ
ナ
シ
ョ
。

長
男
…
…
名
は
ブ
ラ
ス
。

次
男
…
…
名
は
ア
ゴ
ス
テ
ン
。

長
女
…
…
名
は
ア
ン
ト
ウ
ニ
ャ
。

次
女
…
…
名
は
セ
ン
シ
ョ
ン
。

三
女
…
…
名
は
ヘ
ソ
ス
。

家
の
主

あ
る
じ

は
初
太
郎
を
か
わ
い
が
り
、
服
を
新
調
し
て
着
せ
て
や
っ
た
。
そ
の
服
を
着
て
、
町
に
出
か
け
た
と
き
仲
間
か
ら
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
た
。
善
助
を
連
れ
帰
っ
た
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者
は
、
男
や
も
め
で
あ
り
、
慈
悲
の
あ
る
ひ
と
で
あ
っ
た
が
、
初
太
郎
ほ
ど
は
愛
さ
な
か
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
初
太
郎
と
善
助
だ
け
は
、
家
の
諸
用
な
ど
に
い
っ
さ
い
使
わ

れ
ず
、
安
楽
に
く
ら
し
た
。

ミ
グ
エ
ル
は
、
じ
ぶ
ん
の
娘
と
初
太
郎
を
妻

め
あ
わ

せ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
長
女
ア
ン
ト
ウ
ニ
ャ
と
初
太
郎
を
呼
び
よ
せ
る
と
、
婚
姻
の
式
は
こ
の
よ
う
に
や
る
も
の
だ
と
い

う
こ
と
を
お
し
え
た
。
ま
た
時
々
、
初
太
郎
を
狩
猟
に
つ
れ
だ
し
、
鉄
砲
で
ウ
サ
ギ
を
撃
つ
方
法
を
お
し
え
た
。
ま
た
ス
ペ
イ
ン
語
を
お
し
え
て
や
ろ
う
と
い
っ
た
が
、
初

太
郎
は
外
国
の
こ
と
ば
を
覚
え
て
も
し
か
た
が
な
い
、
と
お
も
い
、
気
が
進
ま
な
か
っ
た
。
が
、
こ
と
ば
を
覚
え
た
ら
、
本
国
に
送
り
帰
し
て
や
ろ
う
、
と
い
わ
れ
た
の
で
、

し
か
た
な
く
少
し
ず
つ
習
い
覚
え
た
。

さ
て
サ
ン
・
ホ
セ
に
来
て
一
ヵ
月
ほ
ど
す
る
と
、
善
助
の
家
主
が
郷
里
の
ラ
・
パ
ス
（
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
メ
キ
シ
コ
の
北
西
に
位
置
）
へ
帰
る
と
い
う
の
で
、
善
助

を
つ
れ
て
出
発
し
た
。
さ
ら
に
四
、
五
十
日
ほ
ど
す
る
と
、
惣
助
・
伊
之
助
・
利
三
郎
ら
の
家
主
ら
も
、
他
所
に
出
か
せ
ぎ
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ら
三
名
の
漂
民
を

と
も
な
っ
て
出
発
し
た
。
サ
ン
・
ホ
セ
に
は
、
初
太
郎
・
七
太
郎
・
万
蔵
・
弥
一
郎
・
多
吉
の
五
人
が
の
こ
っ
た
。

初
太
郎
の
家
主
ミ
グ
エ
ル
は
、
用
事
が
あ
り
マ
サ
ト
ラ
ン
（
メ
キ
シ
コ
西
部
の
港
町
）
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
諸
事
を
初
太
郎
に
托
し
て
船
で
お
も
む
い
た
。
初
太
郎
は

ミ
グ
エ
ル
の
妻
子
と
と
も
に
留
守
を
大
事
に
し
く
ら
し
た
。

ラ
・
パ
ス
の
船
長
で
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ペ
ロ
ン
と
い
う
者
が
い
た
。
と
き
ど
き
サ
ン
・
ホ
セ
に
や
っ
て
く
る
と
、
ミ
グ
エ
ル
と
親
し
く
し
て
い
た
。
十
月
の
初
め
こ
ろ
、
初

太
郎
は
ペ
ロ
ン
の
い
る
宿
を
訪
ね
る
と
、
こ
ん
な
こ
と
を
た
ず
ね
ら
れ
た
。
そ
こ
も
と
は
日
本
に
帰
る
意
志
が
あ
る
か
ど
う
か
。
こ
の
問
に
た
い
し
て
、
初
太
郎
は
国
に
は

老
い
た
父
母
が
い
る
の
で
、
帰
国
し
た
い
の
は
山
々
で
す
。
片
と
き
も
故
国
の
こ
と
を
忘
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
、
と
答
え
た
。
そ
れ
な
ら
わ
た
し
が
よ
い
よ
う
に
計
ら

う
の
で
、
ま
か
せ
て
ほ
し
い
。
わ
た
し
は
マ
ラ
ト
ラ
ン
へ
は
、
よ
く
往
復
し
て
い
る
の
で
、
か
の
地
の
事
情
に
通
じ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
船
も
来
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
、

そ
の
船
に
た
の
め
ば
帰
国
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
漂
民
九
人
が
あ
つ
ま
っ
て
相
談
し
た
結
果
、
こ
と
ば
を
多
少
お
ぼ
え
た
初
太
郎
と
善
助
が
、
ま
ず
ペ
ロ
ン
船
長
と
と
も
に
マ
ラ
ト
ラ
ン
に
行
き
、
そ
こ
で
帰
国
を

謀
る
こ
と
に
し
た
。
初
太
郎
は
ミ
グ
エ
ル
の
妻
子
に
、
マ
サ
ト
ラ
ン
に
行
き
た
い
、
と
い
う
と
、
何
の
た
め
に
行
く
の
か
、
と
問
う
。
町
の
よ
う
す
を
知
り
た
い
し
、
ミ
グ

エ
ル
に
も
会
い
た
い
、
と
い
う
と
、
妻
子
は
か
れ
の
申
し
出
を
そ
う
む
げ
に
は
断
れ
な
か
っ
た
。

マ
セ
ト
ラ
ン
は
繁
華
の
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
ミ
グ
エ
ル
の
妻
は
初
太
郎
の
た
め
に
新
し
い
衣
服
を
つ
く
り
、
朝
晩
の
食
卓
に
も
ご
ち
そ
う
を
な
ら
べ
た
。
十
月
二
十
八
、

九
日
ご
ろ
、
ペ
ロ
ン
の
船
が
出
帆
す
る
旨
連
ら
く
が
き
た
。
ミ
グ
エ
ル
の
妻
子
は
す
こ
し
は
様
子
を
察
し
た
よ
う
で
、
こ
れ
が
今
生
の
別
れ
に
な
る
か
も
知
れ
ぬ
と
お
も
い
、
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名
残
を
お
し
み
つ
つ
、
初
太
郎
の
手
を
と
っ
た
り
、
抱
き
し
め
て
別
れ
た
。
ミ
グ
エ
ル
の
子
は
馬
に
の
り
、
ま
た
七
人
の
者
も
二
人
を
浜
辺
ま
で
見
送
っ
た
。

ペ
ロ
ン
船
長
の
船
は
、
四
百
石
積
み
の
二
本
マ
ス
ト
の
帆
船
で
あ
る
。
乗
組
員
は
七
名
。
船
は
東
南
の
方
向
に
む
け
て
帆
走
し
た
。
天
気
も
よ
く
、
風
も
強
か
っ
た
の
で
、

出
帆
し
て
五
日
目
に
は
マ
サ
ト
ラ
ン
に
着
い
た
。

マ
サ
ト
ラ
ン
は
、
メ
キ
シ
コ
西
部
に
位
置
し
、
当
時
は
人
家
七
百
ほ
ど
の
港
町
で
あ
っ
た
。
風
光
明
び
の
オ
ラ
ス
・
ア
ル
タ
ス
湾
を
見
お
ろ
す
高
台
に
あ
り
、
三
百
数
十

キ
ロ
は
な
れ
た
対
岸

─
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
最
南
端
─
に
は
、
サ
ン
・
ル
カ
ス
岬
が
あ
っ
た
。
街
の
中
に
は
赤
レ
ン
ガ
の
二
階
三
階
の
家
が
多
く
み
ら
れ
た
。
道
路
の
幅

は
ひ
ろ
く
、
酒
店
で
は
さ
ま
ざ
ま
の
名
酒
の
入
っ
た
ビ
ン
が
な
ら
び
、
ま
た
呉
服
屋
は
ラ
シ
ャ
製
の
布
地
や
毛
布
な
ど
を
ひ
さ
ぎ
、
そ
の
他
肉
屋
な
ど
も
多
か
っ
た
。

ペ
ロ
ン
と
当
地
の
問
屋
の
あ
る
じ
は
、
初
太
郎
と
善
助
を
と
も
な
い
、
金
持
ち
の
店
を
ま
わ
り
、
日
本
漂
民
を
帰
国
さ
せ
る
た
め
の
寄
付
を
も
と
め
た
。
す
る
と
銀
貨
五

枚
、
十
枚
、
あ
る
い
は
二
、
三
十
枚
、
豪ご

う

家か

（
物
も
ち
の
家
）
だ
と
、
五
十
枚
も
寄
付
し
て
く
れ
た
。
そ
の
数
は
三
六
○
枚
に
も
達
し
た
。
う
ち
百
枚
を
ペ
ロ
ン
に
わ
た
し
、

残
り
の
百
数
十
枚
を
帰
国
す
る
ま
で
の
雑
費
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
本
漂
民
が
金
持
ち
の
家
を
ま
わ
り
、
合
力
を
あ
お
い
で
い
る
こ
と
を
知
っ
た
初
太
郎
の
家
主
ミ
グ
エ
ル
は
、
せ
ん
だ
っ
て
か
ら
マ
セ
ト
ラ
ン
に
い
た
の
だ
が
、
初
太
郎

が
や
っ
か
い
に
な
っ
て
い
る
問
屋
に
や
っ
て
来
て
い
っ
た
。

─
そ
の
方
帰
国
せ
ず
と
も
、
行
く
行
く
は
わ
が
娘
と
結
婚
す
れ
ば
、
銀
一
万
枚
を
つ
か
わ
す
つ
も
り
だ
。
そ

の
金
を
元
手
と
な
し
、
商
売
す
る
も
よ
し
、
ま
た
そ
の
金
が
あ
れ
ば
一
生
安
楽
に
く
ら
せ
る
は
ず
だ
。
ど
う
か
帰
国
を
思
い
と
ど
ま
っ
て
ほ
し
い
。

初
太
郎
は
い
っ
た
。

こ
れ
ま
で
受
け
た
御
高
恩
は
、
蒼
海
よ
り
も
ふ
か
く
、
い
ま
ま
た
ね
ん
ご
ろ
に
引
き
と
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
が
、
国
に
老
い
た
父
母
を

残
し
て
き
た
身
で
あ
れ
ば
、
帰
国
し
て
孝
養
を
つ
く
し
た
い
と
お
も
い
ま
す
。
い
ま
帰
国
す
る
の
は
、
ご
恩
に
そ
む
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ど
う
か
帰
ら
せ
て
下
さ
い
。

そ
ば
に
い
た
ペ
ロ
ン
船
長
も
、
い
ろ
い
ろ
こ
と
ば
を
添
え
、
帰
国
さ
せ
て
や
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
っ
た
の
で
、
ミ
グ
エ
ル
も
つ
い
に
納
得
し
た
。

当
地
の
長
官
に
も
、
便
船
を
え
て
帰
国
し
た
い
旨
を
つ
た
え
た
と
こ
ろ
、
四
、
五
日
後
に
中
国
へ
む
か
う
商
船
が
あ
る
と
の
連
絡
が
ペ
ロ
ン
の
と
こ
ろ
に
届
い
た
。
初
太

郎
と
善
助
は
、
サ
ン
・
ホ
セ
に
残
っ
た
仲
間
七
人
は
、
わ
れ
わ
れ
よ
り
も
苦
労
し
て
い
る
は
ず
、
ど
う
か
い
っ
し
ょ
に
連
れ
帰
り
た
い
、
と
い
う
と
、
ペ
ロ
ン
は
頭

か
ぶ
り

を
ふ
り

な
が
ら
い
っ
た
。

サ
ン
・
ホ
セ
に
か
れ
ら
を
迎
え
に
行
く
時
間
は
な
い
。
こ
の
地
か
ら
中
国
へ
む
か
う
船
は
、
一
年
に
一
度
か
、
二
年
に
一
度
し
か
な
い
。
い
ま
こ
の
機
会
を
の
が
す
と
、

い
つ
乗
船
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。
ペ
ロ
ン
は
、
便
船
が
あ
る
ご
と
に
残
り
七
名
の
う
ち
か
ら
、
二
人
も
し
く
は
三
人
づ
つ
送
り
帰
そ
う
、
と
い
っ
た
の
で
、
両
人
は
ひ
と
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ま
ず
安
心
し
た
。
そ
こ
で
初
太
郎
と
善
助
が
先
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

両
人
が
マ
サ
ト
ラ
ン
に
逗
留
す
る
こ
と
五
日

─
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
十
一
月
上
旬
、「
ア
ビ
ゲ
イ
ル
・
ス
ミ
ス
」
号
（
船
長
ド
ウ
ン
）
に
乗
船
し
た
。
そ
れ
は

ア
メ
リ
カ
の
商
船
で
あ
っ
た
。
二
本
マ
ス
ト
の
船
長
十
七
間
（
約
三
○
・
六
メ
ー
ト
ル
）、
乗
組
員
九
名
の
帆
船
（
ベ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ン
船
）
で
あ
っ
た
。

船
は
針
路
を
西
に
と
っ
て
帆
走
し
た
。

乗
組
員
の
多
く
は
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
は
英
語
し
か
話
さ
ず
、
会
話
に
こ
ま
っ
た
が
、
一
人
フ
ラ
ン
ス
人
が
い
て
、
そ
の
者
が
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
し
た
の
で
、

二
人
は
日
本
の
こ
と
を
話
題
に
し
て
し
た
し
く
な
っ
た
。
船
は
順
風
の
と
き
十
い
く
つ
あ
る
帆
を
す
べ
て
張
る
と
、
飛
ぶ
よ
う
に
海
の
う
え
を
走
っ
た
。

航
海
ち
ゅ
う
、
初
太
郎
と
善
助
は
、
昼
夜
を
と
わ
ず
帆
綱
を
ひ
っ
ぱ
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
雑
用
に
使
わ
れ
た
。
食
物
と
し
て
は
大
豆
を
煮
た
も
の
、
ま
た
は
小
麦
を
団
子

に
し
た
も
の
、
塩
ダ
ラ
の
よ
う
な
も
の
が
出
さ
れ
た
。

帆
走
す
る
こ
と
二
十
四
、
五
日

─
十
一
月
下
旬
ご
ろ
、
船
は
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
諸
島
の
オ
ア
フ
島
に
寄
港
し
た
。

こ
の
島
に
は
四
日
ほ
ど
滞
泊
し
た
。
そ
の
印
象
は

─
住
民
は
い
や
し
く
、
衣
服
も
そ
ま
つ
で
あ
る
。
女
は
唇
や
指
な
ど
に
い
れ
ず
み
を
し
て
い
る
。
じ
ぶ
ん
の
こ
と
を

ア
イ
ナ
と
い
う
。
島
の
酋
長
は
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
る
か
ら
、
す
こ
し
は
西
洋
風
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
中
国
へ
行
く
と
き
、
こ
の
島
に
寄
っ
て
、
水
を
補
給
す

る
。船

が
ホ
ノ
ル
ル
に
寄
港
し
た
と
き
、
初
太
郎
ら
は
は
か
ら
ず
も
土
佐
の
国
高
岡
郡
宇
佐
浦
の
漂
流
民
と
会
っ
た
。
そ
の
漂
民
と
は

─

伝
蔵

　
　
　
　
　
重
助

五
右
衛
門

　
　
　
寅
右
衛
門

で
あ
る
。
万
次
郎
が
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
ジ
ョ
ン
・
ハ
ウ
ラ
ン
ド
号
で
ア
メ
リ
カ
本
土
に
去
っ
た
の
ち
、
四
人
は
魚
を
と
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
の
し
ご
と
を
し
て
命
を
つ
な

い
で
い
た
。

四
人
は
ど
う
か
わ
れ
わ
れ
も
そ
こ
も
と
の
船
に
乗
せ
て
く
れ
る
よ
う
船
長
に
た
の
ん
で
ほ
し
い
。
船
中
の
し
ご
と
は
何
で
も
す
る
つ
も
り
で
す
、
と
涙
な
が
ら
に
た
の
む

も
の
だ
か
ら
、
初
太
郎
は
船
長
と
か
け
あ
っ
た
。
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右
の
者
は
近
国
の
も
の
だ
か
ら
、
い

っ
し
ょ
に
連
れ
て
帰
り
た
い
。
わ
れ
わ

れ
の
有
金
の
す
べ
て
を
船
賃
と
す
る
か

ら
、
ど
う
か
乗
せ
て
や
っ
て
ほ
し
い
、

と
再
三
懇
願
し
た
。
が
、
船
長
は
船
が

せ
ま
い
か
ら
乗
せ
ら
れ
ぬ
、
と
き
っ
ぱ

り
い
っ
た
。
何
度
た
の
ん
で
も
だ
め
な

の
で
、
わ
け
を
四
人
に
話
す
と
、
ひ
じ

ょ
う
に
落
胆
し
、
な
げ
き
悲
し
ん
だ
。

ホ
ノ
ル
ル
を
出
帆
す
る
と
き
、
互
い
に

泣
き
な
が
ら
別
れ
を
つ
げ
た
。

船
は
十
二
月
上
旬
、
ホ
ノ
ル
ル
を
出

帆
す
る
と
、
さ
ら
に
西
を
さ
し
て
進
み
、

マ
サ
ト
ラ
ン
を
出
港
し
て
お
よ
そ
七
十

日
目
に
し
て
広
東
の
湊

み
な
と

口ぐ
ち

・
澳マ

カ
オ門

と
い

う
と
こ
ろ
に
着
い
た
。
こ
ろ
は
正
月
中

旬
で
あ
っ
た
。
到
着
し
て
三
日
目
に
、

船
長
は
初
太
郎
ひ
と
り
上
陸
せ
よ
、
と

い
う
の
で
、
善
助
も
い
っ
し
ょ
に
と
も

な
い
た
い
、
と
い
う
と
、
だ
め
だ
と
い

う
。
し
か
た
が
な
い
の
で
、
銀
貨
を
六

乍浦周辺の地図
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十
枚
ず
つ
ふ
た
り
で
分
け
、
善
助
に
別
れ
を
つ
げ
た
。

初
太
郎
は
ボ
ー
ト
で
上
陸
し
、
少
し
ゆ
く
と
多
数
の
中
国
人
が
寄
っ
て
き
て
、
い
ろ
い
ろ
尋
ね
る
の
だ
が
、
こ
と
ば
は
通
じ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
砂
の
上
に
「
日
本
人
」

と
書
い
て
み
せ
る
と
、
相
手
の
中
国
人
は
わ
か
っ
た
の
か
、
う
な
づ
き
、
初
太
郎
を
あ
る
と
こ
ろ
に
連
れ
て
い
っ
た
。

初
太
郎
が
連
れ
て
ゆ
か
れ
た
所
は
、
ア
メ
リ
カ
の
宣
教
師
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ェ
ル
ズ
（
一
八
一
二
～
八
四
、
中
国
名
・
衛ウ

ェ

三サ
ン

畏ウ
ェ

、『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ポ
ジ
ト
リ
ー
』

を
編
集
。
ペ
リ
ー
提
督
の
通
訳
と
し
て
来
日
）
の
住
居
で
あ
っ
た
。
ウ
ェ
ル
ズ
師
は
、
当
時
日
本
漂
民
の
世
話
を
よ
く
し
て
い
た
。

こ
の
宣
教
師
の
家
は
、
赤
い
か
わ
ら
を
の
せ
た
大
家
で
あ
り
、
長
さ
二
十
間
（
三
六
メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど
あ
り
、
奥
行
も
お
な
じ
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
一
階
は
タ
イ
ル
を
張
り
、

二
階
は
板
張
り
で
あ
っ
た
（「
亞
墨
新
話
」）。
そ
れ
は
丘
陵
の
坂
の
う
え
に
あ
る
ベ
ラ
ン
ダ
付
の
大
き
な
家
で
あ
り
、
一
方
の
側
は
三
階
建
で
あ
っ
た
。
部
屋
は
ぜ
ん
ぶ
で

十
二
室
。
庭
に
は
イ
チ
ジ
ク
と
ニ
ワ
ト
コ
（
カ
ズ
ラ
科
）
の
樹
が
あ
っ
た
。
炊
事
場
は
、
屋
外
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。
印
刷
所
は
居
間
の
下
に
あ
っ
た
。

一
八
三
六
年
（
天
保
六
年
）
八
月
当
時
、
ウ
ェ
ル
ズ
の
住
居
に
い
た
の
は
、
門
番
・
買ば

い

弁べ
ん

（
外
国
人
に
雇
わ
れ
売
買
の
仲
介
を
し
た
中
国
人
）・
労
務
者
・
コ
ッ
ク
・
印

刷
工
と
男
の
子
四
名
の
計
九
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
者
は
地
下
室
で
く
ら
し
て
い
た
（Frederick W

ells W
illiam

s: T
he Life and Letters of Sam

uel W
ells 

W
illiam

s, LL. D
. M

issionary, diplom
atist, sinologue, G

. P. Putnam

’s Sons, N
ew

 York and London, 1889, p.83

）。

初
太
郎
は
正
月
中
旬
よ
り
四
月
十
日
ま
で
、
九
十
日
ほ
ど
ウ
ェ
ル
ズ
師
の
家
に
や
っ
か
い
に
な
る
の
だ
が
、
ほ
か
に
も
日
本
漂
民
が
多
数
世
話
に
な
っ
て
い
た
。

惣
七

弥
三
兵
衛

…
…
…

加
賀
・
能
登
（
石
川
県
）
国く

に
ふ
け
し
ご
ほ
り

鳳
至
郡
水
月
村
の
出
身
。
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
十
月
六
日
、
鹿
島
灘
で
遭
難
。
翌
年
九
月
上
旬
、
清
国
船
に
た
す
け
ら

れ
、
十
一
月
マ
カ
オ
に
送
ら
れ
て
き
た
。

庄
蔵

寿
三
郎

熊
吉

…
…
…

肥
後
の
国
（
熊
本
県
）
川
尻
の
出
身
。
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
十
一
月
一
日
天
草
を
出
帆
し
、
肥
後
へ
む
か
う
途
中
遭
難
。
ル
ソ
ン
島
に
漂
着
。
天
保
八

年
（
一
八
三
七
）
三
月
、
ス
ペ
イ
ン
船
で
マ
カ
オ
に
送
ら
れ
て
き
た
。

折
か
ら
宝
順
丸
の
漂
民
・
久
吉
、
音
吉
、
岩
吉
ら
も
、
英
艦
で
マ
カ
オ
に
送
ら
れ
て
き
た
。

初
太
郎
は
、
右
の
漂
民
ら
と
同
居
を
は
じ
め
た
。
食
事
は
日
に
三
度
米
飯
を
口
に
し
、
ダ
イ
コ
ン
や
魚
な
ど
を
所
持
の
銀
貨
を
だ
し
て
求
め
、
日
本
風
に
調
理
し
て
も
ら

っ
た
。
頭
髪
も
日
本
風
に
し
、
月さ

か

代や
き

を
し
た
。
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初
太
郎
は
マ
カ
オ
滞
在
ち
ゅ
う
、
肥
後
人
に
い
ざ
な
わ
れ
て
諸
所
を
見
物
し
た
。
マ
カ
オ
に
は
神
社
ら
し
き
も
の
は
一
つ
も
な
か
っ
た
が
、
寺
院
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

芝
居
も
や
っ
て
お
り
、
見
物
し
た
が
、
も
と
よ
り
何
と
も
わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。

四
月
ご
ろ
に
な
る
と
、
こ
こ
か
ら
乍ツ

ァ
ー
プ浦

へ
の
便
船
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
初
太
郎
は
能
登
の
者

─
惣
七
、
弥
三
兵
衛

─
ら
と
い
っ
し
ょ
に
、
四
月
十
日
ジ
ャ
ン
ク

に
乗
る
と
、
マ
カ
オ
を
出
帆
し
た
。
マ
カ
オ
を
出
て
十
八
、
九
日
目
に
、
福
建
省
の
廈ア

モ
イ門

（
シ
ア
メ
ン
）
の
沖
の
島
に
寄
り
、
そ
れ
よ
り
寧
波
、
杭

ハ
ン
チ
ュ
ウ州

（
上
海
の
南
西
一
六

○
キ
ロ
）
に
い
た
り
、
そ
こ
か
ら
川
舟
に
乗
り
か
え
、
七
月
下
旬
乍
浦
に
到
着
し
た
。

乍
浦
に
上
陸
す
る
と
、
か
ご
に
乗
せ
ら
れ
役
所
に
む
か
っ
た
。
役
所
で
は
紋
様
の
つ
い
た
衣
服
を
着
、
笠
を
か
ぶ
っ
た
役
人
が
一
段
と
高
い
と
こ
ろ
の
椅
子
に
す
わ
っ
て

お
り
、
そ
の
そ
ば
に
下
吏
が
十
名
ほ
ど
立
っ
て
い
た
。
中
国
人
の
通
訳
を
と
お
し
て
、
漂
流
の
事
情
を
ひ
と
と
お
り
尋
ね
ら
れ
た
の
ち
、
空
家
（
間
口
四
間
ほ
ど
の
二
階

屋
）
よ
う
な
と
こ
ろ
に
連
れ
て
ゆ
か
れ
た
。

そ
の
家
に
は
、
左
記
の
八
名
の
日
本
漂
民
が
い
た
。

惣
七
（
の
ち
乍
浦
で
病
死
）

弥
三
兵
衛

…
…
…
初
太
郎
が
先
に
マ
カ
オ
に
お
い
て
別
れ
た
加
賀
国
の
漂
民
。

甚
助
（
石
の
巻
）

長
次
郎
（
石
浜
）

喜
平
（
気
仙
沼
）

次
郎
吉
（
最
上
）

与
三
蔵
（
最
上
）

重
吉
（
盛
岡
）

…
…
…

奥
州
伊
達
郡
半
田
村
十
吉
の
持
船
「
観
音
丸
」
の
も
と
乗
組
員
。
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
十
月
十
九
日
、
九
十
九
里
浜
で
漂
流
。
翌

十
三
年
七
月
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
サ
マ
ル
島
付
近
で
難
波
。
の
ち
マ
ニ
ラ
、
香
港
を
へ
て
乍
浦
に
送
ら
れ
て
き
た
。

初
太
郎
は
は
か
ら
ず
も
八
名
の
同
胞
と
会
い
、
い
っ
し
ょ
に
日
本
へ
渡
る
こ
と
を
お
も
う
と
、
心
づ
よ
く
感
じ
た
が
、
別
れ
て
き
た
か
っ
て
の
仲
間
が
い
っ
し
ょ
だ
っ
た

ら
ど
ん
な
に
よ
か
っ
た
か
と
思
っ
た
。

日
本
漂
民
が
収
容
さ
れ
て
い
る
家
に
は
、
番
人
二
名
、
通
訳
二
名
、
飯
た
き
一
名
が
い
た
。
漂
民
ら
は
毎
日
タ
バ
コ
代
と
し
て
銭
三
文
を
、
ま
た
三
日
ご
と
に
銭
湯
代
と
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し
て
六
文
づ
つ
も
ら
っ
た
。
食
物
は
日
に
三
度
出
さ
れ
た
。
朝
は
粥か

ゆ

、
昼
と
夜
は
米
飯
。
お
か
ず
は
大
根
や
油

あ
ぶ
ら

あ
げ
、
と
う
ふ
な
ど
を
し
ょ
う
油
で
煮
た
も
の
や
、
塩
づ
け

の
太
刀
魚
を
大
根
と
い
っ
し
ょ
に
煮
た
も
の
が
出
た
。
米
の
質
は
よ
く
な
か
っ
た
。

乍
浦
の
港
町
は
、
人
も
多
く
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
、
寺
院
や
店
も
多
く
、
な
か
に
は
日
本
の
品
物
を
売
っ
て
い
る
店
も
あ
っ
た
。
町
中
を
見
物
す
る
と
き
は
、
役
人
が
い
っ

し
ょ
だ
っ
た
か
ら
、
自
由
に
何
で
も
見
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
九
月
八
日
、
澳
門
で
別
れ
た
善
助
と
再
会
し
、
互
い
の
無
事
を
よ
ろ
こ
び
あ
っ
た
。
善
助
は
初
太
郎
と
別
れ
て
と
く
に
か
ん
難
を
な
め
る
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
ひ
と
り
に
な
っ
て
心
細
か
っ
た
と
い
う
。

日
本
漂
民
十
名
は
、
二
派
に
わ
か
れ
て
乍
浦
よ
り
出
帆
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
天
保
十
四
年
十
一
月
十
六
日
の
四
ッ
時
（
午
前
十
時
）
ご
ろ
、

─
第
一
陣
と
し
て
、
甚

助
・
長
次
郎
・
喜
平
・
与
三
蔵
・
重
吉
ら
五
名
が
、
長
崎
通
商
の
船
「
源
宝
」
号
に
乗
り
く
み
、
翌
十
七
日
に
出
帆
し
た
。
つ
い
で
第
二
陣
と
し
て
同
月
二
十
三
日
、
弥
三

兵
衛
・
初
太
郎
・
善
助
・
次
郎
吉
ら
四
名
が
「
永
泰
」
号
に
乗
船
し
、
同
日
長
崎
に
む
け
て
出
帆
し
た
。
十
二
月
一
日
、
五
島
列
島
が
み
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
船
中
で
は

大
い
に
祝
い
、
よ
ろ
こ
ん
だ
。
鶏
な
ど
殺
し
て
酒し

ゅ

肴こ
う

が
は
じ
ま
り
、
日
本
漂
民
も
相
伴
し
た
。

十
二
月
三
日

─
初
太
郎
ら
を
乗
せ
た
「
永
泰
」
丸
は
、
長
崎
に
入
港
し
た
。
直
ち
に
役
人
と
と
も
に
立
山
御
役
所
に
ま
か
り
出
る
と
、
踏
絵
を
さ
せ
ら
れ
、
一
と
お
り

の
尋
問
を
受
け
た
の
ち
、
揚あ

が

り
屋
（
十
五
、
六
畳
じ
き
の
牢
）
に
入
れ
ら
れ
た
。
翌
四
日
、
源
宝
号
が
一
日
お
く
れ
て
入
港
し
、
ふ
た
た
び
か
の
五
名
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ

た
。
本
格
的
な
取
調
べ
は
、
三
日
目
か
ら
白
州
に
お
い
て
は
じ
ま
り
、
漂
流
か
ら
帰
国
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯
を
微
細
に
た
ず
ね
ら
れ
た
。

揚
り
屋
で
の
待
遇
は
わ
る
く
な
く
、
タ
バ
コ
や
火
ば
ち
、
灯
火
も
あ
た
え
ら
れ
た
。
食
事
は
、
朝
は
汁
に
香
の
も
の
、
昼
は
魚
の
煮
つ
け
、
夜
は
、
茶
づ
け
な
ど
が
出
た
。

入
湯
は
月
に
三
度
。
牢
内
で
く
ら
す
こ
と
百
日
あ
ま
り
、
こ
の
間
に
三
度
ほ
ど
寺
院
や
神
社
に
も
う
で
た
。
そ
の
後
、
国
も
と
か
ら
迎
え
の
役
人
が
く
る
と
、
漂
民
ら
は
散

っ
て
い
っ
た
。

栄
寿
丸
の
乗
組
員
の
そ
の
後
。

初
太
郎
…
…
…
…
…
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
八
月
六
日
、
長
崎
を
出
立
し
、
同
月
二
十
日
故
郷
の
阿
波
の
国
撫ぶ

養よ
う

岡
崎
村
（
現
・
徳
島
県
鳴
門
市
撫
養
町
岡
崎
）
に
帰
っ
た
。

の
ち
士
籍
に
列
せ
ら
れ
、
撫
養
米
穀
役
所
筆
算
役
、
岡
崎
御
屋
敷
御
門
御
番
人
、
米
穀
仲
買
共
納
屋
見
分
、
小
奉
行
な
ど
を
歴
任
し
た
の
ち
、
明
治
二
十
二

年
一
月
十
一
日
、
撫
養
岡
崎
に
お
い
て
死
去
。
享
年
六
十
七
歳
。
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善
助
…
…
…
…
…
…
帰
国
後
、
紀
州
藩
の
士
籍
に
列
せ
ら
れ
、
八
十
石
の
藩
士
と
な
っ
た
。

七（
初
太
郎
の
兄
）

太
郎
…
…
…
…
…
サ
ン
・
ホ
セ
で
、
ロ
レ
タ
と
い
う
人
の
家
に
や
っ
か
い
に
な
っ
た
。
天
保
十
四
年
一
月
、
弥
一
郎
と
と
も
に
マ
サ
ト
ラ
ン
に
移
り
、
ベ
ニ
ト
と
い
う
人
に
使

わ
れ
た
。
耳
が
遠
か
っ
た
よ
う
で
“

ろ
う聾ハ

ー
ポ
ン
ソ
ル
ド

の
日
本
人
”
と
呼
ば
れ
た
。
マ
サ
ト
ラ
ン
に
残
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

伊
（
亥
）

之
助
…
…
…
…
…	

天
保
十
四
年
二
月
中
旬
マ
サ
ト
ラ
ン
に
行
き
、
翌
弘
化
元
年
四
月
、
多
吉
（
太
）、
利
三
郎
（
儀
）
と
三
人
で
マ
ニ
ラ
行
の
ド
イ
ツ
商
船
に
乗
り
、
マ
サ
ト

ラ
ン
を
出
帆
。
七
月
二
十
八
日
マ
ニ
ラ
に
到
着
。
こ
こ
で
広
東
行
の
船
に
の
り
、
中
国
各
地
を
へ
て
乍
浦
に
い
た
っ
た
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
七
月
十

三
日
長
崎
に
帰
着
。

利
（
儀
）

三
郎
…
…
…
…
…
マ
サ
ト
ラ
ン
よ
り
マ
ニ
ラ
に
お
も
む
き
、
弘
化
元
年
八
月
十
八
日
寧
波
に
い
た
っ
た
。
当
地
に
お
い
て
、
英
国
の
役
所
（
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
？
）
に
勤
務
す

る
尾
張
の
岩
吉
と
会
っ
た
。
上
海
か
ら
音
吉
も
や
っ
て
き
た
。
の
ち
香
港
に
移
っ
た
。
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
。

多
（
太
）

吉
…
…
…
…
…
…
伊
之
助
と
と
も
に
マ
サ
ト
ラ
ン
よ
り
マ
ニ
ラ
に
お
も
む
き
、
そ
れ
よ
り
中
国
各
地
を
へ
て
乍
浦
に
い
た
っ
た
。
弘
化
二
年
七
月
十
三
日
長
崎
帰
着
。
明
治
六

年
（
一
八
七
三
）
六
月
八
日
郷
里
の
島
原
城
下
月
町
で
亡
く
な
っ
た
。
享
年
七
十
四
歳
。

万
蔵

惣
助

…
…
…
…
…
七
太
郎
と
と
も
に
マ
サ
ト
ラ
ン
に
残
っ
た
が
、
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
で
あ
る
。

要
蔵

三（

三

平

）

兵
衛

岩（

岩

松

）

兵
衛

官
（
勘
）

次
郎

万
蔵

七
太
郎

…
…
…
…

こ
れ
ら
六
名
は
、
前
に
記
し
た
万
蔵
や
惣
蔵
と
と
も
に
助
け
ら
れ
た
ス
ペ
イ
ン
船
に
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
船
は
漂
民
六
名
を
乗
せ
て
グ
ア
イ

マ
ス
（
メ
キ
シ
コ
湾
に
面
す
る
港
町
）
に
い
た
っ
た
。
こ
の
と
き
暴
風
に
よ
り
座
礁
し
、
そ
の
修
理
の
ど
さ
く
さ
に
要
蔵
・
三（

三

平

）

兵
衛
・
岩（

岩

松

）

兵
衛
・
官

（
勘
）

次
郎
ら

四
名
は
脱
出
し
た
。
グ
ア
イ
マ
ス
で
は
、
商
人
の
家
に
や
っ
か
い
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
三（

三

平

）

兵
衛
だ
け
が
マ
サ
ト
ラ
ン
に
や
っ
て
き
た
。
要
蔵
・
岩
兵
衛
・
官
次
郎
ら
三
名
は
、
そ
の
後
グ
ア
イ
マ
ス
か
ら
ワ
キ
バ
ラ
イ
ン
（
マ
サ
ト
ラ
ン

か
ら
陸
路
一
ヵ
月
の
と
こ
ろ
）
へ
む
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
。

注
・
河
原
太
郎
「
其
後
の
永
住
丸
漂
流
者
の
動
向
」（『
初
太
郎
漂
流
記
』
所
収
、
徳
島
県
教
育
会
出
版
部
、
昭
和
45
・
10
）
を
参
照
し
て
ま
と
め
た
も
の
。

十
一

　
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
、
太
平
洋
上
で
和
船
（
船
名
未
詳
）
を
発
見

一
八
四
七
年
五
月
（
弘
化
四
年
三
月
～
四
月
）

─
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
捕
鯨
船
「
フ
ラ
ン
セ
ス
・
ヘ
ン
リ
エ
ッ
タ
」
号
（
船
長
・
プ
ー
ル
）
は
、
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北
緯
四
二
度
、
東
経
一
五
○
度
の
地
点
で
、
四
人
乗
り
の
日
本
の
難
波
船
を
発
見
し
た
。
そ
の
船
の
名
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
救
助
者
四
名
の
氏
名
も
明
ら
か
で
な
い
。
は

じ
め
十
七
名
い
た
乗
組
員
は
、
七
ヵ
月
の
漂
流
中
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
死
に
、
さ
い
ご
に
四
名
だ
け
が
生
き
残
っ
た
。

漂
民
ら
は
、
救
助
さ
れ
た
こ
と
を
ひ
じ
ょ
う
に
感
謝
し
、
珍
ら
し
い
品
々

─
日
本
の
書
物
、
磁
器
、
刀
剣
、
絵
、
人
形
と
い
っ
し
ょ
に
捕
鯨
船
に
移
っ
た
。

ホ
ノ
ル
ル
の
住
民
の
中
に
は
、
そ
の
品
の
一
部
を
も
っ
て
い
る
者
も
い
た
と
い
う（

21
）。

十
二

　
紀
州
・
天て

ん

寿じ
ゅ

丸ま
る

嘉
永
三
年
十
月
（
一
八
五
○
年
十
一
月
）
下
旬
ご
ろ

─
紀
州
日
高
郡
の
天
寿
丸
（
九
五
○
石
、
十
三
人
乗
）
の
漂
流
者
の
う
ち
、
つ
ぎ
の
五
名
が
ホ
ノ
ル
ル
に
や
っ
て

き
た
。

寅
吉

　 

（
五
十
歳
）

菊（

菊

松

）

次
郎
（
三
十
四
歳
）

市（

市

★

）

次
郎
（
三
十
六
歳
）

吉（

吉

松

）

三
郎
（
二
十
五
歳
）

佐
蔵

　 

（
十
九
歳
）

厳
冬
の
北
太
平
洋
上
を
た
だ
よ
う
和
船
を
発
見
し
た
の
は
、
ニ
ュ
ー
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
捕
鯨
船
ヘ
ン
リ
ー
・
ニ
ー
ラ
ン
ド
号
（
船
長
・
Ｇ
・
Ｈ
・
ク
ラ
ー
ク
）
で
あ
り
、

一
八
五
○
年
四
月
二
十
二
日
（
嘉
永
三
年
三
月
十
一
日
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
位
置
は
、
北
緯
四
五
度
、
東
経
一
五
五
度
あ
た
り
で
あ
っ
た
。

こ
の
捕
鯨
船
は
、
約
六
十
日
間
太
平
洋
上
を
漂
流
し
て
い
た
天
寿
丸
の
全
乗
組
員
十
三
名
を
船
に
収
容
す
る
と
、
手
厚
く
め
ん
ど
う
を
み
た
。
日
本
漂
民
を
救
助
し
た
ヘ

ン
リ
ー
・
ニ
ー
ラ
ン
ド
号
は
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の
ペ
ト
ロ
パ
ブ
ロ
フ
ス
ク
に
寄
港
し
た
と
き
、
乗
組
員
の
う
ち
六
名
を
ロ
シ
ア
官
憲
に
引
き
わ
た
し
、
日
本
へ
送
還
し
て
く

れ
る
よ
う
依
頼
し
た
。
ま
た
二
人
は
ア
メ
リ
カ
船
ニ
ム
ロ
ッ
ド
号
に
、
さ
ら
に
も
う
二
人
を
マ
リ
ン
ゴ
号
に
引
き
と
っ
て
も
ら
っ
た
。
そ
し
て
残
り
五
名
を
ホ
ノ
ル
ル
に
上
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陸
せ
し
め
た
（
計
算
上
、
十
三
名
で
は
な
く
、
十
五
名
に
な
る
が
…
…
）。

天
寿
丸
が
遭
難
す
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

同
船
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
十
月

─
紀
州
有あ

り

田た

郡
（
紀
伊
水
道
に
の
ぞ
み
、
有
田
川
河
口
北
岸

─
ミ
カ
ン
の
集
散
地
）
で
ミ
カ
ン
を
積
入
れ
る
と
出
帆
し
た
。

十
月
十
二
日
…
…
…
…
…
浦
賀
着
。

十
月
二
十
三
日
…
…
…
…
江
戸
出
帆
。
豆ず

州
し
ゅ
う

下
田
着
。

江
戸
か
ら
帰
帆
す
る
と
き
、
米
三
○
○
石
、
ほ
し
イ
ワ
シ
、
藍あ

い

（
青
色
の
染
料
）
な
ど
を
積
ん
で
い
た
。

十
月
二
十
四
日
…
…
…
…
子こ

浦う
ら

（
伊
豆
半
島
南
西
岸
）
に
入
港
。

天
寿
丸
は
、
こ
こ
で
数
日
滞
船
し
、
そ
の
間
に
用
事
を
は
た
し
た
。

嘉
永
三
年
正
月
六
日
…
…
子
浦
を
出
帆
。

洋
上
を
航
行
ち
ゅ
う
、
正
月
九
日
に
わ
か
に
逆
風
と
大
浪
に
遭
い
、
そ
の
う
ち
か
じ
を
砕く

だ

か
れ
、
沈
没
寸
前
の
状
況
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
積
荷
を
す
て
、
帆
柱
を
切
り

す
て
、
帆
を
す
て
、
ひ
た
す
ら
神
仏
の
加
護
を
も
と
め
た
。

船
は
五
日
五
夜や

の
あ
い
だ
、
風
浪
に
翻
ろ
う
さ
れ
た
。
や
が
て
八は

ち

丈
じ
ょ
う

島じ
ま

（
伊
豆
諸
島
南
部
）
ま
で
一
里
ほ
ど
の
と
こ
ろ
ま
で
来
た
が
、
か
じ
0

0

も
ろ0

も
な
い
の
で
近
づ
く

こ
と
が
で
き
ず
、
物
を
か
か
げ
て
救
助
を
乞
う
た
が
、
な
す
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か
っ
た
。
や
が
て
八
丈
島
も
み
え
な
く
な
っ
た
。
船
は
す
ざ
ま
し
い
ほ
ど
の
大
浪
風
に
吹
き

流
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

数
日
の
あ
い
だ
、
北
東
の
方
向
に
流
さ
れ
た
。
二
月
末
に
な
る
と
、
米
と
飲
み
水
が
つ
き
た
。
ほ
し
イ
ワ
シ
を
食
糧
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
水
を
絶た

つ
こ
と
一
昼
一
夜
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に
お
よ
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
と
き
ど
き
雨
水
に
よ
っ
て
、
の
ど
の
乾か

わ

き
を
い
や
し
た
。

船
は
た
だ
び
ょ
う
び
ょ
う
た
る
海
上
を
た
だ
よ
う
だ
け
で
あ
り
、
ど
こ
の
海
と
も
、
ど
の
方
角
に
む
か
っ
て
い
る
の
か
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
嘉
永
三
年
三
月
十マ

マ三
日

つ
い
に
異
国
の
船
に
救
け
ら
れ
た
（「
紀
州
船
米
国
漂
流
記
」）。

天
寿
丸
の
漂
流
民
が
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ニ
ー
ラ
ン
ド
号
に
救
助
さ
れ
た
と
き
、
い
ち
ば
ん
肝き

も

を
つ
ぶ
し
た
の
は
、
黒
人
が

「
黒こ

く

牛ぎ
ゅ
う」

の
よ
う
な
顔
を
船
の
へ
り
よ
り
、
ぬ
っ
と
差
し
だ
し
た
と
き
で
あ
る
。

ま
た
何い

ず
こ国

の
船
と
も
知
ら
ず
、
捕
鯨
船
に
乗
り
移
り
、
船
中
に
数
十
匹
つ
な
い
で
あ
る
ブ
タ
を
漂
流
民
の
眼
の
ま
え
で
刺
し
殺
し
、
そ
れ
を
食
べ
て
い
る
様
子
を
目
撃
し

た
と
き
、
一
瞬
お
そ
ろ
し
さ
の
あ
ま
り
戦
慄
が
走
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

乗
船
し
て
二
、
三
日
、
漂
民
ら
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
食
物
を
あ
た
え
ら
れ
ず
、
空
ナ
ベ
や
空
の
食
器
な
ど
た
た
い
て
食
事
を
も
と
め
た
。
四
日
目
に
な
る
と
、
よ
う
や
く
腹

い
っ
ぱ
い
食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
。
ま
た
漂
民
た
ち
は
、
船
中
に
米
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
船
長
に
こ
れ
を
焚
い
て
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
手
ま
ね
で
た
の
む
と
、
船
長
は

こ
れ
を
食
べ
る
と
足
が
腫
れ
、
日
本
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
や
は
り
肉
食
し
て
、
無
事
に
故
国
に
帰
る
よ
う
に
い
っ
た
。

船
中
で
出
さ
れ
た
食
事
は
、
肉
食
が
中
心
で
あ
り
、
塩
漬
け
の
牛
肉
を
水
で
洗
い
、
そ
れ
を
蒸む

し
た
り
、
油
で
あ
げ
た
り
し
て
食
べ
た
。
燃
料
は
ク
ジ
ラ
の
油
で
あ
り
、

食
用
油
と
し
て
ブ
タ
の
ラ
ー
ド
を
用
い
た
。
パ
ン
は
緑
茶
に
ひ
た
し
て
食
べ
た
が
、
茶
は
焙
し
て
な
か
っ
た
か
ら
、
青
く
さ
か
っ
た
。

航
海
士
役
の
菊
次
郎
は
、
航
海
日
誌
の
か
わ
り
と
な
る
メ
モ
を
と
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
の
ち
に
ホ
ノ
ル
ル
で
万
次
郎
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
遭
難
し
て
十
六

日
目
に
飲
料
水
が
底
を
つ
い
た
と
い
う
。
米
も
二
十
六
日
目
に
食
い
つ
く
し
、
残
る
は
ほ
し
イ
ワ
シ
だ
け
に
な
っ
た
。
飲
み
水
は
、
と
き
ど
き
降
る
雨
を
た
め
て
お
い
て
用

い
た
と
い
う
（「
日
本
人
と
の
一
時
間
」『
フ
レ
ン
ド
』
紙

─
一
八
五
○
・
一
一
・
一
日
付
）。

漂
民
の
一
行
が
ホ
ノ
ル
ル
に
上
陸
し
た
と
き
、
海
辺
に
住
む
壮
年
（
は
た
ら
き
盛
り
）
の
異
人
（
寅
右
衛
門
）
が
ひ
と
り
、
漂
流
民
を
み
つ
け
、
そ
こ
も
と
は
日
本
人
な

ら
ず
や
、
と
声
を
か
け
た
。
い
か
に
も
わ
れ
ら
は
日
本
人
で
あ
る
、
と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

そ
こ
も
と
は
日
本
の
こ
と
ば
を
よ
く
話
さ
れ
る
が
、
い
か
な
る
人
か
と
た
ず
ね
る
と
、
土
佐
の
国
高
岡
郡
の
者
で
、
十
二
年
以
前
に
当
地
に
や
っ
て
来
て
、
ま
だ
帰
国
で

き
な
い
で
い
る
と
語
っ
た
。

こ
の
里
に
は
、
ま
だ
他
に
も
お
な
じ
国
の
も
の
（
万
次
郎
と
そ
の
仲
間
）
が
い
る
、
と
い
う
の
で
、
す
ぐ
壮
年
の
男
に
つ
い
て
行
っ
て
み
る
と
、
ひ
ざ
を
折
ら
ね
ば
中
に
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入
れ
な
い
ほ
ど
の
小
屋
で
あ
っ
た
の
で
、
表
の
芝
の
う
え
に
ご
ざ
を
敷
い
て
す
わ
り
、
話
を
聞
く
こ
と
に
し
た
。
こ
こ
に
来
た
か
ら
に
は
、
も
は
や
日
本
へ
帰
る
こ
と
は
む

ず
か
し
く
、
そ
の
方
便
を
知
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
無
筆
な
れ
ば
、
ふ
つ
う
の
人
間
の
よ
う
に
扱
わ
れ
ず
、
ま
た
だ
れ
も
取
り
た
て
て
く
れ
る
者
も
な
く
、
く
や
し
さ
と
い

っ
た
ら
な
い
。

こ
こ
は
ず
い
ぶ
ん
よ
い
土
地
で
あ
る
。
年
中
じ
ゅ
ば
ん
（
着
物
の
下
に
着
る
肌
着
）
一
枚
あ
れ
ば
よ
く
、
他
の
衣
服
は
い
ら
な
い
。
食
物
も
日
本
の
も
の
と
比
べ
て
も
遜

色
が
な
い
。

漂
民
の
寅
吉
（
吉
松
か
？
）
は
、
の
ち
に
ハ
ワ
イ
の
地
理
・
風
俗
・
習
慣
・
産
物
な
ど
を
く
わ
し
く
口く

ち

書が
き

に
お
い
て
語
っ
て
い
る
が
、
と
く
に
男
女
間
の
風
俗
に
関
す
る

も
の
に
、
お
も
し
ろ
い
も
の
も
あ
る
。

　

─
男
は
全
身
に
入
れ
墨
し
、
陽よ

う

物ぶ
つ

（
性
器
）
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
者
も
い
る
。
女
は
す
す
き
の
葉
の
よ
う
な
も
の
で
前
陰
を
お
お
い
か
く
し
、
尻
の
ほ
う
は
丸
は
だ
か

で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
人
は
大
船
に
こ
う
い
っ
た
女
を
引
き
入
れ
る
と
、
め
い
め
い
奸
い
ん
す
る
。

五
人
の
漂
民
は
、
ホ
ノ
ル
ル
に
滞
留
ち
ゅ
う
、
万
次
郎
に
誘
わ
れ
、
と
き
ど
き
遊
女
屋
に
足
を
は
こ
ん
だ
が
、“
き
ぬ
ぎ
ぬ
の
別
れ
”（
男
女
が
共
寝
し
た
翌
朝
の
別
れ
）

に
際
し
て
の
島
女
の
こ
と
ば
は
、
い
っ
こ
う
に
わ
か
ら
な
か
っ
た
（「
紀
州
船
米
国
漂
流
記
」）。

天
寿
丸
の
漂
民
五
人
は
、
嘉
永
三
年
十
月
十
一
日
（
一
八
五
○
・
一
一
・
一
四
）
ご
ろ
、
中
国
へ
む
か
う
ア
メ
リ
カ
船
（
船
名
は
コ
ツ
ヘ
シ
）
を
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
荷
物
を
ま
と
め
て
こ
れ
に
乗
り
移
っ
た
。
別
れ
に
さ
い
し
て
万
次
郎
ら
在
留
邦
人
と
、
離わ

か
れ別

の
情
を
の
べ
あ
っ
た
。

こ
の
ア
メ
リ
カ
船
は
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
二
月
上
旬

─
香
港
に
到
着
し
た
。
そ
れ
よ
り
上
海
に
い
た
り
、
当
地
で
下
船
し
た
。
つ
い
で
七
月
八
日
日
本
へ
の
通

船
が
あ
る
乍ツ

ァ
ー
プ浦

に
む
け
て
、
中
国
側
の
官
憲
と
と
も
に
川
船
に
乗
り
出
発
し
、
乍
浦
に
は
同
月
十
三
日
到
着
し
た
。

乍
浦
に
着
く
と
、
五ご

島と
う

（
長
崎
県
西
部
の
島
し
ょ
う
群
）
の
漂
流
民
六
人
が
お
り
、
こ
こ
に
て
日
本
漂
人
は
つ
ご
う
十
一
名
と
な
っ
た
。
嘉
永
四
年
八
月
（
中
国
の
道
光

三
十
一
年
閏
十
一
月
十
一
日
）
十
一
名
の
漂
民
は
、
長
崎
に
む
か
う
便
船
を
え
て
乍
浦
を
出
帆
し
、
十
九
日
目
の
十
一
月
二
十
八
日
（
中
国
暦
）
長
崎
に
到
着
し
た
。

長
崎
は
邦
暦
の
十
二
月
二
十
九
日
に
あ
た
り
、
各
家
に
は
門
松
が
建
て
ら
れ
、
正
月
の
準
備
を
し
て
い
た
。
一
行
十
一
名
は
立
山
役
所
へ
連
れ
て
行
か
れ
、
そ
こ
で
踏
絵

を
さ
せ
ら
れ
た
の
ち
、
酒
飯
を
た
ま
わ
り
、
即
日
御
法
ど
お
り
入
牢
し
た
。

一
同
は
翌
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
四
月
二
十
八
日
ま
で
揚
り
屋
に
入
れ
ら
れ
、
同
年
六
月
牢
を
出
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
無
事
故
郷
に
帰
っ
た
。
天
寿
丸
の
漂
民
五
人
の
故

郷
で
は
、
溺
死
し
た
と
思
っ
た
者
が
は
か
ら
ず
も
帰
っ
て
き
た
の
で
、
親
族
ら
は
大
い
に
お
ど
ろ
き
、
か
つ
大
歓
び
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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